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序章　きっかけは貧血








　雨あま宮みや皐さ月つきはランチタイムを終え、会社に戻る途中で信号待ちをしていた。

（ああ、やだな。またキーンってしてきた……）

　大勢の人に紛れ立っている皐月は、平均よりやや低めの身長だ。季節は秋なので、会社の制服のスカートとシャツ、ベスト、カーディガン、その上にトレンチコートを着ていた。

　顔立ちはごく一般的に、愛嬌があり可愛い顔つきと言っていい。髪の毛は胸元までのストレートヘアで、栗毛。

　腕や脚、胴の薄さなど体つきそのものは細いと言っていいのに、胸ばかりがどんっと実っている。

　友人や同僚からは「羨ましい」と言われるのだが、皐月としては逆にコンプレックスでもあり、トラブルの種にもなりかねない。

　幸い、今の会社ではセクハラを受けるでもなく、神こう月づき薬品工業という老舗の製薬会社の総務課で普通に働いていた。

　昼休みにリフレッシュも兼ねて一区画離れた場所にある気に入りの蕎麦屋に行き、寒くなってきたので好物の餅入り蕎麦を食べて温まってきたところだ。

　だが今、皐月の顔は青白く、顔つきにも覇気がない。

　美味しい物を食べてこれから午後の仕事に備えようとしていたのに、急に貧血が襲ってきたのだ。

　もともと皐月は貧血持ちな上、最近は元交際相手によるストレスから、以前ほど食べられなくなっていた。外に出た時は気合いが入るので食べられるのだが、家に一人でいると「まぁいいや」という気持ちになり、食事を抜きがちになっている。

　なので今こうして貧血の症状が現れ——耳鳴りがして頭がスゥッと冷たくなってくる感覚に襲われても、「いつもの事か」と思うだけ……のはずだったが——。

　今皐月を襲ってきた貧血は、予想外に強力なものだった。

　目の前が真っ白になり、信号待ちをしている景色も霞んで見える。

　足元がフワフワと心許なくなり、「やばい」と思うが、近くに座る場所もない。

（せめて会社に戻るまで持ってくれたら……）

　懸命に足に力を入れて信号待ちを耐えたあと、やっと青信号になって皐月の周りの人々が一気に歩き始めた。

（会社に……）

　流されるように皐月も足を踏み出す。

　——だが、ほんの数歩歩いたところでガクッと膝から崩れ落ち、目の前の世界が真っ白になった。

　アスファルトに体が叩きつけられる痛みを感じる間もなく、皐月の意識は闇の中に吸い込まれていった。







第一章　助けてくれたのは社長でした








（気持ちいい……）

　夢の中で、誰かに頭を撫でられている気がした。

　大人になってから皐月をそうしてくれる人はおらず、両親は地方、祖父母も遠方にいる。

　元彼は絶対にそんな事をしてくれない人で、今は因縁のある相手だ。皐月は元彼の事を思い出しただけで、眠ったまま眉間に皺を寄せる。

「ん……」

（そうだ……。私は元彼の事で悩んでいて……）

　夢と現実のはざまで皐月は現在最もストレスになっている出来事を思い出し、さらに眉間の皺を深める。

　身じろぎをして顔の向きを変えた時、頭を撫でていた手が驚いたかのように止まった。

　その手は少し戸惑ったように固まっていたが、皐月がすぐに目覚めないのを察してか、ポンポンと彼女の頭を撫でる。

（優しい手……。もっと撫でてほしい）

　眠っていてもなお皐月は自分を褒めて、慰めてくれる存在を欲していた。

「んんー……」

　皐月はもっと撫でてほしいとうなり声を上げ、無意識に〝手〟を掴み自分の頭に誘導した。

すると〝手〟はまた皐月の頭を撫でてくれる。

　満足するとまた意識が深い場所に潜り、そのままぐっすりと眠ってしまった。

　

（……いい匂いがする）

　スン……と小さく鼻を鳴らして息を吸うと、微かな香水の匂いがした。

　皐月は普段香水をつけず、それほど詳しくもない。

　最低限の化粧はするけれど、メイク方法を研究するほどでもなく、化粧品も特に高級な物を使うこだわりもなかった。

　だから今鼻腔に入った香りも、どこの何の香りか分からない。

　分かるのはそれが「いい匂い」である事のみだ。

「…………」

　嗅ぎ慣れない香水の匂いをきっかけに、皐月は意識を浮上させる。

　最初に目に入ったのは、白い天井だ。

　首を横に向けて周りを確認すると、そこは寝室と言える場所のようだった。

　けれど寝室というにはどこか生活感がなく、大きなベッドの他にあるのは、ベッドサイドテーブルと壁時計、向かいにあるクローゼットのみ。

（ただ寝るためだけの部屋みたい）

　そんな印象を持ち、皐月はゆっくり起き上がる。

「私……どうしたんだっけ……」

　目覚めた場所が見慣れない所なだけあり、すぐに状況を把握できないまま、皐月はボーッとする。

　状況確認をする前にあまりに意識がぼんやりしていたので、自分でも少しまずいと思った。なので救急車に運ばれる時、名前や生年月日を聞かれるというのを思い出し、自分が誰であるかという所から気持ちをハッキリさせる。

（私は雨宮皐月。二十六歳で、地方から上京して四年制大学を出たあと、神月薬品工業の総務課に勤めて……。そうだ、彼氏ができたと思ったら嫌な事があって……。最近貧血気味で体調が悪かったんだ。それでお昼にお蕎麦屋さんに行って……）

　段々自分の今の状況を思い出し、恐らくどこかで倒れてしまったのだろうと判断した。

　いい匂いと思った香りは、どうやらこのベッドからふんわりと漂っているようだ。

（このベッドの持ち主がつけているのかな。助けてくれた人の匂いかな）

　香水と言っても、女性がつける甘い香りではない。落ち着いた男性をイメージする匂いだ。

　ふと眠っていた時に自分を撫でてくれた手を思い出す。あの手も男性の手のように、とても大きかった気がした。

（それじゃあ、この部屋の持ち主は男性？）

「……男性……？」

　そこでようやく現実的な問題に思い当たる。

　倒れたのを助けられたとして、はたして自分は誰によってここに寝かされたのか、またここは誰の部屋なのか。

　考え始めるとのんびりしていられなくなり、皐月はお尻を引きずるようにして大きなベッドから下りた。

　立った状態で衣服を確かめると、会社の制服をそのまま着ていて、下着なども特に乱れた様子はない。

　多少皺が寄っているのは、寝ていたせいだろう。

　バッグはベッドサイドテーブルの上にあるのを見つけ、ホッとする。

「げっ！」 

　スマホで時間を確認すると、とっくに昼休憩は過ぎて十四時になろうとしている。

（大変！　早く仕事に戻らないと！　トレンチコートを着ていたはずだけど、……あった）

　ベッドの向かいにあるクローゼットは、わざとなのか半分ほど開いている。その中に見慣れたトレンチコートがあり、皐月はハンガーから自分のコートを外す。

　そのと時奇しくもクローゼットの中がチラッと見えてしまった。

　確認できたのは男性物のスーツやコートなどだ。

（男性の部屋……？）

　そう思うと、余計に緊張が高まる。

　皐月が今個人的に抱えている問題も男性絡みであるため、ここで下手な人物に借りを作ってしまったら……と、思考がつい悪い方向に向かう。

　トレンチコートを着て、皐月は改めてぐるりと部屋を見回す。

　ドアは二つあり、右手にあるドアを細く開くと、その奥にはマンションのようにリビングや小さなキッチンなどがあった。さらに奥には暗がりの中に洗面台が見える。

　冷静に見知らぬ部屋を確認できている自分は、貧血で倒れたにしては随分回復しているようだ。

　ストレスで寝不足などもあったため、思いきり眠って気力体力ともに回復したのかもしれない。

（こっちは生活するための空間みたいだから、入るのはやめておこう）

　すぐにドアを閉じ、皐月は左側のドアに手を掛ける。

　普通に考えてみて、リビングやキッチンがあってベッドルーム、洗面所があれば、家としてほぼ成り立つ。家の作りとして洗面所、バスルームは最奥の気がするので、恐らく左側のドアが出口に通じるのではないだろうか。

（ベッドルームが一番手前っていうのが気になるけど……）

　そう考えながら覚悟を決め、皐月は思い切ってドアを開いた。

　

「…………は…………」

　ポカンとした顔の皐月の前には、どう考えても、——何をどう見ても、社長室が広がっていた。

　黒い革張りの応接セットがあり、その向こうに重厚な色合いのデスクがある。

　そしてプレジデントチェアに座っているのは——、皐月が勤めている神月薬品工業の社長兼ＣＥＯの、神月頼より人とだった。

　つまりここは自社の社長室なのだろう。

　眼鏡をかけてキーボードを打っていた頼人は、突然開いたドアに目をやり、皐月の存在を認める。

　けれど特に驚いた様子もなく、「気が付いたか」と言ってパソコン用らしい眼鏡を外した。

「あ……あの……」

　皐月は目をまん丸にし、口を半開きにしたまま固まっている。

　社長と言えば雲の上の人で、しかも頼人は三十一歳ながらその地位に就いた人だ。

　製薬業界のトップを守り続けている神月薬品工業は、代々親から子へと社長を継がれている老舗企業で、頼人は三年前に社長となった。

　若い上にとても美しい人で、身長はとても高い。

　スーツを身に纏った体型は胸板が厚く、頼人のファンを自称している同僚の話だと、都内の高級スポーツクラブで体を鍛えている……という噂だ。

　短い黒髪は整髪料で軽くセットされ、涼やかな目元や高い鼻梁、潔癖そうな唇なども整いすぎているほど整っている。

　俳優と言っても差し支えのない外見の頼人は、目に毒と言っていいほどの美形だ。

　パッと見た感じは爽やかスポーツマンという雰囲気があるが、彼と言葉を交わし目線の動きや仕草など、少しでも彼と一緒にいれば、圧倒的な王者である事を知るだろう。

　洗練された仕草や佇まいは上品で穏やかさもある。だが他者を従わせるのが当たり前という、生まれ持っての上流階級の顔つきでもあった。

（ど……ど、どうしよう……。な、なんで社長室……？）

　皐月はドアを開いたまま、社長室の中を見て固まっていた。

　と、頼人が話し掛けてくる。

「おい、いつまでもそこにいたら……」

「え？」

　頼人が声を掛けたタイミングで、突然皐月の開いたドアが左から右へと音もなく閉じていこうとする。

「まさかの半自動ドア！」

　予期せず頼人の視界からフェードアウトしかけて焦り、皐月は思わず心の声を漏らす。そして何とかドアを抜けようとして、むりやり前に進んでしまった。

　途端、ガッとドアに体を挟まれ、「あっ！」と声が出る。

「————ぶふっ」

（……え？）

　いきなり笑い声が聞こえ、「まさか……」と思って顔を上げると、頼人が笑いながらこちらに近付いてくるところだった。

「怪我はないか？　そこは一応隠し部屋という事になっているから、一定時間開きっぱなしになっていると、自動的に閉じる仕組みになっているんだ」

「す……すみません……」

　自動ドアに挟まれて恥ずかしく、センサーによってまた開いたドアの間から、皐月は社長室側に出た。

　頼人は「まず座りなさい」と言って、皐月に応接ソファを勧めた。

「失礼致します」

　今さらながら皐月は深く頭を下げると、頼人の向かいに腰掛ける。

（何でドアを開けたらいきなり社長？）

　見知らぬ部屋で目覚めた上に、普段なら絶対に話さない自社社長の美貌を前にし、皐月は混乱しきっていた。

　それを見透かしたかのように、頼人が口を開く。

「混乱しているだろうから、私のほうから順を追って説明しよう」

「はい」

　突然自社の社長と対面して緊張したが、思っていたより怖くない人で安心した。

　加えて助けてくれた人がまったく見知らぬ人ではなく、皐月は二重に安堵している。

「私は午前中に外の仕事を終えて帰社しようとしていた。すると、赤信号で停まった私の車の前で、横断歩道を渡り始めた君が倒れてしまったんだ」

「……あぁ……っ！　そ、そうだ！」

　ランチに蕎麦屋に行き、交差点の信号待ちの時に急に貧血の発作が出たのを思い出し、あの場で自分はやはり倒れてしまったのだと理解する。

　そう言えばそうだった、と思い出し、皐月は慌てて頭を下げた。

「すっ、すみません！　社長が助けてくださったんですか？　ありがとうございます！　偶然とは言え、本当にご迷惑をお掛けしました」

　外で倒れたと聞かされ、皐月は内心ヒヤッとした。横断歩道を渡っていた途中だったし、頼人が助けてくれなければ今頃どうなっていたか分からない。

「信号が青になれば車が走り出すし、見過ごせないと思った。助け起こして車に乗せてみれば、君はうちの社員証を首に掛けていた。だからそのまま、社長室の隠し部屋に寝かせておいたんだ」

「本当にありがとうございます！　社長は命の恩人です……っ」

（イケメンな上にこんなに親切な人だっただなんて……。〝社員にファンがいる顔のいい社長〟じゃなくて、〝社員思いの優しい社長〟って認識を改めないと）

　流れを納得して何度も頭を下げていると、頼人が笑う。

「どう致しまして。君がうちの社員でなくても、多分同じ事をした。だから気にしないでいい」

（怖いぐらい顔の整った人なのに、笑うと一気に雰囲気が柔らかくなるな……）

　思わず頼人の笑顔に見とれていると、「ん？」と怪訝な顔をされ、皐月は慌てて誤魔化す。

「それと、医務室でも良かったのに、わざわざ社長のプライベートな場所まで運んでくださり、ありがとうございます」

　皐月の言葉を聞いて頼人は固まり、数秒してから「……あぁ、なるほど」と頷いた。

「確かにその手段もあったな。社外の人間なら医務室という選択肢を当然思いついていたと思う。……だが、……どうしてだろう」

　頼人は言いながら黙り込み、皐月は「本当に医務室に運ぶっていう選択肢が頭から抜けてたのか……」と思わずクスッと笑ってしまう。

　社長と言えば自分の仕事を一番にして、他の煩わしい事は秘書以下の人間にすべて任せる……というイメージを勝手に持っていた。

　忙しい人だからそうして当たり前だと思っていたが、頼人と話していると〝意外〟という言葉がぴったりな面を垣間見る。

「……多分、目の前で倒れられたから、私もとても驚いたんだと思う。君が社員だと分かって、あまりの偶然に二重に驚いた。だから余計に自分の手元で面倒をみて、最後まで世話を焼きたかったんだろう」

　考えていた頼人が口を開き、皐月は彼の言葉に笑みを零す。

「社長は優しくて誠実な方なんですね」

　そう言った皐月の言葉に、彼は驚いたように目を見開いた。

「……いや。……そう言われたのは初めて……なんだが」

　口にした言葉は本心のようで、頼人は目を丸くして固まっている。

　やがて二人は同じタイミングで笑い始め、社長室に穏やかな空気が流れる。

「それはそうと、体調でも崩していたのか？　もし体調が悪いのにそれを押して出勤していたなら、君の上司に直接掛け合わなければいけない」

「い、いえ！　そうじゃないんです！　もともと私は貧血を起こしやすい体質でして……。あとは個人的な問題があって、最近あまりきちんと眠ったり、食べたりできなかったのもあって……」

　上司が悪者になってはいけないと、皐月は慌てて否定する。

　自分の事情を説明しているうちに、抱えている悩みを思い出して目が暗くなる。

　遠慮がちに微笑む皐月の表情から、あまり個人的に踏み込んでもいけないと判断したのだろうか。頼人は何か言いたげな目をしていたが、気持ちを切り替えるように、少しわざとらしく腕時計を見た。

「私はあと三十分後にまた外出しなければいけない。君もそろそろ職場に戻れるか？　もし体力的に無理そうなら、体調第一に考えて早退してはどうだろうか？　私は無理をして働いても、いい仕事はできないと思っている」

　不意に現実を思い出し、皐月はハッと自分があまりに長居しすぎた事を思い出す。

「ず、図々しくお邪魔してすみませんでした」

　皐月はペコリと頭を下げると立ち上がり、思い出したように赤面する。

（社長と親しく話せて浮つきすぎだ、恥ずかしい。社長はただ親切心から私を保護してくれただけなのに。昼休みをオーバーして寝ていたのも社会人失格だし、ましてや自社の社長にご迷惑をお掛けしただなんて……。うちは製薬会社としては大企業で、その社長と言えば忙しいのは当たり前なのに）

「ああ、そうじゃない。君が邪魔だとか、そういう事を言いたかったんじゃなくて……」

「いえ！　お仕事中なのに、本当に申し訳ございませんでした！　このお礼は必ずさせてください！　またお目にかかれた時、絶対！」

　社長室の出入り口前でペコッと頭を下げた皐月は、恥ずかしさのあまり頼人の顔を見られなかった。

「それでは仕事に戻ります。長居をして申し訳ございませんでした」

　もう一度深々と頭を下げたあと、皐月は社長室を出て、馴染みのないフロアを勘で進む。

（恥ずかしい。社長の時間を私ごときが奪っていただなんて。社長はいい人で親切だから、行き倒れた私を放っておけなかったんだ。それなのに寝かされて図々しく寝込んでしまって……。穴があったら入りたい。おまけに仕事！　こんなに遅れて絶対に部長に怒られる……！　本当に社会人失格だ）

　自分の勤務しているフロアと重ね合わせ、エレベーターがありそうな方向に向かって廊下を歩く。やがて前方に見慣れたエレベーターのドアを見つけ、安堵した。

　ゴンドラを呼び出し、皐月が所属している総務課がある階数ボタンを押した。

〝日常〟である総務課のフロアに降り立つと、社長室にいて頼人と話していたのが夢だったのでは……？　とすら思う。

　時間はすでに十四時半近くになっていて、皐月は覚悟を決めて部長の下に向かう。

　神月薬品工業の本社ビルは地上二十四階、地下四階まであり、総務課もかなりの広さがある。

　江戸時代まで歴史を遡る由緒ある老舗で、一九六〇年代から台湾進出、二〇一〇年前後にはアメリカ、スイスの製薬会社を買収し、名実ともにグローバルな企業となっている。

　そんな大企業の総務課なので、与えられたフロアも広い。

　フロアでは瞬間調光ガラス越しに会議が行われ、パソコンの画面に向かっている者たちもズラリと並んでいる。

　彼らに対し「申し訳ない」という気持ちを抱きながら、皐月はまず部長に頭を下げた。

　事情を話してペコペコと頭を下げる皐月に向かって、部長は苦笑しながら頭を上げるよう言う。

「社長から話は聞いているよ。具合の悪い部下を無理させないようにと言われてしまった。雨宮さん、もう体調は大丈夫なのか？」

　部長は五十代の男性で、温厚ないい人だ。

〝上〟からの圧や〝下〟からの文句で板挟みになりつつも、何とか現場を纏めてくれている。

「私的な事情で体調を崩していたのは事実です。仕事に支障をきたしてしまい、申し訳ございませんでした。社長に助けて頂き、今はもう問題ありませんので仕事に戻ります」

　そう言うと、部長は安心したようだった。

「くれぐれも、倒れるまで働くという事のないように気を付けて」

「はい。申し訳ございません」

　もっともな事を言われ、皐月は反省する。

（社長から話が通っていたなんて、部長にも申し訳ない事をしたな……）

　反省しつつもデスクに戻った皐月に、隣のデスクの同僚・有あり沢さわ佳か奈なが物言いたげに視線を送ってくる。

　佳奈は皐月の同期で、明るく活発なタイプの女性だ。緩くパーマの掛かったミディアムヘアに、くりんとした少し勝ち気そうな目をしている。

　小柄なタイプの皐月に比べ、佳奈は身長が高くスラッとしたモデル体型だ。

　性格もハキハキしているしモテるのでは……と思うが、本人はもっぱら合コンに行っては相手を探している。

「倒れたの？　大丈夫？」

「うん、でも大丈夫」

　コソコソ、と会話をしてパソコンを立ち上げた皐月に、佳奈が囁いてくる。

「社長がどうのっていう話が聞こえたから、後で詳しく」

（ああ……）

　聞かれてしまったか……と思いつつ、皐月は苦笑いをしてその場をやりきった。

　

　佳奈にはその日の帰りに空いているか尋ねられ、一緒に食事がてら飲みに行く事になった。

「社長と何があったの？」と根掘り葉掘り尋ねられたが、助けてもらっただけで特に個人的には何もないので、皐月も答えようがない。

　ただ、自分が寝かされていた部屋は〝隠し部屋〟らしいので、あの部屋の存在は黙っておく事にした。

　きっと頼人としても社長として忙しく、誰にも邪魔されず休みたい時もあるのだろう。

　社内設備とはいえプライベートとも言える部分を、人に言いふらすのはやめておいた。

「それにしても皐月、最近顔色悪いしフラフラしてるから、本当に気を付けてよ？　また倒れたって、毎回社長が助けてくれる訳じゃないんだからね？」

　中ジョッキのおかわりを頼んだ佳奈に言われ、皐月は溜め息をついて微笑む。

「ありがとう。実は井い之の内うちさんの事を引きずってて……」

「あー……井之内ね」

　井之内というのは皐月の元彼だ。

　他の製薬会社——サワキ製薬という会社との合コンで出会ったのがきっかけで、半年ほど付き合った相手だ。

　背が高くスポーツマンタイプで、一目見てモテるタイプの男性だと分かった。

　自分は目立つタイプではないと理解していたので、井之内が合コンのあとに「送って行く」と声を掛けてきてとても驚いた。。

　その後、「また会いたい」と言われたのをきっかけに連絡先を交換し、何度かデートを重ねていつの間にか付き合っている事になった。

　だが彼は付き合って皐月とベッドインしたあと、態度を豹変させた。

　さほど気持ちいいと思えないセックスが終わったあと、井之内は寝ている皐月の裸体を写真に撮っていたのだ。

　皐月はそれを知らず、一度抱いたぐらいで態度を変え、俺様な性格を前面に出してきた彼に辟易とし、付き合って半年ほどで別れ話を切り出した。

　その時になって、井之内は皐月の恥ずかしい写真を見せ、「別れるなら……」と脅してきたのだ。

　絶望して何とか消してほしいとお願いをし、交換条件で最後にもう一度ホテルに行ったあと、写真は消してもらったはずだった。

　だが出会ってから一年後になる今でも、井之内は時たま皐月の前に顔を出し、なぜかいまだデータの入っているスマホをちらつかせ、関係を迫ってくる。

　それが嫌で仕方がなく、次の彼氏を……という思考にもなれない。

　正直、井之内から逃げたくて堪らない状態なのだが、どうにもならないでいる。

「井之内ってサワキ製薬のＭＲのエースの？　あのいかにも爽やかスポーツマンっていう顔をしていながら、腹黒そうな」

「ん……」

　ＭＲというのは製薬会社で言うところの営業を意味する。医薬情報担当を示し、メディカル・リプレゼンテイティブの略だ。

　営業職であると同時に、医師や薬剤師に対し薬の安全性や有効性に関して情報提供をし、薬が安全に使用される環境を整える役目にある。

「皐月は可愛いんだけど、大人しい子だからね。井之内が『皐月に酷いフラれ方をされた』って言ったら、関係者は皐月を悪者にすると思う。私はあんたがそういう子じゃないって知ってるから、信じないけど」

「ありがとう。……井之内さん、そんな事を言ってたの？」

「んー 、まぁ、井之内と出会った合コンのあと、私も新たな出会いを探して合コンに行っててね。噂で井之内のいる会社の事を聞く事もあるし、良さそうな店とかに行くとあちこちで合コンしてるじゃない。会社が近いからか、たまたま見掛ける事もあるのよ。そしたらあいつ、わざとらしい大声で『神月の総務課の雨宮っていう女にフられたから、新しい恋を探してる』って半分ネタにして言っててさ。同情引いて新しい女を作ろうとしてるんだろうけど、あれは引くわ……」

「そっか……」

　自分の知らない場所で噂が広がり、自分が悪者になっている。

　じわ……と心の中で黒い物が広がって、呼吸が苦しくなった気がした。

「子供じゃないから、『何もしてないのに酷い事をされて悩んでいる』なんて言わない。私も井之内さんを傷付けたかもしれないから。でも、『別れよう』って言ったなら、後腐れなく別れてそれでおしまいにするのが大人だと思うんだけどな……。井之内さん、もう二十七だよ？」

「そうだよね、それが普通だよ。自分の思うようにいかないからって、相手にいつまでも嫌がらせするのは、大人じゃない。根性の腐ったガキのする事だよ」

　佳奈はチッと舌打ちをし、唐揚げにグサッと箸を突き立てて頬張る。

　そんな同僚——もとい友人をありがたく思い、皐月はグラスに残っていたファジーネーブルをコクコクと飲む。

「……それで皐月。あんた井之内にどんな嫌がらせをされてるの？　なかなか話してくれないけど……。もし警察案件なら、言いに行くの付き合うよ？」

　酔っ払った赤い顔で、けれど真剣に顔を覗き込まれ、皐月は微笑みながら首を左右に振る。

「……ありがとう。でも、……言えない。ごめんね」

　佳奈が心配してくれる気持ちは友達として分かるし、ありがたい。

　だからこそ、皐月は彼女に嫌われたくなくて、何も言う事ができないでいた。

「…………ん、分かった。言えるようになったら、いつでも聞くよ」

　佳奈は頷くと、皐月の頭をクシャクシャと撫でて新しい中ジョッキをグッと呷った。
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　三日後の金曜日、定時になる前に皐月は部長に呼び出された。

「なんでしょうか？」

　先日の事があって以降、仕事の遅れはなんとか取り戻したし、体調を崩して迷惑を掛ける事もしていない。

　何を言われるのだろうと少し身構えていた皐月に、部長は小さな声で言う。

「社長が雨宮さんの事をお呼びだから、定時になったら社長室に行きなさい」

「えっ？　ど、どうしてですか？」

　声量を抑えたが、驚きは隠しきれなかった。

　そんな皐月に、部長は自分も分からないと首を横に振りつつ、つけ加える。

「その後の体調とかを把握しておきたいんじゃないかな？　社長はお若いが面倒見のいい方だから」

「……分かり……ました」

　一般社員として過ごしていると、社長と接点はない。

　あのあと皐月は頼人に会えた時のお礼に、お詫びの品として少し高級なハンカチを買っていた。

　綺麗にラッピングされたそれをいつ渡せるのか……もしかしたら永遠に渡せないかもしれないと思いたが、ようやく日の目を見そうだ。

　だからこそ、皐月は部長の言葉に驚きながらも、この機会を嬉しく思っていた。

（今度こそちゃんとお礼を言おう）

　そう思いながら席に戻り、定時になるまで浮き足立った気持ちで過ごした。

　

　やがて定時になり、総務課内の社員が伸びをし溜め息をつく。

　皐月は頼人との予定があるので、そのまま定時で上がらせてもらう事にする。

「お先に失礼します」

　隣の席の佳奈に挨拶をすると、彼女はニコッと笑って手を振る。

「何か察しちゃったから、あとで報告よろ」

　鋭い彼女に苦笑いをし、皐月は他の社員にペコリと頭を下げて総務課を出た。

（えっと……。直接、社長室に行ってもいいっていう事なのかな？）

　また部長に聞くのも申し訳ない気がし、皐月は意を決して社長室のあるフロアまで行く事にした。

　エレベーターは上階に向かい、やがて電子音が鳴ってゴンドラが停止する。

　おそるおそるフロアに降り立った皐月は、記憶を頼りに社長室に向かった。

　やがて重厚そうなドアの前まで辿り着き、皐月は深呼吸をしてからノックする。

「どうぞ」

　中から頼人の声が聞こえ、皐月は細くドアを開いて中を窺った。

「雨宮さん、中に入って。まだ少しかかるから、適当に座って待っていてくれると助かる」

「はい。失礼致します」

　足音を忍ばせて社長室に入ると、つい先日の隠し部屋の方を見てしまう。

　けれど皐月が寝ていた部屋のドアは見事に壁の一部になっていて、そこに部屋があるなど分からなくなっていた。

　コートを脱いで持ち、会釈をしてから応接ソファに腰掛けると、間もなく男性秘書が出てきて皐月にお茶を出してくれた。

「ありがとうございます」

　お礼を言った皐月に秘書は会釈をし、隣室に下がっていく。

　社長室で頼人の仕事が終わるのを待つというシチュエーションに、皐月は当たり前に緊張していた。

　スマホを弄る心の余裕もなく、姿勢良く座ったままジッと目の前の空間を見ている。

　やがて十分ほど経ってから、頼人が溜め息をついて伸びをした。

「すまない、待たせたね」

「いえ、お疲れ様でした」

　今までも背筋を伸ばしていたが、皐月はシャキッとさらに背に力を入れる。

　立ち上がった頼人は腕のストレッチをしてからこちらに来て、皐月の向かいに腰掛けた。

「急に呼び出してすまないね。そしてやはり急な誘いなんだけど、食事にでもいかないか？　君のその後の様子を聞いておきたいと思ったんだ。定時を過ぎての呼び出しになってしまったし、君の自由時間を奪ってしまった詫びも兼ねてご馳走させてくれ」

「で、ではぜひ私にご馳走させてください！　先日のお礼をしたくてもなかなかできなくて、ずっと機会を伺っていたんです。それで……あの、もしよかったらこれ」

　そう言って皐月は、ずっと持ち歩いていた紙袋を差し出す。

「ん？」

「先日助けて頂いたお礼……というには足りないかもしれませんが、消耗品ですので、良かったら使ってください」

　中身はハンカチだが、日常的に使う物なので、考え方によっては「重たい」と思われかねない。なので皐月は〝消耗品〟だとアピールをしておいた。

「ありがとう。開けてみてもいいかな？」

「はい」

（社長の趣味に合わなかったらどうしよう……）

　心配になる皐月の前で、頼人は紙袋からラッピングされた薄い箱を取りだし、包装を開けていく。そして中から出てきたブランド物の紳士ハンカチを見て、にっこりと微笑んだ。

「ありがとう。使わせてもらうよ。逆に気を使わせてしまってすまないね」

「いえ、命の恩人ですので」

　そう言うと、頼人は快活に笑った。

「はは！　命の恩人とまでくるとは思わなかった。……さて、じゃあそろそろレストランに向かう準備をしよう。フレンチレストランを予約したんだけど、好き嫌いやアレルギーはないか？」

「大丈夫です！　何でも食べられるのが地味な自慢なので」

「それは頼もしい」

　頼人はまた笑うと、デスクに戻ってパソコンを確認し、コートを着る。

「お仕事はもういいんですか？」

「ああ。本当はあの翌日にでも誘いたかったんだが、予定が入っていて叶わなかった。一方的に呼び出して申し訳ないが、今日なら私も時間を取る事ができた」

「私は構いません」

　即答すると、頼人が少し意外そうに言う。

「金曜日の夜とか……。先に誘っておいて何だけど、彼氏と予定とかはなかったのか？　……いや、これはセクハラか。すまない」

　頼人はすぐに失言に気づき、ばつの悪そうな顔をする。

「いえ、お気になさらないでください。私はフリーなので、特にそういう予定もないんです」

　社長室を出ると、「専用エレベーターに乗るから、こっちにおいで」と頼人が先導する。

　歩きながら、頼人が呟いた。

「君がフリーなら男が黙っていない気がするけれどね」

　さり気ない言葉だったが、皐月はドキッとして一瞬呼吸を止まらせる。

「そ、そんな。お上手ですね」

「冗談のつもりはないんだけど」

　社長専用だというエレベーターに乗り込み、皐月は果たして自分が乗ってもいいものだろうかと緊張する。

　頼人にボタンを押させてはいけないと思い、階数表示のあるボタンに手を伸ばしたが、「何階に行くのだろう？」と固まっている間に、彼が地下一階を押した。

「気を使わなくていいよ。それはそうと、体調は大丈夫か？」

　専用エレベーターは一般社員が乗るものより若干狭いものの、ソファが置いてあって特別感がある。

「はい。基本的にちょっと貧血気味なのは変わらないのですが、あのあと大きく体調を崩したりはしていません」

「良かった。余計な世話かもしれないが、病院は行っているか？　鉄剤を処方してもらえば少しは改善するのでは……と思うけど」

「そう……ですよね。以前は飲んでいたのですが、最近少し忙しくてこまめに通院できていないんです」

　曖昧に微笑むと頼人は腕時計を確認してから微笑んだ。

「大きく体調を崩す前に、できる事はしておいたほうがいい。私も予定に穴を開ける事のできない立場だから、定期的に検査に行って、食べ物なども気にしている。……お節介だったらすまない」

「いえ！　お気遣いありがとうございます」

　いち社員にすぎない皐月に対し、ここまで心配してくれる社長も珍しいのでは、と思う。

（やっぱり優しいな。社長としての言葉かもしれないけど、こうやって心配してくれる人ってあまり側にいないから、余計に染みる気がする）

　その後、エレベーターは地下一階に着き、駐車場では頼人の運転手がすでに車のエンジンを掛けていた。

「どうぞ、乗って」

「お……、お邪魔します……」

　恐る恐る乗り込んだ車の後部座席は、皐月がよく知る国産のセダンよりずっと広い。

「あ、あの。総務課の雨宮と申します。こんばんは」

　運転手に挨拶をすると、皐月の隣に乗り込んだ頼人がクスクス笑った。

「運転手や秘書は黒子だと思ってくれればいい」

「ですが、ちゃんと勤務されている方ですし、ご挨拶はしなくては」

　頼人がシートベルトを締めたので、慌てて皐月もそれに倣う。

　それを確認して、車は静かに走り出した。

「雨宮さんは丁寧な人だな。私は彼らを仕事をするのに欠かせない、それでいて、いるのが当たり前の存在と思っていたから、少し普通の人とは感覚が違うのかもしれない」

「まるで家族のようですね」

　頼人の言葉を聞いて思い浮かんだ単語を口にすると、彼は小さく笑う。

「確かに。そこにいて当たり前で、いないと生きていけない……とまで言わないが、大切で必要な存在だ。軽んじているつもりはないが、もう少し、感謝を示したほうがいいのかもしれないね」

　頼人の生きる世界で、皐月のような一般人は異質な存在だろう。

　彼の生活や立場を何も知らない皐月がそう言っても、「分かっていない」と言われても仕方がない。

　だが頼人はスッと皐月の言葉を吸収し、肯定してくれる。

　その態度に皐月は静かに感動した。

（やり手の経営者って、頭が固いとここまで会社を大きくできないのかもしれない。企画開発課の専門的な意見と経営者とでは、知識や視野も違う。色んな意見を寛容に取り入れて、今の神月薬品工業があるんだな）

　つい数年前も、神月製薬工業の研究室では新薬開発に成功し、ニュースを賑わせた。

　今も最先端の技術で、文系出身の皐月には考えつかない研究をしているのだろう。

　研究はいつ実を結ぶか分からないのに対し、しっかりとした施設や必要な機械などの環境、消耗品も潤沢に補填できる資金力が必要になる。

　研究の進行によっては、研究所から求められた予算を会社が渋る場合もある。それなのに「神月の研究員から会社への不満を聞いた事がない」と他の課の情報をよく知る人が言っていた。

「社長って、凄いですね」

　だからつい、皐月の口からそんな言葉が漏れていた。

「え？」

「社長って偉ぶった所がないように見えるんです。私のような者の意見もすんなり受け入れてくれる心の広さを感じました」

「それは……。……ふふ、光栄だな。そんな風に言われたのは初めてだ」

　頼人は楽しそうにクスクス笑い、長い脚を組む。

「君は面白い人だな。先日も私を『優しくて誠実』と褒めてくれたし」

「褒めてませんよ？　先日もさっきも、本当の事を言ったまでです」

　皐月はキョトンとして言い返し、車内に妙な沈黙が訪れる。

　やがて頼人は小さく噴き出して、また笑い始めた。

「……はぁ、面白いな。こんな風に心から笑ったのは久しぶりな気がする」

　一頻り笑ったあと、頼人は皐月を見て目を細める。

（う……）

　三十一歳の若社長——というよりも、ずっと若々しい男性の素顔を見せられた気がして皐月は思わずドキッとする。

（この笑顔はレアかも）

　社内報の写真で見る頼人は、その美貌こそ変わらないものの、辣腕の経営者という雰囲気がある。

　それを見て皐月は「美形だけど、近くにいたら緊張しそうだな」と勝手ながら思っていた。

　だが蓋を開ければ、最初の出会いこそ緊張したものの、頼人はどんどん皐月に〝神月頼人〟という一人の男性の顔を見せてくれる。

（何か……。勘違いしちゃいそうだから、自惚れないようにしないと）

　自分に言い聞かせたあと、頼人が何気なく話題を振ってくれて会話が弾み、気が付くとレストランに着いていた。

　

「いらっしゃいませ。神月様」

　車が店の外に停まった時点で、レストランの責任者とおぼしき男性が二人を出迎えてくれた。

「こんばんは。今日も宜しくお願いします」

　どうやら頼人は何回もこのレストランに来ているらしい。迎えの男性は皐月を見てにっこり笑った。

「素敵なお連れ様ですね」

「あっ、ありがとうございます……」

　こんな風に褒められた事のない皐月は、照れながらお礼を言う。

　中でコートを預けて席に着き、店内を見回してみると、こぢんまりとしていながらも格式の高いレストランの雰囲気があり緊張する。ギャルソンがワイングラスに水を注いでドリンクメニューを出したあと、皐月は頼人に小声で尋ねた。

「私、会社帰りの格好なんですが、大丈夫でしょうか？」

「平気だよ。確かに有名なレストランではあるが、オーナーとは知り合いでスタッフたちもとても楽しい人だ。見た所、雨宮さんの格好が場にそぐわないという事はないし、もっとリラックスしてくれ」

　頼人はワインを頼む事にしたそうだが、皐月はあまり酒に強くないのと、彼の前で失敗したくないので、赤ぶどうジュースにしておいた。

　そのジュースも一杯千円以上して、会計総額を考えると今から胃が痛い。

（でも、行き倒れになっていたところを助けてもらったんだから。それにまさか二人分の食事で十万を超えるなんて事もないだろうし……）

　高級フレンチの店の相場など分からないが、一般人がたまに訪れて破産しない程度の額であるとは信じている。

（こんな事になるんだったら、もうちょっとハイレベルな生活に興味を持って、調べるだけでもしておけば良かった）

　そうは思うものの、あとのまつりだ。

　やがて飲み物が運ばれてきて、頼人がグラスを掲げる。

「じゃあ、お疲れ様。乾杯」

「……乾杯」

　静かにグラスを合わせ、皐月は濃厚そうな赤ぶどうジュースを一口飲む。

「……美味しい！」

　思わず漏れた言葉に、頼人が破顔する。

「良かった。ここは何を頼んでも美味しいと思うよ。親しい人しか連れて来ない、特別な場所なんだ」

　会社にいた時よりもずっと雰囲気の和らいだ頼人の言葉に、皐月はまたドキッとする。

「も、もー。社長ったらそんな風に言ったら勘違いされるから、駄目ですよ？」

　半ば茶化して指摘したが、頼人は微笑んだまましみじみと言う。

「いや、本当に正直、君ならここに連れてきてもいいかな、と思った」

「…………」

　笑い返して「そうだよな」と言ってくれると思ったのに、なおさら特別扱いしているような事を言われ、皐月は何も言えなくなる。

〝もしかして〟を考えるのもおこがましい相手なのだから、と皐月は強引に話題を変えた。

「その、今さらですが、先日は助けて頂き本当にありがとうございました」

　改めてお礼を言い、皐月は深く頭を下げる。

「気にしなくていいよ。人として当たり前の事をしただけだから」

　穏やかに微笑む頼人に、皐月はハンカチと食事をご馳走するだけでは足りないと思い、さらなる〝お礼〟ができないか尋ねる。

「あの、私にできる事はありませんか？　どうしても、自分で納得できるだけのお礼がしたいんです」

　確かにここは高級レストランで相応の食事代が掛かりそうだが、命を救ってくれたと言ってもいい恩に対して、相応のお礼とは思えない。

「そこまで考えなくてもいいと思うが。俺は社員としてまっとうに働いてくれれば、それで十分だと思っているよ」

　逆に考えすぎだ、というような言い方をされ、皐月は自分がでしゃばってしまった気がして赤面した。

　その気まずさを誤魔化すように、皐月はジュースを飲む。

　タイミングを計ったかのように、スープが出された。

「ゴボウのポタージュになります」

　目の前に出された白いスープ皿には泡がある。そこにギャルソンがコーヒーケトルのように注ぎ口の細長い入れ物から、泡の中にポタージュを注いでくれた。

「下からすくい上げるようにしてお召し上がりください」   

　スープの説明をしたあと、ギャルソンが下がる。

「いただきます。……ん、あっつい……。美味しい！」

　微かな土の匂いも感じられるゴボウの強い香りがし、ポタージュの塩味も絶妙だ。

　ギャルソンの説明では、他店では野菜のポタージュと言えばブイヨンで伸ばしてしまう事が多いらしいのだが、このレストランではほぼゴボウでできているスープらしい。

「はは、ここのスープは熱いんだ。シェフがあつあつのスープを提供するのが好きらしくて」

　常連らしい事を言い、頼人も美味しそうにスープを飲む。

　そのあとも木の枝に載せられたホタテの大葉挟み揚げや、焼きたてで外はカリカリ、中はふんわりのフランスパンなどが続く。

　美味しさと驚きの連続で、気が付けば皐月は料理に夢中になっていた。

　温野菜のサラダは二十種類以上の野菜に対し、七種類のソースが皿を彩り、それをすべて混ぜて食べるとサラダと思えない美味しさがあり、様々な食感が楽しい。

「美味しいですね！　サラダをこんなに美味しいって思うの、初めてです」

　喜ぶ皐月を見て、頼人は目を細めて「それは良かった」と笑う。

　クリームチーズの上にオクラのジュレとウニが載った冷製スープや、毛蟹が泡を噴いているような姿で出された、カニの身がぎっしり詰まった濃厚リゾット。

　肉料理が出る前に出された口直しのシャーベットは、甘くないレモンティーのシャーベットで、一口食べたあとにギャルソンが洋梨のブランデーを少量かけてくれた。

「すごい！　シャーベットってデザートばっかりって思っていました。それなのに口直しの甘くないシャーベットなんてあるんですね」

「お気に召したなら幸いだよ」

　そのあとに、ギャルソンが「牛を捕まえて参りました」と言って場を和ませ、メインとなるステーキは松葉の上でもうもうと煙を上げて登場した。間もなく運ばれたポテトグラタンも皿に給仕され、菜っ葉中心のサラダも載せられる。

「美味しかった……」

　メインが終わったあと、皐月はすっかり幸せな心地でジュースを飲み干した。

「気に入ってもらえたか？」

「はい！　ギャルソンさんも皆さんとても親しみやすくて、こんな風に笑って楽しんでいいフレンチレストランがあったなんて、初めて知りました」

　体調が悪かった事も、自分には悩み事があった事も今ばかりは忘れられている。

　心からの笑顔を浮かべた皐月を見て、頼人は満足気に頷いた。

　最後にデザートがくるのは分かっていたが、一種類ではなく何種類も出たのでそれも嬉しかった。

　中にサクサクのメレンゲが入っているというモンブランは、出されて二分が賞味期限だと言われ、これまた楽しく頂いた。

　銀のトレーの上にコロコロと載せられた揚げパンは、ふんわりとラム酒の香りがして美味しい。最後にエメラルドのような深い色の焼き物の箱に、レモンの果実を器にしたレモンゼリーが出され、その下には飾り用の葉っぱや花が敷き詰められている。

　食後のハーブティーを頼んだあと、皐月は一度手洗いに立った。

　戻ってきた時、テーブルにギャルソンがトレーに載せた領収書を渡しているのを見て、皐月の顔色がサッと変わる。

「社長……！　わ、私がご馳走しますって言いましたのに」

「社員の君に払わせる訳がないだろう。さあ、ハーブティーがきているから飲んで」

「……す、すみません……」

　せっかく恩返しをと思ってフレンチレストランまで着いてきたのに、これでは何のお返しもできていない。幾らブランドハンカチをプレゼントしたとは言え、あまりに足りなさすぎる。

（どうすればいいんだろう……）

　何種類ものハーブが入ったお茶を飲むと、悩んでいるというのにいい匂いな上に美味しくて、逆に自分が情けなくなる。

「満足してくれたか？」

　考え込んでいたところに話し掛けられ、皐月は誤魔化すように微笑んだ。

「はい。連れてきてくださり、ありがとうございます」

　そしてどうしてもお礼をしたいと思った皐月は、しつこいかもしれないと思いつつももう一度尋ねた。

「最初の話に戻るのですが、私はどうしても社長にお礼をしたいです。私にできる事があったら、いつでも何でも仰ってください」

　皐月の申し出に、頼人は「参ったな……」と微笑む。

「君の義理堅い性格は美点だと思うが、そんなに気にしなくていい。救命救急をした訳でもないんだから」

「しつこいのは自覚しています。すみません。ですがあの時車道に倒れたままだったら、交通渋滞を引き起こしかねませんでした。そこを助けてくださった事に、恩義を感じています。そのお礼がハンカチだなんて軽すぎますし、食事をご馳走しようと思ったら、社長が支払ってくれましたし……。お願いです。私に何かさせてください」

　そう言ってジッと頼人を見つめると、彼が苦笑いした。

「これ以上お礼なんかいいよ 」とやんわり断っていた頼人も、皐月と一緒に食事をして情が移り、「仕方がないな」という気持ちになったのだろうか。

　少し言い淀んだあと、頼人は「これはとても個人的な話なんだけど……」と断りを入れる。 

「両親に『早く結婚しろ』と言われていて、困っている」

「あぁ……」

　言われて「なるほど」と思った。

　三十一歳と言えば結婚適齢期だし、大企業の社長と言えば跡継ぎ的な問題もあるのだろう。一般庶民なら結婚したいと思った時に婚活をすればいいし、それほど急を要していなければ、結婚したいと思う人が現れるまで独身を楽しんでもいい。もちろん、無理に結婚する事もない。だが頼人のような立場の人は、そうもいかないのかもしれない。

「大変ですね……」

　ひとまず相槌を打ちつつも、皐月は少し困惑している。

（お礼をしたいって言ったんだけど、どうして社長の結婚の話になるんだろう？　悩みを聞いてほしいのかな？）

　そんな皐月に構わず、頼人は言葉を続けた。

「恋人はいない。息抜きに食事や飲みに出る事はあっても、女性と知り合う暇もない」

「……取引先の方のお嬢さんとか、お見合いとか……、社長クラスだとそういうお話があるものだと思っていました」

　ポツン、と思ったままの事を言うと、頼人は少し苦い顔をする。

「君はそういう結婚を目の前に出されて、頷けるか？」

「あ……」

　逆に尋ねられ、自分が失言をした事に気づいた。

「すみません。……嫌、かもしれません。あくまでも私という一般人の感覚ですが、結婚は好きな人としたいです」

「だろう？　俺もそう思っている」

　食事をしている間に打ち解けた頼人は、いつのまにか一人称が『私』から『俺』に変わっていた。

「そういう話がない事もなく、持ち出されては角が立たないように断っている。自分のこれからの人生の伴侶なのだから、妥協するのは違うと思う」

「ご両親は好きな相手が見つかったら、結婚してもいいと仰っているんですか？」

「そうだな……。俺が好きな人を見つけて、その気持ちに偽りがなく、本当に結婚したいと思うなら、いい……と言ってくれている。問題はその相手が見つかるかどうか、なんだが」

（社長クラスになると、結婚一つとっても難しいんだな……）

「そこで……、なんだが、偽装の婚約者になってくれる人を密かに探していたりする」

「なるほど、そうなんで……偽装？」

　サラリと相槌を打ちかけ、皐月はギョッとして聞き返す。

「驚くのも無理はないと思うが……。ひとまず親の『結婚しろ』攻撃をかわすために、隠れ蓑的な存在がいてくれたら……と、狡い事を考えてしまっている。偽装するにはちゃんと契約書を交わし、偽装期間の間は決められた金額の他に、必要なら服やアクセサリー、化粧品なども経費として支払うつもりだ」

「ず、随分しっかりしているんですね」

「そりゃあきちんと決めないと、本当に好きな人ができて結婚したいと思った時、潔く別れられないから」

「確かに」

　偽装の婚約者と言われて、一般人ならまず考えない事だなと思うものの、頼人がしっかりと契約内容まで考えているのを聞いてやや安堵した。

（社長なら、きっと偽装の婚約者でもなりたいって思う女性が多いんだろうな。でも相手が社長なら、本気で好きになられそうで、それで相手が見つからないとか）

　考えている皐月を、頼人がジッと見つめている。

（え……？）

　食い入るように強く見つめられ、「まさか」という思いがよぎった。

「雨宮さん、もし、……もし君が本当に〝何でも〟してくれるなら、偽装婚約者を頼んでもいいだろうか？」

「…………」

　まさかと思っていた予感が当たり、皐月は思わず固まった。

「何が起こるか分からない役だから、相応の契約金と先ほども言った経費、そして何かあった時の保証金も支払う。どう……だろうか？」

　焦げ茶色の瞳にジッと見つめられ、皐月は頭を真っ白にさせた。

「えっと……。私は社長の婚約者役ができるほど美人でもありませんし、秀でた面もありませんし……」

「そこがいいんだ」

　強めに言われ、皐月はビクッと肩を跳ねさせる。

「正直、婚約者役としてセミプロの女優を雇う事も考えた。だが俺の両親は俳優や女優とも面識があるからか、精巧に作られた芝居は見抜いてしまう気がする。だから俺はずっと、素人っぽさのある女性を探していた。だがまさかその辺の女性を捕まえる訳にもいかないし、困っていたところだったんだ」

「な、なるほど……」

　思わず頷き、皐月は眉間を指で押さえて考え込む。

（どうしよう。できる事があるなら何でもって言っちゃったけど、できるんだろうか？）

　大企業の社長の婚約者など、どのような生活を送っているのかすら想像できない。

　今日このレストランに来たのだって初体験で、テーブルマナーすら危うかった。

（井之内さんの事があって、正直男性に近付くのは怖い。婚約者役なんて言ったら、こうして社長と平社員という関係以上に接近はある……よね？　でも……。自分で何でもするって言ってしまった。社長に恩を感じているのは本当だし、彼が困っているなら役に立ちたい）

　心の中で気持ちを整理している間も、頼人は手を合わせて「頼む！」と畳みかけてきた。

　その姿を見て皐月は決意をし、顔を上げて頼人を見ると小さく頷いた。

「……お引き受けします。諸々、すぐに上手くできないかもしれませんが、努力します」

「……良かった……」

　皐月の返事を聞いて、頼人は心底安心したという表情で息をつく。

　大役を引き受けてしまい、皐月は慌ててつけ加えた。

「わ、私などが図々しいっていうのは分かっているんです。もし、本当にもしもなんですが、一般人レベルでもいいぐらい困っていたのなら、協力します……という意味でして」

　思い切って引き受けてみたはいいものの、今さらとてつもなく恥ずかしくなってきた。

　ボソボソとつけ加えた皐月に、頼人は力強く頷いてみせた。

「契約金はちゃんと支払う。不測の事態が起こっても、きちんと君を守る」

　少し体を前傾してまで言うその姿は、本気だ。

「あ、あの。お金目的じゃなくて、本当にお礼としてですので、契約金とかは払わずとも……」

　少したじろいだ皐月の言葉を、頼人は強い調子で否定する。

「いや。契約だから、しっかり払わせてほしい」

「……じゃあ、……どうぞ、……宜しくお願い致します」

　ペコリと頭を下げた皐月に、頼人が握手を求めてきた。

　大きな手をおずおずと握ると、ギュッと力強く握手される。

「宜しく、皐月。……こう呼ぶよ？」

「は、はい。社長」

「頼人さん」

　すかさず呼び方を訂正され、皐月は照れながら彼の名を呼ぶ。

「よ……よりと、……さん」

「うん。そんな調子で宜しく頼む」

　頼人はにこっと笑い、握手した手を軽く上下させてから離してくれた。

「宜しくお願い致します……」

　頼人に強く頼まれて頷いてしまい、皐月は半ば呆然としたまま水を飲む。

　そしてレストランを出る事にし、皐月は改めて食事をご馳走してもらった礼を言った。

「すみません。ご馳走様でした」

　外に出てお礼を言いお辞儀をすると、下げた頭を撫でられる。

（え？）

　驚いて頭を上げると、頼人は優しく微笑んでいた。

「契約書はまだ交わしていないけど、君はもう俺の偽装婚約者だと思っている。俺は女性に支払わせる事はしないし、これからご馳走をしたりプレゼントをする事があったりしても、どうか素直に受け取ってほしい」

　頼人の側に立つ女性というのは、どうやらご馳走され、プレゼントをされても恐縮してはいけないらしい。

　自分の一般人具合を思い知らされた気がして、皐月はまた赤面する。

「素直にって……どうすればいいんですか？」

「にっこり笑って『ありがとう』って言ってくれれば、それでいいよ」

　そのタイミングで運転手が車を歩道につけ、二人は乗車した。

「今日はひとまず、皐月の家に送っていく。それで提案なんだけど、皐月さえ良ければ同居しないだろうか？」

「えぇっ!?」

　ホップステップを飛び越していきなりジャンプがきて、皐月は動揺する。

「さっき話がまとまった時から考えていたんだけど、お互い離れて暮らしている上に今の勤務状態だと、親密になる時間もなかなか捻出できないと思うんだ」

「それはそうですが、親密に……なるんですか？」

　いまだ偽装婚約者として何をすればいいのか分かっていない皐月に、頼人は自分のプランを提示する。

「婚約者の演技をするなら、相手の好きなものや性格、生活パターンを知っていて当然だろう？　それなら同居するのが一番手っ取り早い気がするんだ」

「仰りたい事は分かりますが……」

「まずそれ。二人きりの時は、もう少し砕けた口調になるよう努力してほしい」

「わ、分かりました」

　頼人にすぐさま突っ込まれ、皐月はコクコクと頷く。

「…………」

　だが正解の返答を求められるように見つめられ、おずおずとつけ加えた。

「頼人さん」

「……んー、ひとまず及第点という事で。今後気を付けてくれると嬉しい」

「はい」

「俺の住んでいるマンションは部屋数が多いから、今日にでも帰宅したら君が生活できるように、部屋を整えておく。合鍵も作っておくし、当面のあいだ暮らしてもらうから、あとで好みのインテリアとかも選んでほしい」

「……は、はい」

　家具を買うとなればかなりの金がかかる。

　大事になってきたと冷や汗を掻く皐月をよそに、頼人は話を進めていった。

「君が今住んでいる所は、ひとまずキープにしておこう。管理人には適当に事情を話して、留守にする間にかかる家賃は俺が引き受ける」

「それは自分の家ですし……、う……」

　口をはさみ掛けたが、微笑んだ頼人に「ん？」と言われただけで言葉が引っ込む。

（何だか……。笑顔の圧が凄い）

「よ……頼人さんの言う通りにします」

「うん、ありがとう。皐月があとで大変な思いをしないよう配慮するから、任せてほしい」

　頼人の笑顔を見て、皐月は彼がただ温厚で紳士な男性ではなく、押しの強い所もあるのだとうっすら気づいた。

　そして今さらながら、「厄介な事に巻き込まれたかも……」とじんわり冷や汗を掻くのだった。

（でもひとまず、きちんと〝婚約者〟を演じられるように頑張ろう）

　うん、と頷いた皐月を見て、頼人は言葉を続ける。

「来週の週末には引っ越しをしたいから、可能な限り荷物をまとめておいてほしい。と言っても、生活雑貨や家具はこちらで揃えるから、本当に必要な物だけでいい。もし自炊をしているのなら、冷蔵庫の中身に気を付けておくとか」

「分かりました。……頼人さんは自炊されるんですか？」

　ふと疑問に思った事を尋ねると、彼はここで初めて恥ずかしそうに苦笑した。

「いや、自炊しようと思ってなかなかできていなくてね。仕事が遅くなると、面倒臭くなって外で済ませてしまう事が多い。皐月は料理をする人？」

「はい、凝った料理や写真映えするような物は作れませんが、家庭料理なら一通り」

　学生時代、母に「一人立ちしても困らないように」と料理の基本や、掃除、洗濯を教えてもらった事を、今はとても感謝している。

　そう答えると、頼人の表情がパッと明るくなった。

「楽しみだな！　料理を作ってくれる分の手当てもつけるから、もし良かったら俺に家庭料理を作ってくれないか？　家庭の味に飢えているんだ」

「え？　そ、それは構いませんけど……。手当てもいらないですよ。その代わり、大した料理は作れませんが」

「皐月の手作りなら何でもいいよ。それに俺にとっては価値のある事なんだ。頼むよ。食材選びは、家に出入りしている業者に頼む。君は重たい思いをして買い物をしなくていい。必要な物があったらメモをすれば、帰る頃には冷蔵庫に入っている」

「それはありがたいですが、冷蔵庫にはどなたが？」

「秘書が三人いるんだが、一日の決まった時間に俺のマンションに行って、宅配のチェックや掃除業者の受け入れなどは、第三秘書に任せている」

「掃除業者……。家政婦さんですか？」

「いや、掃除だけだ。洗濯はほとんどクリーニングで、食事は人任せにしたくない」

「何かこだわりでもあるんでしょうか？」

　頼人の言いたい事が分からず、皐月は小首を傾げた。

「以前、家政婦を雇った時は料理も作ってもらっていた。でもどうやら若い女性だったようで、部屋に気持ち悪い置き土産があったんだ。それ以来、信用できなくなってしまって」

「あぁ……なるほど……」

　普通、家政婦派遣会社なら、派遣先の家がどういう人物かなどは伏せておくものだ。

　分かったとしても秘密を守り、仕事をまっとうするはずだ。

　けれど中にはやはりミーハーな人もいて、相手が頼人のような若くて金持ちの経営者と分かると、自己アピールをしたくなったのかもしれない。

「その点、君はこれから契約するし、俺に恩があると言ってくれているし、作ってくれる料理も信頼できる」

「ありがとうございます。お口に合うかは分かりませんが、一生懸命作りますね」

　金持ちで美男だからこその苦労を知り、皐月はやや憐憫の情を抱きつつ言う。

「宜しく頼む。同居してからは一緒に出勤になるが、他の社員にはバレないように、地下駐車場からこっそり行けば大丈夫だと思う」

「はい」

「二人で暮らして一か月くらいを目処に、両親に『会わせたい人がいる』と切り出してみようと思う。それまで、両親と会話をしてもボロが出ない程度に、俺に慣れてくれたらと思う」

「分かりました」

　これからの予定を聞かされ、気が引き締まる。

　生活が大きく変わる事を考えて、皐月はこれからするべき事を考え始めた。

　

　その後、「報告よろ」と言われていた佳奈にお茶に誘われる事になったが、頼人と契約をして同棲するなど、口が裂けても言えない。

　第一にして佳奈は頼人に憧れていたはずだ。そんな彼女を差し置いて、偶然とは言え、抜け駆けに等しい状況になってしまった。

　親友に嘘をつくのは忍びなく、かと言って傷付けたくないし恨みを買いたくもない。

　なので皐月は当たり障りなく、「その後、体調を悪くしていないか、仕事に差し支えないか聞かれたよ」と答えておいた。
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　次の週末には、皐月は目白にある彼のマンションに引っ越した。

　引っ越す時は頼人が様子を見にきてくれて、まとめた皐月の荷物を見て要る物と要らない物をあっという間に分別してくれた。

「気を悪くしたら申し訳ないが、衣類はこちらで揃える。揃えるまでに着る物は必要かもしれないが、今日うちに来て間取りなどを説明したあと、一緒に服を買いに行こう」

「ど、どうして服はそのままじゃ駄目なんですか？」

　そんなにみすぼらしい格好をしているつもりはないんだけどな……と思い質問すると、頼人が説明してくれる。

「君の普段の服装にケチをつけたい訳じゃないんだ。ただ、いずれ両親に会う事を考えると、少し上品なスカートやワンピース類が必要になると思う。顔合わせの時は着物も必要になるだろうし、母が突然来るかもしれない。そういう時、普段から母が気に入りそうな服を着て、慣れるというのも大事だと思うんだ」

「なるほど。じゃ、じゃあ、 予算内でお願いします……」

　そういう皐月を見て、頼人は「ん？」と眉を上げたあと、苦笑いをした。

「だから君は支払う必要はないよ。一緒にショッピングに行く時は俺が払うし、君が一人で買い物をする時用に、カードも作ってある」

「そ!?　……んな事、いけません！」

　まさか婚約者のふりをするだけで、カードを作るだなんて思いもしなかった。

　声をひっくり返らせる皐月の頭を、頼人はポンポンと撫でてくる。

「いいから、慣れなさい。身なりを整えるのも、相応の食事をするのも、俺の婚約者になるのに必要な事だと思って？」

　小さな子に言い聞かせるように宥められると、皐月も大人しくならざるを得ない。

「……期間限定ですからね」

　溜め息をついた皐月に、頼人はやはり喰えない笑みを浮かべる。

「期間限定でも、契約金を支払う〝仕事〟である以上、全力でやってほしい。俺の両親は食事もファッションもアクセサリーも、その他嗜好品や様々な事に通じている人だ。〝本物〟を知っていると言っていい。その両親を相手に演技しきるには、君も相応に〝本物〟を知らなければいけない。分かるね？」

「……頼人さんの言う通りだと思います。……分かりました、努力します」

「理解してくれて、ありがとう。契約が終了したあとは、買った衣類品、化粧品などはそのまま君にプレゼントする。だから本当に〝上品な女性に見える〟アイテムに限定されるが、好きに買い物をしていいよ」

「はい……」

　とはいえ、皐月は何を買えば〝上品な女性〟に見られるのか分からない。

（自分で買い物をする事はないだろうから、カードは受け取るだけ受け取って、契約が終わったら返せばいいんだ）

　そう納得して、皐月は頼人に「こんなに持って行かなくていい」と言われた衣類を手早くしまう。

　結局持って行く物は貴重品にスマホや充電器、ノートパソコン。基礎化粧品やコスメ、一泊二日ぐらいの下着と衣類のみになった。

　車に乗ると、皐月が住んでいる江東区の物件から三十分ほどで目白にある頼人のマンションに着いた。

「高層マンションとかにお住まいなのかと思っていました」

　目の前にあるのは四階建てほどの低層マンションで、少し意外でもある。

「確かに経営者とかだと、タワーマンションに住んでいるイメージはあるんだろうな。このマンションは十二戸しかなくて、その代わり管理人やコンシェルジュの手が行き渡るようになっている。以前はタワマンにも住んでいた事があったが、今はここみたいなこぢんまりとした所のほうが落ち着いていて好きなんだ」

「そうなんですね」

　車は二人が下りると駐車場に向かい、頼人は緑の多いエントランスから中に入る。

「わぁ……」

　目の前に広がった空間は、高級ホテルもかくやという雰囲気だ。

　正面にオブジェがあり、天井にはシャンデリア。おまけにホテルのラウンジのような喫茶店もある。ホテルで言えばフロントと呼べる場所に立っている人は、コンシェルジュなのだろうか。

「こんにちは。今日から私の部屋に同居する、雨宮さんです。今後もし彼女が何か困っていたら力になってあげてください」

　頼人が五十代ほどの男性コンシェルジュに告げ、彼はにこやかに「はい」と会釈をした。

「先にパブリックスペースを案内しておく」

　そう言って頼人は一階を案内してくれる。

「目の前にある喫茶店は、朝七時から夜十一時まで営業している。支払いは部屋のカードキーで清算できるから、財布を持ち歩かなくてもいい。また、電話をすれば部屋までルームサービスをしてもらう事もできる。図書スペースもあるから、気になった本があれば借りる事もできる」

「凄いですね」

「入って右手の奥には、ジムとプールがある。こちらは二十四時間やっている。契約しているトレーナーもいるが、パーソナルトレーニングをしてもらうには、予約がいる」

「は、はぁ……」

「一階の左手は住居スペースになっている。二階、三階にはワンフロア四戸ずつ。最上階の四階は二戸。それで俺の部屋は四階だ」

「分かりました」

　頼人についてエレベーターに乗り込むと、すぐに四階に着く。

　内部もマンションというよりはホテルのようで、足元には上品な柄の絨毯が敷かれ、壁には絵画が掛かっている。

　エレベーターホールには美しい生け花やソファセットがあり、その奥に進むとドアがある。その前で頼人がカードキーをかざし、「どうぞ」と皐月を招き入れてくれた。

「お邪魔します……。わぁ……」

　先ほどから感嘆の声しか出していない気がするが、あまりに豪勢なので仕方がない。

　広々とした玄関で靴を脱いでいると、頼人が「こっちはシューズクローゼットになっている」と壁にしか見えなかった木製の引き戸を開け、ズラリと高級そうな紳士靴が並んでいるのを見せてくれる。

「ここに皐月の靴も自由に置いていいから」

「は、はい」

　中に入るとすぐ洗面所で、磨き上げられた大きな鏡と大理石のボウルが二つある。その下に物入れがあり、壁側にも歯ブラシなどを収納する棚があった。

　やはり木製の引き戸を開けるとトイレがあり、バスルームの面積も広くどうやらジェットバスのようだ。

　リビングダイニングは頼人いわく四十畳らしく、皐月はポカンと口を開いた。

「すごい……広い……」

　日差しの差し込む明るいリビングダイニングは、高層マンションのように眺望がいいとは言わないが、マンション周りの緑に守られて隠れ家的な居心地の良さがある。

　アイランドキッチンは料理をするのが楽しそうで、冷蔵庫も大きい。ここであまり料理がされていないというのが勿体ないほどだ。

　リビングのソファはブルーグレーで、白いクッションが何個も置かれ、見ていて落ち着く。

　巨大な液晶テレビがあり、オーディオ機器も各種揃っている。ダイニングには一人暮らしとは思えない八人掛けの長いテーブルがあって、正直「勿体ないな」と思ってしまった。

　畳スペースにはちょっとした床の間があり、人に頼んでいるのか、ここにも美しく生けられた花があった。

「皐月の部屋はこっちだ」

「はい」

　呼ばれて廊下の奥に行くと、とある部屋の前で頼人が「どうぞ」と中に入るよう示す。

「ここを……使っていいんですか？」

「ああ。狭くないだろうか？」

「とんでもありません！　広すぎるぐらいで……」

　部屋は十畳ほどあり、もとは客間だったのかどっしりとした大きいベッドが置いてある。

　壁にはリビングほどではないが大きめの液晶テレビがあり、チェストとテーブルセットもあった。

「多分デスクなども必要だろうから、このチェストやテーブルセットが邪魔になったら、ここから出して倉庫に入れておく」

「い、いえ！　このままでも……」

「だがノートパソコンも持って来ただろう？　作業をするには適切なデスクがあったほうが、体を痛めずにすむ」

「は……はぁ……」

　そのあと隣にあるウォークインクローゼットも自由に使っていいと言われ、あまりの生活レベルの差にクラクラしてきた。

「これからやっていけそうか？」

　ひとまず荷物を置かせてもらった皐月に、頼人がどこか楽しそうな顔で尋ねてくる。

「が、頑張ります」

　こんなセレブの住居にすぐ馴染めるはずもなく、皐月はただ「善処しよう」としか思えなかった。

「一息ついたら百貨店に向かおうか。コーヒーを淹れよう」

「あ、私がやります」

　色々してもらってばかりで、何かやらなければ……と思っていたので丁度いい。

「いや、コーヒーぐらい淹れられるよ」

　頼人は廊下を進んでキッチンに向かい、「それじゃあ、物のある場所を確認しようか」と言って皐月に棚の中を見せる。

「……食器やカトラリーのある場所、お鍋類のある場所は分かりましたが……。本当に冷蔵庫には何も入っていないんですね。あと調味料も……。これ、賞味期限切れてるじゃないですか」

　見るからに古そうなタバスコを見て、頼人は苦笑いする。

「……言い訳のしようもないな」

「でも少し安心しました。頼人さんって何でもできる、非の打ち所のない人だと思っていたので……」

「そうか？　そう見えるのは社長としてのイメージだと思う。中身はごく普通の男だよ」

　コーヒーケトルに水を入れて火に掛け、頼人は笑う。

「たとえば？　頼人さんが〝普通〟だなんて、なかなか思えませんが」

　すると頼人は意味ありげに皐月を見つめ、甘く微笑んできた。

「可愛いと思う女性と同居する事になって、ドキドキしてるとか」

（うっ！）

　意識していながらも、直視しないようにしていた事を指摘され、皐月はカァッと赤面する。

「そ、それは言ったら駄目じゃないですか。これは契約で、仕事なんですから……」

　慌てる皐月がおかしかったのか、頼人はクスクス笑う。

「皐月の言う通りだけど、俺だってずっと恋人がいなかったんだから、緊張しないと言えば嘘になる。女性に慣れていると思われるのも嫌だし、正直に伝えたいと思った」

　あえて触れないようにしていたのに、頼人が打ち明けてくれたので思わず尋ねる。

「今まで……彼女さんはいなかったんですか？」

　その問いに、頼人は気を悪くした様子もなく答えてくれる。

「二十歳半ばぐらいにはいたけど、それ以降はずっと縁がない」

「その方とは……？」

「パーティーで出会った、〝美しすぎる〟と世間では呼ばれる女性博士だったが、最終的に金目当てだという事が分かって別れた」

「あ……」

　言われて、五年前ぐらいにワイドショーでそんな話題があった事を思い出す。

「以来、女性不信……とまでは言わないが、少し疑ってしまう面があるのも否めない」

「大変でしたね。失礼な言い方ですが、経営者の方って女性に困っていないと思っていました。でも頼人さんでも女性運がないというか、簡単に理想の女性と付き合える訳じゃないんだって思って、意外に思いました」

「同じ人間なのに、どうも有名人とか経営者って何も悩みがないように思われるようだな。逆に距離が近付いた皐月に、そう思ってもらえると安心するよ」

　頼人はドリップするためのセットをすると、冷蔵庫に何種類もあるコーヒー豆を、慣れた手つきでブレンドし、電動ミルで粉にする。

「コーヒーのお好みは細かい方ですか？」

「ああ、うるさいっていう程じゃない。冷蔵庫にある豆はすべて自分好みの物だから、適当にブレンドしても、一種類のみでもまったく構わない」

「分かりました」

「コーヒーは自分で淹れたほうが飲み慣れているから、今日はまず俺が淹れるよ」

「はい」

　こだわりのある人なら、飲み慣れた物のほうがいいのだろうと思い、この場は言う事を聞いておく。

　コンロからケトルを下ろし、頼人はコーヒーをドリップしていく。

「……君には申し訳なく思っている」

　コーヒーのいい匂いが漂い始めた頃、頼人が静かに口を開いた。

「倒れた君を助けたのは本当に善意からだが、君が心底申し訳なさそうにお礼を言う姿を見たあたりから、君が偽装婚約者になってくれないかと考えていた。レストランに連れて行ったのも、美味しい物を食べさせて気持ちを懐柔する目的もあった。……俺は打算だらけの人間だ。……君の純粋な気持ちを利用した。すまない」

　お湯が注がれ、ドリッパーの中で粉が膨らみ、萎みかけてはまたお湯を注がれて膨らむ。

　皐月は何とはなしにその様子を眺めながら、頼人が話してくれた事を考えていた。

「……私は特に、頼人さんに騙されたなど思っていません。お礼をしたいと思っていたのは本当の気持ちです。法律に触れる事や、痛い事でなければ、可能な限り何でもしたいと思ったのも本当です。……むしろ、皆が憧れる頼人さんと同居する事になって、お嬢様みたいに何でも買っていいだなんて言われて、こんな事があっていいのかな？　って少し喜んでいます。私だって、そんな純粋じゃないんですよ」

　お互い本音を言い合い、どちらからともなく目を合わせ、クスッと笑う。

「本当の事を言ってくれて、ありがとう。自慢とかではなく、俺はある程度人から羨まれる立場だから、その横に立つ女性にも大変な事はあると思う。その分、皐月には好きなように買い物をしてほしいと思っている。……金と物でしか礼ができなくて申し訳ないが」

「いいえ、本当に大丈夫です」

　話しているうちにコーヒーが入り、頼人はマグカップに注ぐ。

「このマグカップ、君のために買ったんだ。気に入ってくれればいいけど」

「ありがとうございます。嬉しいです」

　マグカップは有名なポーランドのブランドで、手描きの細かい花模様が可愛い。

　頼人は彼が言うとおり、ある程度の事を金で解決できる人で、皐月に物を買い与えるのも造作ない事なのだろう。だがこうして何気ない日用品を「皐月のために買った」と言ってくれたのが、何より心に響いて嬉しかった。

「あの、牛乳ありますか？　私、ブラックだとちょっと苦手で……」

　そう言うと、頼人はばつの悪そうな顔をする。

「すまない。普段飲まないものだから、常備していなくて」

「いえ、それならいいんです。もし良かったら、ちょうどこれから出掛けるので、その帰りに買いませんか？」

　少し図々しいだろうかと思いつつも、婚約者のふりをするなら多少のデートらしい事も必要なのでは、と尋ねてみる。

「そうしよう。提案なんだが、なるべく時間を作るから、ここで一緒に過ごす以外に、デートをして仲良くなっていかないか？」

「は、はい。私で良ければ」

　リビングのソファに座り、皐月は慣れないながらもブラックコーヒーをちびりと飲む。

「その謙遜する癖も治そうか。両親の前では、君は俺の正式な婚約者という事になる。もっと堂々として、俺に愛されているっていう自信に満ちあふれている態度でいいんだよ」

「努力します」

（頼人さんに愛されてるって……）

　ちびり、ちびりとコーヒーを飲みつつ、皐月はじんわりと頬を染める。

　婚約者のふりとはいえ、頼人のような格好いい人が相手というのは当たり前に緊張する。

（第一、素敵な彼氏に愛された覚えもないのに、どうやって演技をすればいいんだろう）

　その考えを見透かしたように、頼人が微笑んだ。

「これから同居するに当たって、俺は婚約者としての振る舞いをするつもりだ。君にボディタッチをする予定もあるし、見つめ合って親密な空気を醸し出す事も必要になると思う。その旨は契約書に書いたから、もし受け入れられないと思う項目があったら相談してほしい」

「分かりました」

（ボディタッチ……見つめ合って……）

　想像するだけで体温が上がり、それを誤魔化すように皐月は苦いブラックコーヒーに集中した。

　

　その後、百貨店まで買い物に行って別室に通され、外商相手の買い物を初めて体験した。

　事前に頼人が洋服の雰囲気を伝えていたからか、ＶＩＰルームにはすでに上品で女性らしい、だが若々しさもある洋服がズラリと並んでいた。

　服だけではなくコートや靴、バッグ、下着類などもあり、化粧品も売り場を一部切り取って持って来たのでは、というほど陳列されていた。

　フィッティングルームは普通のブティックにある物より倍以上の広さがあり、そこで女性店員にスリーサイズや足のサイズを測られたあと、怒濤の試着ラッシュになった。

　幸いなのは、一つのブランドの中ではサイズ規格が同じであるため、一回試着して大丈夫そうだと分かると、服を皐月の前にかざして頼人がどんどん決めていった事だ。

「あの、し、下着もなんですか？」

「嫌でなければ下着も揃えさせてほしい」

　フィッティングルームで女性に胸の肉を寄せられて情けない声を出すと、カーテンの向こうから頼人の声がする。

「失礼ながら、お洋服を美しく着こなすには、お体に合った下着で綺麗なボディラインを作る事も必要かと思います」

　四十代ほどの女性ににっこり微笑まれ、その貫禄に皐月は「はい……」と頷くしかない。

　頼人は気を使って皐月の下着姿を見ないでいてくれたため、彼の好みで下着が決まる事はなかった。

　だがその代わりと言うべきか、例の女性が機能別に下着を選別し、結局言われるがままの物を買う事になってしまった。

　そして靴もサイズが合う物を頼人が次々に決めてしまったあと、ビューティーアドバイザーによって化粧品を紹介される。

　どのブランドの何がいいなど、皐月は知らない。

　なのですべてお任せにし、ビューティーアドバイザーは皐月の顔立ちでナチュラルから可愛い、綺麗に見えるメイクをするのに必要なコスメをゴソッと紹介してきた。

　一通り見てから頼人が「よし、全部買おう」と言う頃には、皐月はすっかり疲弊していた。

「メイクについては、後日スタッフがご自宅に伺いますので、オフィス用、デート用、パーティー用など、用途によって違うメイクの仕方をアドバイスさせて頂けたらと思います」

　疲れ果ててソファに座った皐月の前で、ビューティーアドバイザーの女性がにっこりと微笑む。

「よ……宜しくお願いします……」

　テーブルの上には紅茶や高級そうなお茶菓子があり、好きに食べていいらしいのだが食べる間もなかった。

「皐月、部屋に入れられる家具のスペースは測っておいたから、このタブレットにある家具で好きだと思うものを選んでくれ」

「はい」

　ソファに座って待っていた頼人はコーヒーを飲んでいて、皐月にタブレット端末を手渡してくる。

「はい。それにしても……か、買い物ってこんなに疲れるとは思いませんでした」

　端末を弄りながら、皐月は弱々しく笑う。

「それでも、楽しくなかったか？」

　少し期待した目で見られたが、皐月は困惑顔で首を傾げるのみだ。

「私、今まであまり外見に気を使ってこなかったので、高級なコスメや洋服を前にしても、『テンションが上がる！』っていうより、どうしたらいいか分からず戸惑うタイプなんです」

「おや、それは珍しいな」

　二人が会話をしている横では清算が始まっていて、外商が真剣な顔でタブレット端末をタップしている。

「今までどんな感じで服やメイクを決めてきたんだ？」

「服はシーズンごとに女性誌を買って、無難なコーデをファストファッションでそろえる感じでした。メイクも雑誌を参考にして、ドラッグストアで買っていました。基礎化粧品は先ほどここで買うのをお断りしましたが、自社の物が一番肌に合っているのでそれを使い続けたいと思っています」

「それは嬉しいな」

　神月薬品工業は製薬会社であり、その中に化粧品を扱っている部門もある。

　百貨店に入っている海外ブランドほどの知名度はないものの、ドラッグストアで手に入る安価な物から少し高級なラインまである。

　研究力と技術力とで開発した基礎化粧品は、日本人の肌に合う事を前提とし、独自成分をふんだんに使い肌に優しい事でも有名だ。

「私、前は皮膚科にお世話になるぐらい敏感肌だったんですが、その時皮膚科で神月のルナリアシリーズをオススメしてもらったんです」

「見たところ、肌の調子は良さそうだけど、使い心地はいいか？」

　頼人は少し真剣な表情になり、顔を寄せて皐月の頬をジッと見てくる。

「は、はい。以前は何を試しても肌に合わなくて困っていたんですが、今はお陰様でトラブルなしです」

「それは良かった。それで、なんだけど。もし嫌でなければここで一式着替えて、ディナーを食べに行かないか？」

「言われてみれば……。もう夕方ですね」

　今までの皐月の買い物と言えば、買う物を決めて目的を果たしたらすぐに帰るので、こんな風にたくさん試着する事などなかった。化粧品も使い慣れた物をリピート買いする性質だったので、こうして色んな種類があると見せられたのも初めてだ。

「同居の記念ディナーという事で、どうだ？　皐月」

　魅力的に微笑まれ、疲れていた気持ちがパッと頼人とのデートに戻る。

「……よ、宜しくお願いします……」

　うめくように言った皐月の頭を、頼人は笑いながらポンポンと撫でた。

　部屋に置く家具も決まり、買い物をした商品は本日中に発送予定らしかった。

　

　その後、ゴブラン織りのスカートにシンプルなニットを合わせ、一足幾らするのか分からないストッキングにパンプス、そしてファーがとても気持ちいいコートに着替えた。

　さらにいつのまに「美容室を予約しているから」と言われて連れて行かれ、胸元まである髪を切りすぎないように整えられ、オフィスでも大丈夫なカラーを入れてもらった。

　トリートメントもされて髪の毛がサラサラのツヤツヤになり、抜け感のある纏め髪にセットをしてもらったあと、頼人と和食レストランに向かった。

　

　頼人の家に帰るとドッと疲れが溜まった気がして、皐月は思わずソファに座り込んだ。

　初めて履くパンプスで足裏が緊張した事もあり、ついふくらはぎや足裏を揉んでしまう。

「大丈夫か？」

　コートを脱いだ頼人が目の前に跪き、自分の太腿の上に皐月の足をのせた。

「えっ!?」

　驚いた皐月の前で、頼人は彼女のふくらはぎを丹念に揉んでいく。

「ちょっ……よ、頼人さん！　そんな事しなくても……っ、あぁ……」

　慌ててやめさせようとするのだが、あまりの気持ちよさに声が漏れてしまった。

「ん？　その割には今ちょっといい声が出たけど」

「な……っ！　…………よ、頼人さんって優しい男性と見せかけて、実は意地悪ですよね？」

　顔を真っ赤にして頼人を睨むと、彼は屈託なく笑う。

「おや、バレたか。でもこうして構うのは、心の中に入れた人だけだよ。誰にでも同じ態度は取っていない」

　頼人は皐月の左ふくらはぎを揉んだあと、次は右を揉みながら言う。

「…………」

　まるで皐月に対して好意があるという言い方に、何も言えず黙ってしまう。

　それから疲れた脚を揉んでもらって気持ちいいながらも、一日歩き回って蒸れた足なので恥ずかしくて堪らないという拷問が続く。

　チラッと頼人の顔を盗み見すると、彼は軽く微笑んで皐月の脚に集中していた。

（睫毛……長いな。鼻筋もスッと通っていて、唇もリップケアしてるのかな。ふっくらツヤツヤで、キスしたら柔らかそう……）

　そこまで考えて、皐月はハッとする。

（キスとか！　何を考えているの！）

　プルプルと頭を振っていたからか、頼人が「ん？」と怪訝な顔をしてこちらを見上げてきた。

「や、いえ。何でもないんです」

「そうか？　できるだけ思った事は何でも言ってほしい。婚約者だからお互いの事は知っておかないし」

「そ、そうですね……。ぁ、あっ」

　話を合わせて頷いたものの、今度は足裏を揉まれて気持ち良く、また変な声が漏れた。

「気持ちいいだろう？　俺も定期的に整骨院に通っているが、足の裏や耳のツボっていうのは、色んな器官に繋がっているらしいんだ」

「そうなんですね……」

　自分一人だけが意識しているのが恥ずかしく、「意識している」と自覚するのがさらに恥ずかしい。

　気が付けば皐月は頼人の顔をまともに見られず、そっぽを向いたまま足を揉まれていた。

「……も、もういいです。気持ち良かったですから。ありがとうございます」

　婚約者役とは言え、自社の社長に足を揉ませるなどとんでもない。

　強引にその場を収めようとした時、頼人が身を屈めて皐月の膝にキスをしてきた。

「えぇっ……!?」

　思わず上ずった素の声を漏らすと、頼人はこちらを見上げて悪戯っぽく笑った。

「だから、少しずつ婚約者らしい事にも慣れて欲しいと言っただろ？」

（だからって……！）

　ストッキング越しに感じた頼人の唇は柔らかかった。

　ドキドキとうるさく鳴る胸を押さえていると、やっと頼人が足を離して立ち上がった。

「契約書はもうできている。風呂に入って疲れを癒やしたあとでいいから、確認してほしい」

「分かりました」

「あと、これはプレゼントなんだけど」

　そう言って頼人はポケットからボルドーのファーがついたチャームを出し、渡してきた。

「なん……でしょうか？　これ。可愛いですが」

　目の前にチャームをプランと下げて眺める皐月に、頼人は優しく微笑む。

「お守りのような物かな？　表立って付き合っていると言えなくても、これぐらいの物なら、毎日使うバッグにつけられるだろう？　それで俺を感じてくれると嬉しい」

（俺を感じる……）

　意味深にも取れる言葉に思わず赤面しかけ、小さく首を振ると皐月はチャームをフカフカと握ってから頷いた。

「ありがとうございます。このチャームなら普段使いのバッグにつけられます。大切に扱いますね。ふふ。いつもバッグには、〝コンくん〟をつけているので、仲間ができます」

　〝コンくん〟というのは、神月薬品工業の〝こう〟から名前をもじったとも言われる、会社のマスコットキャラクターだ。狐の姿をしていて、企業商品のＣＭにアニメーションで登場したり、子供に薬の使用方法を伝えるキャラクターとして使われている。

「ああ、そう言えば皐月はコンくんのキーホルダーをつけていたよな。ありがとう。コンくんの仲間にしてもらえたら嬉しい」

　そう言って笑い、頼人はジャケットを脱ぎながら自室のほうに消えた。彼の後ろ姿を見送り、皐月はハァ……ッと溜め息をつく。

（心臓に悪い！）

　両手で頭を抱えて懊悩したあと、ふと頼人に口づけられた膝を撫でる。

（契約書の内容次第だけど……どこまで頼人さんと近付いて許されるんだろう。演技のためとは言え、『調子に乗るな』って言われたら辛いし……）

　気が付けば頼人とどれだけ親密になってもいいのか考えていて、皐月は慌てて首を振る。

（恥ずかしい……。幾ら頼人さんが格好いいからって……。恩返しをしたくて、彼を助けたくてこの話を呑んだんでしょう？）

　自分に言い聞かせ、ピシャッと両手で頬を叩いたあと、皐月は気合いを入れて立ち上がる。

　そして自室に向かうと持ってきた部屋着に着替え、頼人のあとに風呂に入った。

　

　契約書は得に無理難題は書いておらず、皐月は得に抵抗を覚える事もなくサインをした。

　頼人が「多少のボディタッチはするかもしれない」というのは、『婚約者に見えるよう、やむなく接近する事』という文章の中に大まかに入っているようだ。

　ボディタッチと言ってもピンキリだし、キスはどうで、手を握るのはどうで……といちいち書いていてはキリがない。

　ただし『乙（皐月）が拒絶を示した場合は、甲（頼人）は無理強いをしない』とちゃんと書かれてあったので安心した。

　夜になって宅配が届き、皐月の部屋にたくさんの物が運び込まれる。

　まず家具類を業者が設置してから、届いた洋服をウォークインクローゼットに収納した。

　残りの化粧品や靴などは翌日収納する事にし、皐月はダブルベッドに横になり、あっという間に眠ってしまった。
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　日曜日もお互いの存在に慣れるために使い、皐月は頼人に手料理を振る舞った。

　普通の家庭料理なのだが、頼人はとても喜んで食べてくれた。

　そして月曜日になって頼人と一緒に出社する。オフィスに着ていく物が急に上等になると周りに怪しまれるからと、皐月はシンプルな物をチョイスして出勤した。

　彼が以前言ったように一緒に地下駐車場まで車で行き、エレベーターで皐月だけ一階で下りて他の社員と混ざる。

　そのような日々を過ごし、皐月は少しずつ頼人のいる生活に慣れていった。

　一緒に出勤して、帰りは別々なので皐月はいつも通り少し残業してから帰る。

　それに対し、頼人は接待で夕食を取る事もあるので、必ずしも毎日彼のために料理を作る事はない。

　頼人が言っていたように、家に帰って冷蔵庫を開けると、新鮮で高級そうな食材が入っている。加えて第三秘書の『翌日の献立で何か入り用の物があれば、書いておいてください』というメモがあった。

　野菜も肉もたっぷりあり、新鮮な魚もある。肉は冷凍庫に入れるとして、魚などの足が早い物はさっさと調理してしまう。美味しそうな中トロのさくは、ぜひ頼人と一緒に食べたいと思ったので翌日に残しておく事にした。

　レンコンをきんぴらにし、アジは塩焼きにする。ほうれん草は白ごまを擦って胡麻和えにし、白米を炊いて黙々と食べる。

（私、何をやってるんだろうな……。こんな広い家で一人ご飯を食べて……）

　ふと我に返ってそんな事を考えてしまうが、引き受けてしまった以上仕方がないし、頼人が忙しいのもどうにもならない。

（いつになったらこの生活が終わるか分からないけど、ポジティブに考えよう。こんないい食材でご飯を食べられるのも今のうちだから、楽しまないと）

　頼人がいつ帰ってきてもいいように、風呂の準備はもう済ませてある。

　自宅で誰かのために何かを用意しておくというのは、今まで一人暮らしをしていた皐月にとって新鮮な喜びをもたらした。

「結婚したら、こんな風になるのかな……」

　思わず口に出して、いつか自分が結婚した時の事を考えてみる。

　だが妄想の夫がつい頼人の顔になってしまい、皐月は慌てて首を横に振った。

「駄目だ……どんどん頼人さんを意識しちゃってる……」

　誰もいないのに赤面し、皐月はペチペチと自分の頬を手で叩く。

　気を取り直して食事の続きをしたが、美味しいはずなのにどうも味を覚えていなかった。

　同時に、少し不安もある。

（井之内さん、あのあと連絡がないけど……）

　頼人と出会って人生の転機と思えるほど生活が変わったが、いまだ皐月の胸には元彼の影が落ちている。

〝あれ〟をいつ人に暴露されるか分からない。

　そうなれば人生は終わったも同然で、たとえ頼人でもどうにもならない。

　いや、しっかりとした婚約者を探している頼人だからこそ、皐月が抱えている秘密を知れば「関わりたくない」と契約を解消するだろう。

（なるべく思い出さないようにしてたのに……。一人になるとやっぱり辛い）

　ここは頼人の家で守られた場所なのに、皐月の心臓はドクッドクッと嫌な音を立てる。

　頼人と過ごす楽しい時間を知ってしまったからこそ、それを失うのが怖く、また一人になった時の孤独が恐ろしい。

「でも……。解決する方法が分からない。警察も動いてくれなかったし……」

　ポツンと呟くと、自分の言葉に深みが増したように思える。

（言う事を聞いていれば暴露はされないかもしれない。……でもいつまでも脅されっぱなしで井之内さんに怯えながら生活するのも嫌だ……）

　ふと、「頼人さんが助けてくれたら」と甘い考えが頭をもたげる。

「ううん、駄目」

　ゆるりと頭を横に振り、皐月は溜め息をつく。

（頼人さんは社長さんで、普段から忙しい人なんだから。それに私はあくまで契約相手で、頼人さんの本当の婚約者になった訳じゃない。彼が優しいからってつけ上がって甘えないようにしないと）

　最近緩みかけてきた自分の気持ちを、皐月は「よくない」と判断する。

（頼人さんに必要なのは、きちんと演技ができる、それでいて玄人っぽくない〝相手〟なんだから。私は頼人さんの〝特別〟じゃないし、あくまで彼は社長で私は平社員。私が個人的な問題を抱えていても、頼人さんには関係ない。彼を煩わせるのは駄目。偽であっても婚約者って、頼人さんのプラスにはなっても、マイナスになっちゃいけないんだから）

　自分に活を入れ、皐月はサクサクとレンコンのきんぴらを囓る。

　それでも、悩みは依然として胸の内にある。

「どうにかならないかなぁ……」

　元彼——井之内の事を思い出し、また重たい溜め息が出る。

　彼と付き合ったのは本当に間違いだった。

　確かに顔だけ見れば格好いい部類に入る人だし、表向きは社交的でスポーツマンタイプで、人に好かれる。合コンで出会った時も皐月に話し掛けてきた時は、「話しやすくていい人だな」と思った。

「……あんな裏があるなんて……」

　呟いて、箸が止まる。

　そして考えてはいけない事だが、「頼人だってもしかしたら優しい人と見せかけて裏があるかもしれない」……と思ってしまう。

「駄目！　……駄目。……駄目だよ。人を疑ったら駄目」

　何度も「駄目」を口にし、皐月は今にも泣きそうに顔を歪めて首を振った。

「自分の事は自分で解決するの。人を頼ったら駄目。それに『頼人さんも同じ』なんて勝手に思ったら駄目。私と井之内さんの事に、頼人さんは関係ないんだから」

　強い口調で自分に言い聞かせ、皐月は一度箸を置くとピシャン！　と自分の頬を両手で叩いた。

「はいっ、切り替え！」

　うじうじ悩むのをやめ、今は食事を終えて頼人が帰ってくる前に風呂を済ませてしまおう、と皐月は思い直した。
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　三週間ほど経つ頃には、頼人との生活にも慣れてきた。

　お互い生活において触れてほしくない部分を事前に確認したからか、今のところ気まずくなった事はない。

　頼人は食べ物の好き嫌いがなく、気兼ねなく料理ができる。そして皐月は自分の作った食事を頼人が「美味い」と言って食べてくれるのが、何より嬉しかった。

　週末には社員に見つからないようにデートをし、少しずつ彼にエスコートされる事や、高級なレストランの雰囲気にも慣れてきた。

　一番嬉しかったのは、二人とも映画鑑賞が趣味だと分かった事だ。

　大きな映画館にはカップルシートという物があり、頼人は他の人に邪魔されず映画を見られるように、それを予約してくれた。

「『この空の下で君を想う』ずっと見たいなって思っていたんです」

　新宿にある映画館まで着くと、二人は個室になっているウェイティングルームに向かいウェルカムドリンクやスイーツを口にする。

　そんな場所があったというのも知らなかったので、皐月は感動しきりだ。

「皐月は感動系の映画が好きなのか？」

「そうですね。病気ものや人が死ぬ事で泣かせにくる作品は苦手なんですが、絶望があっても、救いがあってハッピーエンドで泣ける話は大好きです」

「俺もだ。気が合うな」

「絶望と悲しみだけがあって、すべてを失って終わり……っていうのは、どれだけ泣けても嫌だなって思っています。人が死ぬシーンで泣けるのは当たり前だから、私はその当たり前じゃないところで泣きたいと思っているんです」

「すごく分かる。昔に流行した余命ものを否定する訳じゃないけど、生きていく上で絶望や悲しみだけじゃなく、喜びや救いもあるって教えてほしいよな。そうすると映画が終わっても『よし、頑張ろう』って思って映画館を出られる気がする」

「そうなんです！　あぁ、同志がいて良かった」

　やがて映画の上映時間が迫り、二人はチケットを見せてからプライベートルーム型のバルコニー席に向かった。

　映画館の座席とは思えない、イタリアの高級家具ブランドのゆったりとしたソファに座り、オットマンに足を置ける。スクリーンは他の客と同じ物を見るが、周りには壁があって隔てられているので、寛いで見る事ができた。

　映画はアメリカのラブロマンスで、泣けると評判のものだ。あらすじを映画サイトで少し見てから、皐月はずっと映画館で見たいと思っていた。なのでこうして頼人とラグジュアリーな空間で見る事ができて、本当に嬉しい。

　本編前の予告でも、頼人はスマホを見たりせずまっすぐスクリーンを見ている。そういうところも、映画好きの皐月としては好印象だ。

　やがて本編が始まり、皐月は普通のシートで見るよりもリラックスした姿勢で映画を楽しむ。

　映画はいわゆる生まれ変わりもので、古い時代に愛する婚約者を喪った主人公が、現代においてヒロインに既視感を抱き、命に関わる大事故に巻き込まれ、それをきっかけに二人とも昔の事を思い出す……というストーリーだ。

　お決まりのパターンかもしれないが、映像美で有名な監督が撮った映画で、大きなスクリーンに映し出される美男美女と幻想的な風景に圧倒される。

　クライマックスになって思わず涙が溢れ、皐月はバッグからハンカチを取りだして目元を押さえた。

　すると隣からもズッと鼻を啜る音が聞こえる。

（え……？）

　そっと頼人を伺うと、彼は映画に感動して泣いていた。

（……男の人も映画で感動して泣くんだ……。いや、前にもそんな人いたっけ。きっと珍しくないんだろうな）

　逆に完璧な頼人の可愛い所を見つけられた気になり、皐月は好感を高める。

　そして頼人の腕をトントンとつつき、彼にポケットティッシュを差し出した。

　頼人は片手を挙げて「すまない」というジェスチャーをし、ティッシュを一枚引き抜いて静かに鼻をかむ。

　ティッシュはいつでも頼人が使えるようにテーブルの上に置き、皐月はほっこりとしたまま映画に戻った。

　やがて二時間近い映画が終わり、場内が明るくなる。

「はぁ……。良かったですね」

　隣の頼人に話し掛けると、なぜか彼は落ち込んだような横顔をしている。

「どうかしましたか？」

　座り直して彼の方を向いた皐月に、頼人は言いにくそうに口を開く。

「……映画で泣くって、引かなかったか？」

「え？　何でです？」

　きょと、と目を瞬かせる皐月の反応を見て、頼人は安心したように息をつく。

　そして残っていた飲み物に手を伸ばし、一口飲んでから話しだした。

「映画は現実を忘れられるから大好きなんだけど、こう……自分で言うのも変かもしれないが、感受性が強いというか、感動するとすぐ泣いてしまう。現実ではそう簡単に泣かないんだけど、……どうしてかな。……それを皐月に見られるのが恥ずかしくて……」

　ボソボソと小声で言う頼人を見て、皐月は胸の奥をキュンと疼かせる。

（か、可愛い……）

「そんな事ありませんよ。男性が映画を見て泣いたら駄目なんて、ないんですから。私は、自分と同じ目線で映画に感動できる男性を好ましく思います。それに、現実の事を忘れて映画に浸って涙を流すって、ある意味デトックスじゃないですか？」

「そう……かな。皐月が前向きに受け取ってくれるなら、助かる」

　そう言って照れくさそうに笑った頼人に対し、皐月はどこか母性本能をくすぐられるような心地でいた。

　

　映画を見終わってからランチをし、先日のように外商相手の買い物ではなく、商業施設を普通のカップルのようにブラブラ歩く。いつ社員に会うか緊張していたが、頼人いわく「二人とも雰囲気が違うから多分分からない」との事だ。

　皐月は今までの私服ともオフィスでの服装とも違う服装だ。

　深い赤のリブニットワンピに、レディライクなチャコールグレーのジャケットを羽織り、髪はまとめた上で後れ毛を巻いている。

　もともと一人ではコーディネートの上手な組み合わせも分からない。

　それを頼人の知り合いのスタイリストにいつでも連絡をつけられるようにして、出掛ける時は彼女にメッセージアプリ越しに色々指導してもらっている。

　最初に百貨店で買い物をした数日後、ビューティーアドバイザーがマンションまで来てメイクの仕方を教えてくれ、ヘアアレンジの仕方も教えてくれた。

　ネイルサロンでは、自宅でポリッシュネイルを上手に塗るコツなどを指導してもらった。自宅には頼人が買ってくれたネイルがたくさんあるので、これも色を組み合わせつつ勉強中だ。

　いっぽう頼人はいつもならスーツ姿だが、今はテーパードパンツにシャツ、オーバーシルエットのコートと、かなりカジュアルだ。洋服のアイテムはシンプルなのに、頼人のスタイルがモデルのようにいいため、とてもこなれたお洒落に見える。

（こうやって〝いつもと違う私〟になれたのも、頼人さんのお陰だな）

　カフェ休憩なども挟みつつ夕方頃になると、頼人の手には買い物をした紙袋が幾つも下がっていた。

「なんかすみません。荷物ぐらい自分で持てるのに……」

「構わない。こうやって誰かと人前でデートするのは、本当に久しぶりなんだ。荷物を持つのも、楽しみの一つだよ」

　頼人は自分の買い物には興味を示さず、皐月に似合いそうな物を見つけては店に寄る。

　周りにいる女性から「あの人格好いい」と小声で言われていてもまったく気にせず、皐月だけを見て「これが似合いそうだ」と言うのでつい勘違いしてしまいそうになる。

（頼人さん、自分が規格外のイケメンだっていう事、無自覚なのかな）

　芸能人のように格好いい人に特別扱いされると、婚約者の演技、または本物っぽく見せるための練習とはいえ、その微笑みが心臓に悪い。

「いつもはこういう風にブラブラしないんですか？」

「そうだな。大切な買い物があれば、先日のように百貨店に行って外商と話をつければ事足りる。たわいのない物なら、ネットショッピングもするし」

「そう言えば、頼人さんの部屋に映画のブルーレイディスクが沢山並んでいましたよね。廊下を歩いている時にチラッと見えてしまったんですが」

「気になるなら部屋に入って好きな映画を見ても構わない。自慢のコレクションなんだ」

「ふふ、頼人さんとは映画の好みが似ている気がするので、拝見するのが楽しみです」

「家にも小さなプロジェクターがあるんだ。寝室の壁に投影させて映画を楽しめるようにしていて、もし良ければ……」

　頼人は勢いのままそこまで言い、寝室にあると言ったのを思い出したのか、サッと視線を逸らした。

「…………」

　皐月も「あっ」と思い、さり気なくよそを向く。

（たとえ〝ふり〟でも、一緒のベッドに入るとかはないよね……）

　そう思っていた時——、頼人の指が皐月の手に触れ、スルリと絡むように握ってきた。

「えっ……」

　思わず声を上げて彼を見上げると、頼人はいつにない表情でグッとさらに強く皐月の手を握り混んだ。

「……少しずつ触れる練習もしないか？　君が嫌がる事はしない」

　手を握ると同時に少し引き寄せられ、頼人が耳元で告げる。

「……は、はい……」

　知らずと顔に熱が集まり、皐月は赤面して頷いた。

　頼人の手はとても大きい。皐月の手をすっぽり包み込み、指を絡めて離さない。

　頼人と対面して食事をするたびに、彼の長くてスラッとした指を「綺麗だな」と思って意識してしまっていた。あの指に触れられてみたい、と、確かに思っていた。

　女性なら男性の手にときめく気持ちは皆少なからずあると思う。

　だが想像するに留めるのと、実際手を握られるのとでは気持ちがまったく違う。

　握られた手に変な力が入らないよう、皐月は右手側を緊張させてぎこちなく歩く。

（あ……）

　同時に、嫌な事を思い出してしまった。

　——井之内だ。

　合コンの帰りも、彼に「皐月ちゃんって可愛いよね」と親しげに言われ、許可もしていないのに勝手に手を握られた。あの時は「リードしてくれるタイプの男性なのかな」と思ったが、蓋を開ければそんな素敵なものではない。

（今思い出す事じゃないのに）

　頼人に手を握られてドキドキしたのも束の間、皐月の胸は重苦しいものに支配される。

　雑踏の中を歩いている事すら忘れ、自分一人がどこか別の空間にいるかと思う程、皐月は井之内の事を思い出して頭を一杯にさせていた。

　そんな皐月の横顔をチラッと見てから、頼人は適当なところでタクシーを拾い、銀座方面に向かった。

　

「何か悪い所でもあっただろうか？」

　そう尋ねられたのは、完全個室の和食懐石を夕食に頂き、デザートを食べ終えたあとだ。

「え？」

　その時には井之内の事を頭の隅に追いやっていた皐月は、「何の事だろう？」と瞬きをする。

「もしかして、さっき手を握ったのが嫌だっただろうか？　俺としては婚約者らしい雰囲気を出すため……というのもあるし、せっかく皐月と一緒に暮らし始めたから、もっと心の距離を縮められたらと思っている。でも君が俺に対して生理的に拒絶を示すなら、別の方法を考える」

　目を見つめて真摯に言われ、皐月は先ほどの事を思い出した。

「ちっ、違います！　頼人さんの事が嫌な訳じゃないんです！　絶対に違います！」

　慌てて強い口調で言う皐月の反応に、頼人は安堵の息をつく。

「じゃあ、他に何か理由が？　さっき手を握って、皐月は表情を強張らせていたように見えた。無理強いをしているようで申し訳なく、でも……俺は君ともっと親密になりたいと思っている。だから他に理由があるなら、俺を信用して話してくれないだろうか？　契約書にもあった通り、君が何か不満を抱えているなら、可能な限り話し合って解決したい」

　まっすぐな瞳に射貫かれ、誠実な言葉に心が動いた。

　誰にも言わない、言えないと思っていた悩みを、もしかしたら頼人も……と、期待してしまった。

「きっと失望させてしまうと思いますが……」

　前置きをし、皐月はほうじ茶を一口飲んだ。

「私は元彼にずっと悩まされているんです。元彼はサワキ製薬のＭＲでエースと言われるやり手の人です。二十七歳で、第一印象は明るく社交的なスポーツマンタイプ。大勢の人に好かれる感じの人……だと思います」

　静かに語り始めた皐月の言葉を、頼人は黙って聞いてくれる。

　このレストランが完全個室である事もまた、話しやすい要因の一つだ。頼人はそれも狙ってここに入ったのだろうか？　と思ったが、今は自分の事を話すのに集中した。

「彼とは合コンで会いました。もう一年ぐらい前の事です。その時は彼の明るくて爽やかな人柄や、合コンという飲み会の雰囲気に呑まれ、『送る』と言われて帰り道に告白されて……、何も考えず了承してしまいました」

「……付き合って豹変した？」

　尋ねられ、皐月は苦く笑う。

「最初の一、二か月くらいは幸せなお付き合いをしていたと思います。でもそのうち……恋人として〝そういう事〟を求められるようになり、一度ホテルに行ったあと彼は豹変しました」

　ギュッと両手でスカートを掴み、皐月は唇を震わせる。

「行為が終わって私が寝ている間……、彼は……、わ、……私の、……裸の写真を勝手に撮りました。一部だけ見せられましたが、ただ寝ている写真もあれば、そうじゃない物もあり……。私は消してほしくて……、必死にお願いをしたんです」

　思い出すだけで胸の奥が苦しくなり、絶望と悲しみで涙が溢れそうになる。

　俯いたまま目を見開いて涙を堪えていると、掘りごたつの向かいに座っていた頼人が立ち上がり、皐月の傍らに膝をついた。

「無理をして話さなくていい」

　躊躇いがちに肩に手を置き、頼人はそう言ってくれる。

　その手の温かさに、皐月はずっと怯えていた気持ちが微かに溶けるのを感じた。

（やっぱり……。頼人さんは優しい）

　彼の言葉と労る行動に勇気をもらい、皐月は口を動かす。

「私は半年ぐらいで我慢できなくなり、別れを告げました。その時ハッキリと、写真は削除してほしいとお願いをして、目の前で消してもらったはずだったんです。……でも、忘れた頃に彼は現れて、抱かせてくれる女性がほしい時だけ、どこかに残しておいた写真を盾にして私を脅してくるんです」

　肩に触れていた頼人の手に力が入り、グッと指が食い込む。

「……それに応じたのか？」

　低い声で尋ねられたが、皐月は暗い目で自分の膝を見たまま何も言えないでいる。

「…………くそっ」

　やがて沈黙が答えと悟った頼人は、小さく毒づいて舌打ちをした。

　頼人のその声を聞いた瞬間、胸の奥がズキリと痛んだ。

（どうしよう……。頼人さんを失望させてしまった）

　彼は皐月に元彼がいる事ぐらい分かっていたかもしれないが、まさかリベンジポルノで脅されているなど考えもしなかっただろう。

　普通ならこんな厄介な事に巻き込まれている女など、自分の偽とは言え婚約相手にしたくない。

（今まで頼人さんに隠していたつもりはないけど、彼に恩返しをしたいとか、頼人さんへの好意から、自分の汚い面を見せるのを躊躇ってしまっていた……。これはきっと、頼人さんに隠し事をしていた罰なんだ）

　ギュッと拳を握ると、皐月はすべてを失う覚悟を決めた。

「……だから、すみません。黙っていてすみません。私は今お付き合いしている人はいないのですが、こんな身の上です。言わずに頼人さんを騙していたようで、本当に申し訳ないです。買い物とかで掛かったお金は、一生かけてもお返しします。頼人さんに釣り合わないのは分かっていました。分かっていて……、少しでもあなたに恩返しをしたいと思って、頼人さんの申し出に頷いてしまいました」

　皐月は掘りごたつから脚を出し、畳の上に正座をする。

　そして頼人の顔を見ないまま、深々と頭を下げた。

「申し訳ございませんでした。私のような汚れた女、やっぱり頼人さんの婚約者役に相応しくありません。お金は、必ず返します」

　指をそろえ、額が畳につこうとした時——、怒気を孕んだ声が個室に響いた。

「ふざけるな！」

　激しい怒りの声に、鳥肌が立ち胃の腑が冷たくなる。

　思わずビクッと体を震わせた皐月は、肉食獣に睨まれた小動物のように体を縮こめた。

「す、すみま——」

「誰がそんな事を頼んだ！」

　さらに謝ろうとした時、力強い手に両肩を掴まれ、グイッと体を起こされた。

「え……っ」

　涙を浮かべた皐月の目が、頼人の険しい目と合う。

　彼は皐月の肩をしっかり掴んだまま、強い口調で告げた。

「まず、君と結んだ契約を解除するつもりはない。俺は君を気に入っている。君には最後まで役目をまっとうしてほしい。その上で、俺はこれぐらいの買い物で女性に『金を返せ』と言う狭量な男でもないと言っておく」

　揺るぎない瞳に見つめられ、皐月は思わず「は……はい」と頷く。

「何が『汚れている』だ。君はクズに掴まっていいように利用されている被害者だ。警察に被害届を出してもいい案件なのに、なぜそこで君が『自分が悪い』という態度を取る？」

「…………井之内さんに……、『写真を撮らせる隙を見せたお前が悪い』……と」

　何度も井之内に言われた、「お前が悪い」「お前の責任だ」という言葉は、皐月の心をがんじがらめにし、正常な判断もできないほど思考を奪っていた。

「そんなのクズの言い分だろう。クズが自分の欲望のために君を犠牲にした。君はリベンジポルノで脅されている被害者だ。君は悪くないし、騙したクズが悪い」

「…………っ」

　きっぱりと言い切られ、ボロッと目から大粒の涙が零れた。

「わ……っ、私……っ、誰にも言えなくて……っ」

　両手で顔を覆って嗚咽する皐月を、頼人はしっかりと抱き締め、自身の胸板に頭を押しつけた。

「君の事は俺が守る。俺は君を見捨てない。約束だ」

　胸板から反響する力強い声が、こんなにも頼もしい。

　ずっと精神的にギリギリの状態で一人頑張っていた皐月は、緊張の糸をプツンと切らせて泣き崩れた。
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　マンションに戻って「まず風呂に入って温まっておいで」と一番風呂を譲られ、お気に入りの入浴剤を入れてじっくりとお湯に浸かると、随分気持ちが楽になった気がした。

　温まってリラックスした皐月を、リビングにいた頼人が微笑んで迎えてくれる。

「落ち着いたか？」

「お陰様で」

「皐月に以前、フワフワのチャームをプレゼントしただろう？」

「あ、はい。大切に持ち歩いています」

「本当にあれを俺だと思ってお守りにしてくれ。何か怖い事があったら、チャームの上についている金色のリボンを押すと……」

「押すと？」

「空が光って雲が割れ、俺が参上するかも」

「あははっ！　ヒーロー映画じゃないんですから」

　頼人の冗談に気持ちが和み、皐月は朗らかに笑う。

「さて、俺も風呂に入ってくるから、冷凍庫にあるジェラートでも食べて待ってて。こういう時は甘い物を食べるにかぎるから」

「はい」

　ポンポンと頭を撫でられても、もう心の隅に後ろめたさを覚える事もなく、素直に受け入れられる。

　頼人がバスルームに向かったあと、皐月はジェラート屋から取り寄せたアイスカップを品定めし、「やっぱりチョコ」と呟いて一人食べ始めた。

（味方になってくれるって言ってくれて良かった。今までは躊躇して誰にも言えなかったし、頼人さんがまさか肯定してくれるとは思わなかった。男の人ってそういう目に遭っている女性を見ると、近付きたくないものかなって思っていたから……）

　冷たくて濃厚なチョコレートのジェラートを食べつつ、皐月は幸せを実感する。

　井之内との事は、まだ何も解決していない。

　けれど「恩人の役に立ちたい」と思い、ともすればそれ以上の感情が芽生えかけている頼人に拒絶されなかったのが、何よりも救いになっていた。

「本当に……いい人だなぁ……。倒れていたのを助けてもらった以上に、恩ができちゃった」

　だからこそ、彼のために〝何か〟がしたい。

　いまだ婚約者役として求められるなら、自分のすべてを賭けてでも立派に果たしたい。

（それで最終的に、頼人さんは誰と結婚するんだろう。やっぱり彼と気が合う人って言ったら、富裕層のお嬢様なのかな。社長令嬢とか、もしくは芸能人とか……）

　美人研究者からは結局金を求められていて嫌になったと聞いたが、同じ立場のお嬢様なら、金に困っている事もないし頼人に釣り合うのではないだろうか。

（……あれ）

　そこまで考えた時、胸の奥でモヤッと黒い感情が生まれて皐月はスプーンを止める。

「…………」

　自分では到底たちうちできない存在——お嬢様と頼人がくっつく姿を想像して、今皐月は嫉妬してしまった。

「……好きになっても叶わない人なのに……」

　口に出してみると、余計に切なさが募る。

（……同じ屋根の下に暮らしているのに、……遠いな。頼人さんの気持ちは、厚意ではあっても好意じゃない。お互い利害が一致した存在だから、こうやって一緒に暮らしているだけ）

　気が付けばジェラートが溶けかけていたので、皐月は残りを無心で食べる。

　カップを洗ってゴミ箱に捨てたあと、認めたくない気持ちを自覚する。

（……私、頼人さんに『好きになってほしい』って思ってる）

　それこそ、叶わない、あり得ない願いだ。

　自分はごく平凡な一般人で、彼は富も名声も持っている経営者。容姿が良くて、その気になればすぐに女性が応える。彼と同居し、婚約者役をする事だって、「ぜひに」と立候補する女性が大勢いるだろう。

「……いつかお役目御免になった時、……どんな気持ちになっているのかな……」

　この気持ちがもっと大きく育ってしまうのが怖い。

　そう思って呟いた時、バスルームの方から頼人が歩いてくる気配があった。

「あ、お、お疲れ様です。お水どうぞ」

　皐月は笑顔をつくり、コップにウォーターサーバーから水を注いで彼に手渡した。

「ありがとう」

　二人ともソファに座って落ち着き、皐月は改めて頼人を意識してしまい沈黙する。

（ふ、普通でいないと。私、いつも頼人さんにどうやって接していたっけ……）

　先ほど〝頼人に好きになってほしいと思っている〟と自覚して、皐月はこの気持ちが筒抜けになる事を恐れていた。

　一人で緊張している皐月を見て、頼人が心配そうに声をかけてきた。

「さっき沢山泣いたと思ったが、まだ何か心に残っているものがあるか？　俺でいいなら何でも聞く。何を言っても俺は皐月を否定しない。全部吐き出して楽になったほうがいい」

　婚約者役だからなのか、社長としてなのか分からないが、頼人はそう言って微笑む。

（そうじゃないんだけど……）

　心の中では苦笑いしつつ、彼の気遣いは嬉しい。

「井之内さんの事については、いずれきちんと片を付けようと思います。最近は『忙しいから』と理由をつけて連絡を返すのを遅らせたりして、誤魔化していました。けどいつまでもこのままではいられませんし、勇気を出して対処します」

　頼人が味方になってくれると言い、拒絶しないと言ったからか、皐月は倍以上の勇気をもらえた気がした。

「うん……。それなんだけど、その件については俺に任せてくれないかな？」

「え？」

　頼人の言わんとする事が分からず、皐月は目を瞠る。

「俺の婚約者役である皐月が、そういう目に遭っていて不快というのが一番の理由だ。それに加え、正当性を足すなら自社の社員が脅されていると聞いて、黙っていられない。この件について、皐月はもう心配しなくていい。分かったね？」

　頼人は手を伸ばし、皐月の頭をポンポンと撫でてくる。

「……本当……ですか？」

　一年近く悩み続けてきた事が突然解決しようとし、皐月は呆気にとられている。

「ずっと一人で悩み続けて、辛かったな。俺がいるから、もう心配しなくていい」

　そのまま優しく抱き締められ、一度は収まったはずの涙がまたこみ上げてきた。

「……っ、信じて……、いいんですか……？」

　Ｔシャツ越しに感じる頼人の胸板は、厚みがあり頼りがいがある。

　温かくていい匂いがして、皐月の背中をトントンと優しく叩いてくれる掌の感触は、甘えてしまいたくなる魅力がある。

「俺は皐月の婚約者なんだから、もっと信じて甘えてほしい」

「……っ、ふふ。……婚約者、役ですよ」 

　そう言われた頼人は、いつものように微笑んだ。けれどその表情の奥に微かな切なさがある気がする。

　皐月はそれを不思議に思いながら——、つけ上がってはいけないと気づかなかったふりをする。

「それでも俺は、契約を履行している間は、本物の婚約者だと思っている」

「……はい」

　頼人の胸に顔を寄せたまま、皐月は目を閉じる。

　頼人の低い声と温かな体温とで、動揺した気持ちはゆっくり鎮静しようとしていた。

　この契約を、皐月は〝優しい嘘〟だと思っている。

　二人ともしている事や言葉は偽りで、一緒に暮らしてデートをしているのも〝本物〟ではない。けれど確かにそこには思いやりがあり、互いへの優しい気持ちもある。

「俺に触られて大丈夫か？　さっきは手を握って強張った顔をしていたから、申し訳ないという気持ちがあって少し気まずかった」

　頼人はもう一度確認し、顔を離して皐月の顔を覗き込む。

「……頼人さんなら、大丈夫です。……本当は井之内さんへのトラウマがきっかけで、男性全員を苦手に感じていたのは否めません。会社にいても男性に対して些細な事を気にしていました。でも頼人さんの事は、心から信頼しています」

「……良かった」

　頼人は安心したように息をつき、優しく皐月の手を握ってきた。

「……大丈夫か？」

　そしてまた確認し、皐月の反応を伺う。

「大丈夫……です」

　昼間に感じた時の不安感はなく、今は頼人の温かくて大きな手の感触に幸福感すら覚える。

「じゃあ……、こうするのは？」

　頼人は次に、皐月の頬に触れてきた。

　トクッと鼓動が跳ね上がり、頬に熱が集まる。

　けれど皐月は平静を装って「大丈夫です」と呟いた。

　彼の親指が唇に触れ、下唇の輪郭をなぞってゆく。

「これでも？」

　ジッと見つめてくる頼人の眼差しに熱が籠もっているのは、皐月の期待ゆえだろうか。

　心の冷静な部分では「勘違いしてはいけない」と思うものの、皐月は魅入られたように頼人の目を見つめ返し、唇をすぼめて彼の指先にキスをした。

「…………」

　頼人の指が止まり、彼は物言いたげな目で皐月を凝視する。

「……俺が君を〝役〟としてでなく、女性として意識していると言ったら、どう思う？」

　彼の言葉を聞き、密着している体、頼人の指に触れている唇が熱く燃え上がった気がした。

　性別として〝男〟と見ていた彼を、今は性的な意味での〝男〟と認識し直す。

「……よ、頼人さんなら……。いいです……」

「じゃあ……、キスしてもいいか？」

　頼人の手が皐月の顎を捉え、顔を上向かせる。そして整いすぎた顔が至近距離に迫った。

（睫毛……長い……）

　思わず息を止めて頼人の目を見つめていた皐月を見て、彼はクスッと笑った。

「目を開けたままじゃ、キスができない」

「あっ、……は、はい……」

　緊張しつつ目を閉じると、しばらく頼人は皐月の顔を見つめているようだった。

（うぅ……。は、早く……）

　キス待ち顔を見られるのは恥ずかしく、くい、と手で頼人の服を引っ張ると、彼は「ごめん」と笑う。そして頼人の気配が近付き、ふわっと唇に柔らかいものが重なった。

（あ……）

　頼人は引き締まった体型をしているため、「柔らかい」というイメージがない。

　押しつけられた唇のあまりの柔らかさに、皐月は思わず自身の唇でついばみ、その感触を確かめてしまった。

　皐月の反応に頼人はクスッと笑うと、舌でれろりと唇のあわいを舐め、さらに深く口づけてきた。

「ん……っ、ふ、……ん、ぅ」

（私、頼人さんとキス、……してる……っ）

　触れ合った唇は柔らかく、舐められた事により濡れてゆく。

　次第にチュプ……チュク……といやらしい水音が立ち、皐月の体温が上がってきた。

　気が付けば体は頼人に抱き締められたまま、ソファの背もたれに押しつけられる体勢になっている。

「……大丈夫か？」

　キスの合間に頼人が確認してきて、皐月はとろんとした顔のまま小さく頷く。

「良かった」

　頼人は嬉しそうに微笑むと、また顔の角度を変えてキスを続けた。

「ん……、ン、ふぁ……っ、ア、ぁ……ん」

　唇をついばまれ、舐められて、喘ぐように小さく開いた口に頼人の舌がヌルッと入る。

　柔らかく、温かくてぬめらかな舌を口内に感じ、皐月は体を緊張させると同時に下腹部に切ない疼きを覚えた。

（やだ……。キスされてるだけなのに……。こんな……）

　下腹は頼人の舌を鮮明に感じれば感じるほど、うずうずと皐月に女の本能を訴えてくる。

　抱き締めてくる力強い腕、皐月の乳房を押し潰す逞しい胸板。風呂上がりの高い体温。そして頼人から漂ってくるいい香り。

　そのすべてに呑まれ、皐月はメスとして彼を求めようとしていた。

（いけないのに……。契約相手なのに……）

　心の中でまだ微かに残っていた理性が、懸命に皐月を押しとどめようとする。だがヌルリ、ヌルリと彼の舌に翻弄されるたびに、その理性が溶かされていく。

　まるで頼人という熱に炙られ、芳醇なバターが小さくなっていくかのようだ。

「ぁ……っ、ふ、————ん」

　抱き寄せられていた体をソファの上に押し倒され、頼人が覆い被さってくる。

　風呂上がりであとは寝るだけと思っていたので、ブラジャーはつけていない。モコモコしたルームウェアを着ているので、胸の突起は目立たないだろうと思っていたが、まさかこんな展開になると思っていなかった。ルームウェア越しに頼人の手が皐月の胸を掴み、たっぷりとした肉質を味わうかのように蠢く。

「……初めて会った時から思っていて、セクハラになるのが怖くて言えなかったけど、……大きいな」

　むっちりとした胸の果実は、重量感のあるサイズだ。

　佳奈に「胸が大きくていいな」と言われたことがあるが、下着は可愛い物がないし、下乳に汗を掻いて大変だ。食事をした時に胸の下が汚れているのに気づかなかったり、立ち上がろうとして胸でテーブルの上の物を倒してしまったりで、不便さを感じている。

　だがそれは女性ならではの事情で、男性から見ると違うのかもしれない。

　井之内と付き合っていた時も、彼は皐月の胸が大きい事をひどく喜んでいた。

「大きいの……、好き、ですか？」

「すごく好きだ」

　躊躇いなく答えられ、胸の奥に安堵感が広がってゆく。

「良かった……。ちょっと、コンプレックスだったので」

「どうしてだ？　胸が大きいと魅力的に見えないか？　同性にも羨ましがられたりしないんだろうか？　……突っ込んだ事を聞いてすまない」

「いいえ。どっちかというと、頼人さんが思っているほどいいものじゃないんです。男性にはすぐ性的に見られてしまうし、女性には胸で男性に媚びているって思われがちです。仲のいい同僚とかは、そんな事は言わないんですが」

「……俺は単純に皐月の胸が大きくて嬉しい。……なんか、ごめんな？」

　服の上から皐月の胸をさすりながら、頼人が謝ってくる。

　そんな誠実さが愛しくて、皐月はクスクス笑い出していた。

「気にしないでください。好きでもない相手に胸を気にされるのは嫌ですが、頼人さんには意識……してもらいたいです。私を好きになってくれる要素の一つになるなら、胸が大きくて良かったな……って思います」

　照れながら微笑む皐月を見て、頼人は一つ息をついたあと、堪らないというようにチュッと音を立ててキスをしてきた。

「……皐月は可愛い。ずるい」

「……よ、頼人さんだって格好良くてずるいです。私ばっかりいつもドキドキしていて……」

　こんな風に好意をダダ漏れにするつもりはなかったのに、キスをしてから気持ちに歯止めがつかなくなっている。

（こんなの、『好きです』って言ってるようなものじゃない……！）

　今さらながら恥ずかしくなり、カァーッと顔が熱くなった。

　泣き出しそうな表情を見たからか、頼人は皐月の手を取り、その甲にキスをする。

「皐月。俺はこれから、君に嫌われるかもしれない事を言う。嫌だったら嫌で、素直に言って欲しい。もし嫌だと言っても、俺は明日からの態度を変えるつもりはないし、君とギクシャクしたくない」

「は……はい……」

　頼人がこれから口にする〝何か〟に漠然と期待し、皐月は少し上ずった声で返事をする。

「皐月の心の中にある、男への嫌悪や恐怖を俺に拭わせてくれないか？　……優しくするから、君に触れさせてほしい。……抱かせてくれ」

　まっすぐに見つめ、頼人が訴えてくる。

　誠実な想いと、男としての性欲と純粋な好意を向けられ、皐月の胸の奥に喜びが駆け抜ける。

　いまだ、皐月はこんな風に男性に情熱的に求められた事はなかった。

　学生時代はまだ青く、〝愛〟ではなく〝恋〟だった。

　社会人になってから恋愛をしたいと思っても、好きな人はできず、挙げ句の果てに井之内のような男に引っ掛かってしまった。

　正直、頼人と出会うまでは、自分はもうまともな男性に出会えず、井之内に弄ばれたまま終わってしまうのではと思っていた。

　だからこそ、頼人の優しさやまっすぐな想いに胸が震えるほどの喜びを感じ、たどたどしいながらも「応えたい」と思ってしまう。

　——頼人さんとの幸せな未来がほしいなんて言わない。

　——けど、一度くらい思い出に残る幸せなセックスをしてみたい。

　迸る想いは皐月の目を潤ませ、瞳の奥に彼の寵愛を乞う雌の本能が宿った。

　コクッと小さく頷いた皐月を頼人はソファに押しつけ、彼女の下腹部に昂ぶりを押しつけた。

（硬い……の、当たってる）

　それが頼人の興奮の証だと思うと、堪らなく嬉しい。

「っ…………。……わ、……私で、いいなら……」

　どうしようもなく頼人の〝雄〟を感じ、恥ずかしくて消え入りそうな声で皐月は頷いた。それに頼人はフワッと微笑んで「良かった」と呟くと、体を起こし皐月を抱き上げた。

「っきゃあっ!?　お、重たいですから！」

　生まれて初めてお姫様抱っこをされた皐月は、恥ずかしさと驚きで悲鳴を上げ、それでも暴れたら落ちてしまいそうなので頼人にしがみつく。

「そうやって抱きついてくれていれば、俺は楽に運べるよ」

　頼人がクスクスと笑うので、恥ずかしさのあまり皐月は思わず言い返す。

「頼人さんは抱き慣れているかもしれませんが、私は初めてで……」

「え？　こんな事したの、初めてだけど」

「えっ？」

　気を取られている間に頼人の寝室についてしまい、キングサイズのベッドの上に優しく座らされる。

　頼人の寝室は、重厚なチョコレート色のベッドを基調に、落ち着いた色味で統一されてある。ベッド横にはウォールシェルフがあり、難しそうな経営に関する本や洋書、小説など多岐に渡る本が収められている。

　入口側の壁には小さな冷蔵庫がある隣に、一面ブルーレイディスクが収められている棚もある。ベッドの真向かいは白い壁が露出していて、ベッドの足元にあるプロジェクターで映画を映すのだろう。

　呆けている皐月の目の前で、頼人は躊躇いもなくＴシャツを脱ぎ、鍛え上げた胸板や腹筋を露わにした。

（わ……っ！　す、すごい……）

　服を着ている姿からは想像できないほど腹筋が割れていて、皐月は思わず彼の体を凝視する。

　圧倒的なオスの肉体を見せつけられたからか、それだけで体の深部にあるメスが反応した気がした。

　皐月が頼人の胸板や腹筋に見入っているあいだ、頼人は彼女のルームウェアに手を掛け、「脱がせるからばんざいして」と指示してくる。

　まだぼんやりしたままの皐月は、言われるがままに両手を挙げ、ルームウェアを脱がされてしまった。

　モコモコのパーカーの下はキャミソール一枚で、頼人からは先ほどのキスで感じた証——薄い布地をプツンと盛り上げている突起が見えている。

　それすらも自覚しないまま、皐月は頼人の魅力で頭を一杯にしたまま、コロンとベッドの上に仰向けにされていた。

「……そんなに男の裸が珍しいか？」

「だ、だって……こんな……」

　まだ驚いたような顔をしている皐月の手を握り、頼人は自分の胸板に導く。

「井之内さんとそういう関係になったんだろう？　彼は君の前で脱がなかった？」

　どこか拗ねた声に戸惑いつつも、皐月は小さく首を横に振る。

「……井之内さんは確かにスポーツマンタイプに見えますが、……その、脱いだら割とヒョロッとしていて。だから頼人さんの体を見て、『凄い』って思ってしまって……」

　好奇心のまま触れた頼人の胸板は、滑らかな肌の下にしなやかな筋肉があり、美しい肉食獣でも撫でている気持ちになる。

　胸板も腹筋も、がっしりとした肩や二の腕も、無防備な時は柔軟な肉をしているのに、彼がその気になれば皐月では決して敵わない力を見せるのが分かる。

「……その彼に、君も裸を見せたんだろう？」

　物言いたげな瞳で皐月を見つめ、頼人はキャミソール越しに胸を揉んできた。

「ぁ……っ」

　井之内と関係して以来、初めて男性に性的に触れられた。

　力強い手に乳房を捏ねられ、あっという間に彼の掌の中で乳首がしこり立つ。

「んっ、……ん、……っぁあ……」

　爪でカリカリと乳首を引っ掻かれ、皐月は弱々しい声を漏らしながら腰を揺らす。

「怖くないか？　今ならまだやめられる」

　なおも皐月に確認しつつも、頼人は両手で彼女の胸を揉み、手を止めたかと思うと爪で乳首をいじめてくる。

「んぁ、あ……っ、より、と……さん、なら……いいんです。……抱いてほしい……っ」

　むず痒い快楽を我慢しきれず、とうとう皐月の口から願望が迸った。

　それを聞いて頼人は言質を取った、というような顔をし、キャミソールの裾を押し上げて皐月の素肌を暴いてきた。

「ぁ……、恥ずかしい……」

　薄布で隠されていた質量が、何も押さえる物がなくなり、ユサッと解放される。

「……綺麗だ。下も脱がせるよ」

　そう言って頼人はルームウェアのズボンに手を掛け、スルリと脱がせてしまった。

（……恥ずかしい……）

　あとは寝るだけと思っていたので、ショーツもよそ行きの物ではない。

　思わず横を向いて腕で顔を隠した皐月の胸に、頼人はまた両手を宛がってきた。

　シュルリ……と掌で乳房を撫で、まるみに沿って手を下ろすと腹部に触れる。

　さほど鍛えてもいない柔らかいお腹に触られて恥ずかしく、皐月は思わず息を止めた。

「綺麗だな……」

　だが頼人は皐月の恥じらいを気にせず、両手で体を撫で回し、ウエストのくびれから臀部への曲線を辿ったあと、スッと太腿から膝に手を滑らせる。

「女性の体って、こんなに気持ち良かったっけ。肌がすべすべで、触っているだけでも勃つ」

　恥ずかしい事を言われ、皐月は小さな声で言い訳をした。

「……頼人さんが色々揃えてくれたから、です。脱毛も行かせてもらってるし、エステとか、ボディスクラブもしてますし……。あのいい匂いのするボディクリームとか、全部、頼人さんのお陰です」

　皐月が使っているボディクリームはジャスミンに柑橘類を混ぜた香りがし、嗅いでいると元気になる。香りから気分が上がるので気に入っているのだが、保湿効果も高く肌をすべすべにしてくれていた。

「じゃあ、この体は俺に抱かれるためにあると思っていいな」

　指の間からチラッと見た頼人は、それは嬉しそうな顔で微笑んでいる。

「はい……」

　皐月としても、頼人のお陰で今の生活があり、自分の体は彼のために磨かれていると思っている。だからそう言われても抵抗なく頷いていた。

　けれど頼人は一つ息をつく。

（え？　何か溜め息をつかれる事、言っちゃった……？）

　不安になった皐月が顔の前にあった手を離して頼人を見た時、彼は皐月の胸を両側から集め、その谷間に顔を埋めていた。

「ひぁ……っ」

　すりすりと乳房に頬ずりをされ、くすぐったさに悲鳴が漏れる。

　そしてじっとりとした頼人の目と目が合ったかと思うと、やはり不満げに言われた。

「君は無自覚に男を煽る天才だな？」

「え……、あっ」

　何か問おうとしたが、柔らかい乳首をれろりと舐められて声が跳ねる。

　そのまま頼人は美味しい物でも舐めるかのように、ぺろ、ぺろと何度も舌を這わせた。もう片方の乳房は大きな手で捏ねられ、彼の掌と五指の間で柔肉が形を変える。

「ん……っ、ん、……ぅ」

（頼人さんが……。私の胸に夢中になってる）

　美しい人が熱のこもった目で皐月の乳房を見て、大切そうに何度も乳首を舐めている。

　その光景に、皐月は女として素直な喜びを得た。

「すごく柔らかくて、すべすべしていて、触っていて気持ちいい。大きいから揉みがいがあるし。それに乳首もとっても綺麗な色だ。ほら、こうしたら濃い色になって勃ち上がるのが可愛い」

　そう言って頼人は舌先で乳首を弾き、もう片方の乳首を指でクリクリとこよる。

「んぁ……っ、あぁ……っ」

　口から甘ったるい声が漏れ、皐月は無意識に頼人の髪を両手で掻き混ぜた。

「こっちも触ってみるけど、嫌なら言ってくれ」

　頼人は片手を滑り下ろすと、ショーツの間から手を入れて皐月の和毛をショリショリと撫でる。

「っひ、ぅ……」

　恥ずかしい場所に触れられて、一瞬呼吸が止まった。

「大丈夫だから、ちゃんと息を吸って」

　言われて皐月はゆっくり息を吸い、頼人が下生えを指で梳く感触に呼気を震わせる。

「本当に嫌な時は『やめて』と言う事。いいね？」

「は、ぃ……」

　皐月が頷いたのを確認して、頼人は指先でトン、と肉芽に触れてきた。

　そのまま小さく円を描くようにコリコリとさやの中の真珠を揺さぶり、刺激を与えてくる。

「ん……っ、ン、ぁ……、あ」

　皐月も時々自慰をする事はあったが、頼人に触れられると倍以上の気持ちよさを得てしまう。

　井之内に抱かれた時は、彼の欲望のままに体を貪られ、こんな風に丁寧に愛撫された事はない。

（どうしてこんなに、優しくしてくれるんだろう）

　井之内にも手で愛撫はされたが、「感じるだろ？」と言いながら力任せに触られ、痛くて悲鳴を我慢するのに精一杯だった。

　頼人は皐月の反応を見ながらゆっくり少しずつ指を動かし、合間に乳房を愛するのも忘れていない。

「触るよ」

　また一言断り、頼人はヌルッと肉のスリットに指を這わせ、滲み出た蜜を纏わせる。そしてそのぬるつきを利用してまた肉芽を捏ねてきた。

「あっ、あ……、ぁ……」

　興奮した皐月のそこは少しずつ中身を膨らませ、さやから顔を出している。

　頼人はいまださや越しにコリュコリュと淫芽を捏ね、ときおり剥き出しの真珠に指をかすめさせては、またさやを愛撫する。

　愛欲の根幹とも言える場所に触れて欲しいのに、焦らされて皐月はいつのまにか自ら腰を浮かし、頼人の手に肉芽を押しつけていた。

「皐月。君に無理強いをしたくないから、してほしい事があったらちゃんと口に出して言ってみて」

「ぅう……」

　それは自ら恥ずかしい言葉を口にすると同義で、皐月は小さくうなって胸を揉んでいる頼人の手を握る。

　けれどこれが頼人の愛し方なのだと思うと、彼がやりやすいようにしたいという気持ちも芽生えた。

「もっと……、触って……ください。指、入れても……大丈夫ですから……。く、クリ……も、もっと……ちゃんと触って……ほし、……です」

　唇を震わせながらおねだりをすると、愛しそうな目で微笑んだ頼人がちゅっとキスをしてきた。

「了解。よく言えたね」

　髪を優しく撫でられたかと思うと、頼人の指が剥き出しの秘玉に触れてきた。

「っひぁ……！」

　直接的な快楽にビクッと腰を跳ねさせたのも束の間、頼人の指は皐月の花弁にも至り、ヌチュヌチュと蜜で濡れたそこを掻き回したあと、つぬぅ……と指を一本挿し入れてきた。

「っあ……！　あ！」

（頼人さんの指……っ、入って……、る）

　顔を仰のけてブルッと震えた皐月の膣内も締まり、晒された喉を頼人が唇で食んでくる。

　そして喉に唇をつけたまま、優しく命じてきた。

「力を抜いて。きつい」

「ぁ……、あ……っ、ん、……んぅっ」

　涙ぐんだ目で唇を引き結び、皐月はフゥッフゥッと呼吸を整えながらできる限り下半身の力を抜く。

　その隙をついて頼人の指はさらに奥へ進み、狭隘な肉道を慣らすようにグチュッと掻き回してきた。

「っぁう……っ！　あ！　あ……っ、ひっ……ぁっ、あぁっ！」

　異物感に声を上げた時、不慣れな感触を払拭するかのように、肉真珠に触れた親指がヌルヌルと動く。

　途端にヅンッと脳天まで駆け上がるかのような悦楽が皐月を襲い、彼女はまた後頭部をシーツに押しつけて悶える。

「っあぁあああ……っ、あーっ！　ん、ぁあああ……っ」

　頼人の指はたっぷり濡れた蜜壷でグチュグチュと音を立てながら動き、そのいやらしい音を聞いて皐月はさらに興奮する。

「つらくないか？」

　これだけ感じている皐月に対し、頼人はまだ確認してくる。

　ここまでくると半ばわざとなのかも分からないが、皐月はそんな事を考えている余裕もない。

「——っき、……っ気持ちいい……っ」

　思わず本音が漏れ、皐月は両手で口元を覆って目を閉じ、頼人の指が与えてくれる快楽に集中する。

「良かった。皐月のナカも柔らかくなっていやらしい音を立てているし、大丈夫かと思っているけど、念のために聞いておきたかった」

　頼人は嬉しそうに笑い、チュッと皐月のこめかみにキスを落とすと、頭の位置をずらしてゆく。首筋から鎖骨、乳房を舐めてその先端にキスをし、腹部、下腹部へと唇を移動させる。

　やがてヌチュヌチュと音を立てている場所まで彼の顔がいき、皐月はこわごわと目を開けて細い声で弱音を漏らす。

「見……なぃ、で……」

「パートナーなんだから、俺にすべてを見せてくれ。君がどこで感じるか、何をすれば悦んでくれるかを知っておいた方がいいだろう？」

　それは果たして婚約者のふりをするのに必要な事だろうか？

　冷静になれば突っ込めたかもしれないが、この時の皐月は快楽に呑まれて素直に頷くしかできなかった。

「急に……っ、しな……、で……っ、は、——は、ずかし……っ」

　言葉すらもまともに発せないぐらい気持ち良く、皐月はトロンと蕩けた顔で頼人に訴える。

「分かったよ。ゆっくりじっくり達かせてあげるから、安心して」

「ちが……っ、あ！　あぁああ……っ、あー……」

　何か言おうと思ったのに、柔らかく温かい口唇で肉芽を包まれ、一際高い声が口を突いて出た。

　ちゅっ……ちゅ、と頼人は肉芽に何度もキスをし、舌先でツルツルと敏感な真珠を撫でてくる。そのたびに名状しがたい淫悦が全身を駆け抜け、皐月は両手で頼人の頭をぐいぐい押して悶え抜く。

「舐めな……っ、ぃ、でぇ……っ！　気持ちい……っ、から、やぁあ……っ」

　本能的に体がビクビクと震え、足の裏でマットレスを押して腰を浮かそうとしているのに、頼人ががっちりと抱えているので逃げられない。

　蜜洞に頼人の太くて長い指が挿し入れられ、男根のように前後しては膣壁をなぞり、擦る。加えて感じすぎる秘玉を舌で丁寧に舐められ、すぐに絶頂が訪れた。

「駄目ぇ……っ、だめ、だめ、ぁあああ……っ、達く……っ、達っちゃうからぁっ！」

　激しく頭を振る皐月の耳に、髪の毛とシーツが擦れるジョリジョリという音が入ってくる。だがそれよりも、皐月の耳は頼人が立てるいやらしい水音ばかりを拾い、自身で快楽を高めてゆく。

（あんなに綺麗な人が、皆が憧れている頼人さんが、私のアソコ……舐めてる……っ）

　恥ずかしくて堪らないのに、皐月は確かに女としての無上の喜びを得ていた。

　そこは強くすればすぐに痛くなる敏感な場所なのに、頼人はたっぷりと唾液をまぶした舌で優しく舐めてくる。

　痛みなどまったく感じないまま、皐月はジンジンと痺れるような疼きを下腹部に蓄積させ、あまりの悦楽に脚をバタつかせる。

「達く……っ、ぃ、——い、達く……っ、あ、————ぁあっ」

　頼人の指先が膣内で蠢き、陰核の裏側を何度も擦る。

　性感帯の塊である肉真珠も柔らかな舌に包まれて何度も吸われ、チロチロと素早く舐め立てられて、皐月はあっという間に堕ちた。

「————っひぅう……っ、ぅ、あぁあああ……っ！」

　頼人の頭を両手でギュッと押しやったまま、皐月は発作でも起こしたかのように激しく震え、全身を胎児のように丸める。

　この上なくいきんで頼人の指を膣肉で締め上げたあと、皐月はドッと汗を掻きながら体を弛緩させてゆく。

「っはぁっ、……は、はぁっ、はぁっ……」

　目の前がチカチカし、今が何時で、自分がどこにいるのかすら分からなくなる。

　ぐったりと両手足を投げ出したまま、皐月は目に入る木目の天井をぼんやりと見上げていた。

　柔らかな間接照明のみで照らされたその部屋は、頼人のマンションの寝室だ。

（あぁ、……私、頼人さんに……）

　ようやく〝今〟何が起こったのか把握し、皐月は思考を緩慢に動かして自分はどうするべきなのか考えようとする。

　少し頭をもたげた皐月の視界に、ギンッと天を向いた大きな肉棒が映り込んだ。

　大きな傘を被った肉棒は、太く長さもあり、竿の部分には血管が浮かび上がって少しグロテスクにも思える。

　そこだけ他の皮膚の色より濃いため、別の生き物にすら見えた。

「えっ……」

　思わず素の声が漏らし、皐月は薄ピンクの避妊具が付けられたソレを凝視する。

（……大きい……？）

　大きい、と断言できるほど皐月は大勢の男性器を見ていない。

　だが少なくとも、頼人の男根は井之内のモノと比べると明らかに大きい。好きな人だからこそ、これから彼のソレに愛されるのだと思うと胸がドキドキし、体が熱くなった。

　けれど、あまりに大きい……気がする。

「入る、……の？」

　皐月は心の声が漏れてしまったのに、気づいていない。

　だが頼人は苦笑いをし、皐月の頭を撫でてきた。

「入ってもいいか？　無理矢理には絶対に入れないから」

　また丁寧に尋ねられ、思わず皐月は頷く。

「頼人さんならいい……です。……けど」

（……入るの？）

　今度は心の中で問い直した皐月は、まだ呆然としている。

「少し慣らしておこう」

　呆けている皐月をよそに、頼人は彼女の太腿を押し開き、ヌチュッヌチュッと淫刀を花弁に擦りつけてきた。

「んぁ……っ、あぁ……っ、熱、い……っ」

　太くてたくましいモノが皐月の可憐な花弁を蹂躙し、小さな蜜豆を押し潰す。それだけでビリリッと刺激が加わり、皐月は放出しきったはずの淫悦を再び肉体に呼び戻す。

「指を入れていた時、大分柔らかくなっていたから、多分大丈夫だと思うけど……」

　何度も皐月の花弁に肉棒を擦りつける途中で、頼人のそれはクプンッと蜜口に引っ掛かっては跳ね、陰核をヌルッと擦る。

「っひぁっ！　っあぁ……っ、あっ」

「こっちの方が感じるなら、入れたあとにゆっくり弄ってあげよう」

「そ……っ、じゃ、な……っ、んっ、んああぁ……っ」

　皐月の膨らんだ陰核は、ヌトッヌトッと何度も太竿に弄ばれる。その刺激だけでまた軽く達してしまった時、ヒクついた蜜孔に亀頭が押しつけられた。

「ゆっくり入れるよ。痛かったら言って。もう一度言うけど、本当に嫌だったら、『やめて』と言う事。いいね？」

「……そんな事、……言いません……」

　あくまで逃げ道を用意する頼人を、皐月は恨めしげに見る。

　頼人のように優しくて素敵な人に抱かれて「嬉しい」と思っても、本気で嫌がるなどいまさらあり得ない。

「ありがとう」

　目を細めて微笑み、頼人は竿に手を添えてグッと腰を進めた。

「んー……っ」

　蜜孔が引き延ばされる感覚があり、皐月は小さくうなって唇を引き結ぶ。

　そんな彼女の様子を注意深く窺いながら、頼人はゆっくりとその巨大な刀身を収めてきた。

「……っ、ぁう、……あ、…………あぁ、……ん…………ぁ、あ……」

　鰓の張った雁首まで頬張った所で、皐月は艶冶な吐息を漏らす。微かに体から力が抜けたところで、ぬずぬずと残る欲芯が身を埋めてきた。

（大きい……。すごい、太い……）

　体いっぱいに頼人を感じ、みちみちと蜜孔に侵入してくるたくましいオスの化身に、皐月はまた息をつく。

（すごい、大きいのに征服されてる……。あんなのが、入って……）

　目に焼き付けた頼人の欲棒の形を覚えているからか、目を閉じると自分の体内にアレが入っている姿を容易に想像できる気がした。

（あんないやらしいの……私の中に入って……。太い。どこまで入るの……？）

　思わず「お腹一杯」と言ってしまいそうなほど、皐月の蜜洞は満たされていた。パンパンに膨らんだオスの化身に犯され、皐月のソコはすっかり形を変えてしまっている。

「痛くないか？」

　穏やかな声に尋ねられて頭を撫でられ、皐月は微かに目を開いた。

　涙で滲んだ視界に、美しいオスが映っている。

　今は皐月の事しか考えず、皐月の体に溺れている最高の男が、自分を労ってくれている。

「だい、……じょ、……ぶ。…………んンっ」

　その時、最奥に亀頭が届き、皐月の声が上ずった。

　ゴクッと口内に溜まった唾を嚥下した皐月の頭を、頼人が撫でてくる。

「気持ちいいよ。受け入れてくれてありがとう」

　頼人は小さく笑い、それでも皐月を思いやって髪の毛や肩、二の腕や胸を優しく撫で回す。

　その手つきに幸福感が高まり、キュウッと胸の奥で切なさが高まる。

（この人とずっとこうしていたい。優しくされて、愛されていたい）

　素直な気持ちが胸に沸き起こり、皐月は自分が頼人に抱いていた気持ちの正体を改めて知る。

（……もう遅い。好きに、なっちゃってた……）

　身分違いと言えば甚だしい相手に、気が付けばズブズブに嵌まっていた。

　優しくされ、お姫様のように扱われて、かりそめでも婚約者だと言われ、皐月はもう頼人という男で頭を一杯にさせていた。

（いつか絶対に終わりがくる人なのに）

　涙を纏った目で苦く笑う皐月を、頼人は本物の恋人を見るような目で見つめ返す。

（〝ふり〟だけでも幸せだなぁ。こんな素敵な人に抱いてもらえるんだから）

　一回だけの関係だとしても、この幸せな思い出をよすがに一生いきていける気がする。

　つ……っと眦から涙が零れ落ち、耳のほうに伝ってゆく。

　皐月は微笑んでいたから、頼人はその涙が悲しさゆえとは思わないだろう。

（ずっと、この気持ちは隠しておこう。頼人さんの婚約者のふりをして、彼を表向き『好き』と言う事があっても、私が彼を本当に好きになってしまった事については、黙っておかないと）

　——それが、彼の幸せに繋がるんだから。

　心の奥の奥で呟き、皐月はまた新たな涙を零す。

　皐月がそう決意している間も、頼人はずっと優しく愛撫を続けてくれていた。

　胸を揉まれ、感じ切った乳首を優しく捏ねられ、皐月の蜜孔は頼人を頬張ったまましとどに蜜を溢れさせている。

「そろそろ……いい、かな。辛かったら言って」

「はい」

（こうやって気遣ってくれるところも、好き）

　一度自覚したあとは、頼人が何をしても「好き」だと素直に思ってしまう。

　頼人がゆっくり腰を引き、ヌヂュ……といやらしい音を立てて皐月の蜜孔が啼く。

　ズルル……と長い肉棒が引き抜かれ、雁首が見えるまで腰を引いてから、頼人はずぷぷ……とまた一物を埋めてゆく。

「あぁ……っ」

　自分を満たす愛しい形を蜜洞いっぱいに感じ、皐月は歓喜の声を上げる。

　最奥をずちゅう、と押し上げられると微かに疼痛を覚えるが、頼人はたっぷり濡らしてくれたので辛さはまったくない。

　何度も何度も、頼人はゆっくりと腰を引いては皐月の中に欲芯を埋める行為を繰り返す。

　頼人の目は情欲で濡れていたが、その真剣な表情は皐月が少しでも痛そうな、または辛そうな顔をしないか神経を尖らせているようにも見えた。

　それが申し訳なくて、皐月はゆるりと首を左右に振る。

「頼人さん、……もう、いいから。……頼人さんも感じて？」

　両手を彼に向かって差し出し、皐月は微笑みかける。

　ようやく許しを得たからか、頼人は表情を柔らかくすると皐月の手を恋人繋ぎで握り返した。

　そして皐月の両手の甲にキスをし、「少しずつ速くするよ」と告げた。

　ヌルッヌルッと皐月の膣内で何度も頼人の肉棒が滑り、硬い亀頭で膣壁を擦られるたびに、得も言われぬ快楽が襲ってくる。

「んあぁあ……っ、あぁああ……っ、き、気持ち……っ、ぃっ」

　甘ったるい声が漏れてしまい恥ずかしく思っていると、頼人が「そうだ」と言って「ここも可愛がってあげる約束だったな」と微笑んだ。

　次の瞬間、濡れそぼって愛液の沼のようになっている秘部に彼の指が当たり、結合部から蜜をたっぷりすくい取ると、それをヌリュンッと陰核に擦りつけてきた。

「っきゃぁあああ……っ！」

　皐月は思わずつま先でグッとシーツを押し、腰を浮かせていきむ。

「っ、——、と、……あぶな……っ。もっていかれるところだった」

　頼人はペロッと自身の唇を舐め、楽しそうに微笑んだままヌチュヌチュと皐月の淫芽を指でしごいてきた。

「っひぁああっ！　いやぁあっ！　それっ、それ駄目……っ、感じるから……っ、達っちゃうから駄目……っ！」

　もう皐月の腰は生理的にガクガクと震えたままで、大人しくなってくれない。

　脚をバタつかせ、腰を押し上げたり引かせたり、身悶えして強すぎる悦楽に抵抗しようとしても、頼人は悠然と微笑んだまま皐月の肉芽をしごき続けた。

　加えてさらに滑りが良くなった蜜壷に、次第に遠慮なく屹立を突き立て、最奥まで亀頭をつけてはグリグリと押しつける。

「んぁああ……っ！」

　一瞬世界が真っ白に塗り潰されたかと思うと、皐月は浮遊感を覚えると同時に激しく痙攣していた。

　あまりの気持ちよさに悲鳴を上げたはずなのに、自分の声が分からない。

　——何だっけ？

　と思った直後に現実に戻り、激しすぎる快楽の波に揉まれ、震え続ける体はギュウッと頼人の肉棒を締め上げた。

「っ、——あぁ、いいよ、皐月……っ。とっても気持ちいい。最高だ」

　頼人に褒められ、大好きな彼の手に乳房を揉まれる。

　大きな餅を捏ねるかのように両手で弄ばれ、たっぷんと弾まされて遊ばれたかと思うと、下乳の辺りからグッと押し上げられてプルプルと揺すられた。

「皐月のおっぱい、いやらしくて素敵だよ。ずっとこうして虐めていたい」

　優しくて紳士的なままなのに、頼人の声には確実に嗜虐的な色が含まれている。

　乳首をクリクリと弄られて勃起させられたかと思うと、柔肉の奥に押し込むかのようにグッと指で押された。

　結合部からまた蜜をすくい、頼人はその指でヌチュヌチュと皐月の乳首もしごいてきた。

「あぁあああん……っ！　んぁああっ、胸ぇっ、やぁあああ……っ」

　甘ったるい自分の声にすら、皐月は感じ抜く。

　色々考えていた事がすべて脳内から飛び、代わりにめくるめく快楽の楽園に皐月という一匹のメスが解き放たれる。

　気が付けば皐月は奔放に腰を揺すり立て、自ら頼人の肉棒を欲していた。

「皐月……っ、いいよ、凄く素敵だ」

　熱の籠もった声で言い、頼人は皐月の腰を抱え上げると秘部が天井を向くような格好を取らせた。

　そのまま真上からズボズボと激しく貫き、皐月を蹂躙してくる。

「あぁあああ……っ、んあぁああっ、やぁあああぁっ」

　皐月の目に見えたのは、自分のピンク色の肉びらが目一杯広がり、頼人の血管が浮いた太い肉棒を頬張っている光景だ。

　信じられないぐらい濡れた場所で、二つの器官はぬらぬらと淫猥に光っている。

　頼人の男根が激しく出入りするたびに、皐月の小さな孔は形を変え、さらなる蜜を吐き出した。

「あぁああ……っ、やらしい……っ！　こんなの……っ、こんなの……っ」

　両手で口元を覆い、それでも皐月は結合部から目が離せない。

　ぬっぷぬっぷと長い肉竿が出入りするたびに、蜜口から感じ切ってサラサラになった愛蜜が溢れ出る。

　ヌロロ……と肉棒がゆっくり引き抜かれたあと、ズプンッと最奥まで貫かれ、皐月はつま先を丸めてまた絶頂した。

「————っあぁ、締まる……っ。皐月、可愛いよ」

「ふぁ……っ、あぁああ……っ」

　可愛いと褒められて、皐月はさらに感じて頼人を締め付けた。

「たっぷり感じていい子だ。ご褒美にもう終わりにしてあげよう」

　皐月の頭をサラリと撫でたあと、頼人は彼女の腿の裏を押さえつけ、激しく腰を打ち付けてきた。

「っあぁああっ、あぁああっ、んぁあああぁ……っ！」

　頼人の淫刀が出入りするたびに、あまりの激しさに皐月の蜜壷から愛蜜が飛ぶ。

　ピッピッとそれは皐月のお腹や胸にまで飛び、時に顔にまで掛かった。

　蜜の根源たる結合部からは、トロトロと愛蜜の原液が流れ出て、皐月の下腹を遡り、糸を引いて胸元に水溜まりを作っている。

「君は……っ、本当に可愛くていやらしくて、最高の女性だ……っ」

　薄れゆく意識の中、頼人がそう言って最後に一際深く腰を突き入れた。

「っあうぅうう……っ、————ぁっ、……んーっ、ぅあああぁああ……っ！」

　子宮口をグリグリと亀頭でくじられ、意識を白くして絶頂しているというのに、頼人はさらに皐月の秘玉を摘まんできた。

「いぁああぁああ……っ!!」

　雷に打たれたかと思うような強い淫激に見舞われ、皐月はこみ上げたモノに耐えきれず、プシャッと小さな孔から愛潮を噴き出してしまった。

　それは前屈みになった頼人の腹部に当たり、皐月の体にもパシャパシャと掛かってくる。

　出せるものすべてを出し切った皐月は、恥ずかしいと思う気持ちを感じる間もなく、スゥッと意識を失った。

　最後に自分の膣内で頼人の肉棒が大きく膨らみ、ビクビクと暴れ回った気がしたが、それすらも新たな快楽に変え、————真っ暗で心地いい闇に身を任せた。

　

「ぅ……」

　意識が浮上して目を開けると、薄暗い部屋の天井が見える。

「大丈夫か？」

　すぐ側から頼人の声が聞こえてハッとそちらを見ると、目の前に彼の喉仏があり、視線を上げると美麗な顔もある。

「っわ……っ、す、すみませ……っ」

　慌てて離れようとしたが、どうにも腰に力が入らない。

　手と足でズリズリと移動しようとするのだが、頼人に抱き締められて元の位置に戻ってしまった。

「そんなつれない反応をするんじゃない。傷つくだろう」

「だ、だって私……っ」

　ああなったきっかけは、井之内が原因で男性に対して苦手意識を持っていた……というところからだったと思う。

　それにしては、自分は雇い主との境界線を越えすぎた。

（ああああ……！）

　両手で頭を抱えて激しく後悔する皐月を見て、頼人は寂しそうな声で尋ねてくる。

「嫌だったか？　……本当は雰囲気に流されただけで、俺には抱かれたくなかった？」

　頼人があまりにも、捨てられた仔犬のような目をするので、皐月はとっさに「違います」と首を横に振る。

「……社長なのに、契約主なのに、私、調子に乗ってしまって」

「……それは気にする事じゃないだろう」

　溜め息をつき、頼人はまた皐月を抱き締め直し、スゥッとつむじ辺りの匂いを嗅ぐ。

（そういえば、体……）

　二人分の体液でドロドロになった体にそっと触れてみると、どうやら頼人が清拭してくれたようで、不快感は何もない。

（お世話させてしまった……）

　それで二重に落ち込み、皐月は頼人の胸板に額をつけたまま小さく息をつく。

「俺に抱かれて嫌だったか？」

　もう一度頼人が尋ねてきて、そんな事はまったくないので皐月は彼の言葉を否定する。

「……嬉しかったです」

「じゃあ、もう何も気にしないでおこう？　俺は皐月と体の相性がいいと思っている。皐月さえ嫌でなければ、また抱いてもいいだろうか？」

「……い、……いい、です……けど……」

　思わず頷いてしまってから、皐月は内心「あれっ？」と思う。

（一回だけ……じゃないの？　あ、それとも頼人さんの性欲を満たすのも、契約の範囲内？　契約書には『必要に応じて触れる』って大まかな事は書いてあったけど、どこからどこまでとは書いてなかったし……）

　これからも頼人に抱かれる可能性があると自覚し、皐月はじんわりと頬を染める。

（契約のためとは言え、……嬉しい。お仕事であっても、頼人さんにまた抱いてもらえるのかな？　抱くっていう事は、私の事を好意的に見てもらえているのかな……？）

　胸の奥に喜びが湧き、皐月はどうにもならない期待で心をうずかせる。

「皐月が不安に思っている事は、俺がすべて解決する。だから君は、これから俺のパートナーになる事だけを考えてほしい」

　裸のまま抱き合い、頼人は皐月の髪を撫でながら額に口づける。

（……勘違い、しちゃいそうだな……。本当に気を付けないと）

　皐月はスゥッと頼人の匂いを吸い込み、目を閉じてまたウトウトと眠りの淵に誘われる。

「まだ夜中だから、寝よう」

　頼人はそう言って皐月の背中をトントンとあやすように叩き、脚を皐月の脚に絡めて目を閉じた。

　本当の恋人同士のようで最初は緊張していたが、疲れ切っていた事もあったので、皐月はすぐに眠ってしまった。







第三章　荒波の間に、自覚する揺るぎない気持ち








「お疲れ様でした」

　週明け、いつものように少し残業をしたあとに立ち上がった皐月は、隣の佳奈に声を掛ける。

「私もそろそろ上がるんだけど、一緒にご飯いかない？」

　やはりいつものように誘われたが、皐月はこのあと頼人と予定があった。

　佳奈にはその後、頼人との事を話せておらず、どうしたものかと悩み続けている。

　皐月が微妙な顔をしていたのを察してか、佳奈はポンポンと背中を叩いてくる。

「予定が合わないなら全然いいよ？　っていうか、最近急に綺麗になったし、オトコでもできたんでしょ？ 」

　そう言って佳奈はにんまり笑い、皐月は「見透かされてる……！」と赤面する。

　仕事を終えて一応帰り支度をし、何とはなしにそのまま二人でエレベーターホールまで進んだ。

「違う……とも言わないけど、そうでもなくて……」

「んー？　ぜひとも話を聞きたいですなぁ」

　佳奈は芝居がかった言い方をし、肘でツンツンと皐月をつついてくる。

　チラッと腕時計を見ると、頼人はまだ仕事のはずだ。

（少しくらいならいいかな）

「ご飯の予定はあるから、お茶ぐらいなら」

「よしきた！　そうこないと！」

　二人でエレベーターに乗り込むと、日本橋駅近くにあるカフェに入り、パフェを頼んだ。

「で？　彼氏できたの？　紹介してくれないの？」

　オーダーしてすぐ、佳奈は待ちきれないというように尋ねてくる。

「んー……。それが、彼氏……ではないんだよね」

「どういう事？」

　まさか〝契約〟をしていると言えず、皐月は迷った挙げ句、苦しい言い訳をした。

「井之内さんの事で悩んでいたら、慰めてくれた人がいたの。井之内さんの事を、何とかしてくれるって」

「好きになっちゃった？」

　テーブルに届いたストロベリーパフェの苺を頬張り、佳奈がにんまりと笑う。

「うん……気が付いたら好きになっちゃってた」

「井之内と別れてから約一年半、ずっと彼氏いなかったんだから、そろそろ新しい恋をして幸せになってもいいんじゃない？」

　バニラアイスをスプーンで掬って口に入れて味わい、佳奈は一つ息をついた。

「それはそうと、新しくできた好きな人に井之内の〝悩み〟を言えて、私には言えないって、ちょっと寂しいんだけど」

　佳奈に言われ、皐月は「それもそうだな……」と思い、覚悟を決めた。

　確かに言われた通り、付き合いの短い頼人に言えて、ずっと長く友達をしている佳奈に言わないというのは変な話だ。

　嫌われたら怖いという気持ちがあったのは確かだが、頼人が受け止めてくれた事により、皐月は「悩みを打ち明けても見捨てない人がいる」と希望を持てるようになっていた。

　そして「引かないでね」と断ってから、井之内に裸の写真で脅されては一時的な肉体関係を迫られている事を打ち明けた。

「クソじゃん！　あいつ、クソ中のクソじゃん！」

　憤った佳奈はフォークでブスッと苺を刺し、もう一つ二段重ねで苺を刺してから口に入れる。

「……嫌われるのが怖くて、今まで言えなかったの、……ごめんね？」

「皐月は被害者なのに、なんで私があんたを嫌う必要があるの？　……ほんっとうにバカな子だな、もう！」

　コツン、と皐月のつま先を蹴ってから、佳奈は溜め息をつく。

「正直、あいつの会社にすべてぶちまけてやりたいけど……、皐月の好きな人が本当に何とかしてくれるの？」

「うん。詳しい方法は言わなかったけど、社会的地位のある人だから、それなりの手段は執ってくれるのかな……って思ってるけど」

　佳奈は大きな溜め息をつき、濃厚な生クリームやアイスクリームを黙々と口に運ぶ。

　皐月も高級志向のカフェのパフェを味わい、溶けてしまわないうちに完食した。

「あのさ、私も皐月に言ってなかった事があるんだ。小耳に挟んだ噂程度だし……って思ってそのままにしてたんだけど、井之内ってサワキ製薬の社長令嬢と婚約したんだって。どうやら二年前から付き合っていて、周囲も認める公認カップルだとか」

「え……？」

　それには流石に皐月も困惑した。

　もう付き合っていないので、井之内が誰と付き合おうが勝手だ。

　だが二年前と言えば、皐月と付き合うより前の話だ。いわば、井之内は社長令嬢と付き合っている期間に合コンをし、皐月と関係を持って、別れたあとも脅迫している事になる。

「……そうなるよね。ほんっと、何考えてんのってなるよね……」

　佳奈も「分かる」という顔をし、皐月にコーヒーを飲むか確認してから、ホットコーヒーを二つ頼んだ。

「あと、風の噂だけど、井之内ってそれだけじゃないみたい。皐月とその社長令嬢の他に、この辺の会社のＯＬと合コンして、意気投合したらその日のうちにすぐお持ち帰りしてるみたい。皐月を脅してるなら、他の女の子にも似たような事をしてるんじゃないかな」

　低い声で言った佳奈の言葉に、皐月は胸の奥に黒くて重たい石を投げ込まれた気分になる。自分の現状でも最悪と言えるのに、自分のような思いをしている女性が他にもいるかもしれないと思うと、やりきれない。

「皐月の相手がどんな人か分かんないけどさ。井之内なんてバチが当たればいいんだ。あいつがＭＲでトップの成績を取ってるのは、確かに能力が高いからかもしれない。表向き爽やかイケメンに見えて、モテて同性から好かれるのもまぁ分からないでもない。でも、私たちはあいつの裏の顔を知ってる。あいつは自分に反論できない、大人しい女の子を食い物にしてストレス発散してるんだよ。そんなクズ、社会的に抹殺されればいい」

　辛辣な事を言い、佳奈は眉間に皺を寄せてコーヒーを飲む。

「……ありがとう、佳奈」

「お礼を言われる筋合いはないよ？　私は皐月に何もしてあげられてないもん。皐月が一年近くも苦しんでいたのを知らないで、自分は合コンを繰り返して遊んでた。その脳天気さが嫌になる」

　怒ったような顔をしている佳奈は、その表情をしなければ今にも涙を零してしまいそうに見えた。

「ありがとう。佳奈、大好きだよ」

「……だからさぁ。皐月はほんっとうに甘いんだから……」

　とうとうクシャッと顔を歪めた佳奈は、バッグからハンカチを取りだして目元に押し当てた。

　

　その後、佳奈とはカフェで別れ、皐月は会社に忘れ物をしたと言ってもう一度本社ビルに戻る。

　だがその途中で、思いも寄らない——会いたくもない人に遭遇してしまった。

　——井之内だ。

「皐月さぁ、お前、俺のこと避けてる？」

　本社ビルよりも一区画前の交差点で、皐月は黒いチェスターコートを着た彼に立ちはだかられ、本能的に怯えて固まっていた。

　周囲を行き交う人々は二人の関係性などつゆほども知らず、忙しく歩いて通り過ぎていく。皐月が「助けてほしい」と思っているのも、もちろん誰も分からない。

　都会の真ん中でこの上ない孤独を味わっていた皐月は、ガタガタと震えながら本能的に頼人を求め、バッグについているチャームとコンくんを握った。

「俺、このあいだ連絡したよな？　週末の十九時に駅で待ってるって。どうして来なかったのかなぁ？　待ってたのになぁ」

　井之内は長身を屈めて、皐月の耳元でわざとらしい声を出す。

「…………」

　恐怖のあまり身を竦めさせた皐月は、一言も声を発する事ができず固まっていた。

　だがこの井之内という名の、人の姿をした災いは、黙ってやり過ごそうとしても通り過ぎてくれない。

「お前のハズカシイ写真を、ネットにばらまいてもいいのかって言ってるんだよ」

「っ…………」

　井之内の言葉を聞いて皐月はビクッと体を震わせ、顔を蒼白にして俯く。

「なんなら、動画にするか？　絶頂して気持ち良―く眠ってるお前のアソコに、俺が指を入れてやらしい音を立ててる無修正の動画とか。きっとエロチャンネルに出したら、いい収入になるんじゃないかなぁ？」

「…………」

　涙を浮かべてガタガタと震える皐月を見て、井之内はにんまりと性悪そうに笑う。

「今日これから、空いてるか？　空いてるよなぁ？　しばらく抱いてやってないから、体が疼いて堪らないよなぁ？　俺、今会社の社長令嬢と付き合ってるんだけどさぁ、正直美人と言いがたい上に体が貧相で、満足できないんだよ。たっぷり舐めて奉仕してやっても、俺のが大きすぎるのか、突っ込んでも満足に動かせやしねぇ。他にも合コンでお持ち帰りしたキープの女が複数いるけど、お前ほどの巨乳はいない。お前は俺に弱みを握られる隙だらけの馬鹿だ。でもそのいやらしい巨乳だけは、長所だと思うぞ？　俺とも体の相性がいいよな？　さんざん啼かせてやっただろう？」

　下卑た笑いを浮かべた井之内は、会社で期待されているエースと思えない。汚らしい悪意に満ちた、人の心を持たない悪魔のようだ。

「俺に弱みを握られてる頭の弱い女は大勢いるし、ネタになるデータは沢山あるけど、俺が一番ヤリたいって思ってるのはお前なんだよ。俺に気に入られて光栄だろ？　お前だって俺の事を『好き』って言ってたよな？」

　心臓がバクバクと激しく鳴り、嘔え吐ずくと同時に口から出てしまいそうだ。

　脚も情けなく震え、膝から力が抜けてくずおれてしまいそうになる。頭の中も恐怖で真っ白になり、思考すらも奪われる。

「————！」

　だがそんな脳裏に浮かび上がったのは、頼人の笑顔だ。

　包容力があって、何かあれば悩みを聞いてくれる。井之内の事だって皐月に非があるなど一言も言わず、自分の事のように怒ってくれた。彼なら、井之内の事もきっと何とかしてくれると信じている。

（……頼人さんがいてくれるなら！　彼は私に何かがあっても、嗤わない！　呆れない！　私は信じているもの！）

　グッと瞳に光を宿し、皐月は顔を上げた。

　生まれたての子鹿のように脚を震わせながらも、皐月は精一杯強気な笑みを浮かべてみせた。

「私、最近会社の上層部の人とお付き合いしているんです。その人に井之内さんの事を相談したら、弁護士を雇うと言ってくれました」

「なっ……」

　一か八か井之内を脅した皐月の心臓は、これ以上なく高鳴っている。

　極度の緊張に晒された体は冷えて強張っているはずなのに、心臓だけはドクドクと力強く鼓動を繰り返し、中心部が熱い。

（この体の熱は、頼人さんのもの）

　唇を引き結んでから、皐月は強したたかな女を演じて凄艶に笑ってみせた。

「せいぜいそのデータを大切に持っていて？　証拠になるかもしれないから。じゃあね」

　そう言って皐月はしっかりとトートバッグの紐を肩に掛け直し、手は頼人からもらったチャームを握り、勇気をもらいながらまっすぐ歩いた。

　背後に立っている井之内から走って逃げたかったが、最後まで〝強い女〟を演じきって大きな歩幅で堂々と本社ビルまで歩ききった。

　

「は……、ぁあ……、あ……」

　自動ドアを通って社員証をＩＣリーダーに読ませ、エレベーターに乗り込んだところで皐月は壁に寄り掛かって大きな溜め息をついた。

「し……死ぬかと思った……」

　コート越しに胸元をギュッと掴み、皐月は乾ききった口内を懸命に唾で濡らす。

　そのまま皐月は社長室のあるフロアまで行き、社長室のドアをノックする。

　今日の頼人はランチ会食のあとに外で仕事があるらしく、彼から「仕事が終わったら社長室の隠し部屋で待っていて」と言われていた。

　初めての事ではなく、仕事が終わると帰るふりをして社長室に向かい、隠し部屋で頼人の仕事が終わるのを待つ。……という事も何度かあった。

　頼人の秘書もそれを黙認しているようだ。

　彼には秘書が三人いて、外出している時に一人が随行し、社長秘書室に必ず誰かがいる仕組みになっている。皐月が社長室を訪れた時は、在室している人に鍵を開けてもらっていた。

　その中で、顔を合わせる確率が高いのは、第二秘書の高たか住ずみという男性だ。

　高住は眼鏡をかけた知的でクールな印象の男性で、身長が一八〇センチメートル近くある。有名大学を卒業している上に、秘書と護衛も兼ねているらしく、護身術や格闘技も囓っているのだとか。

　最初こそ仕事のできそうな高住に何か言われないか心配だった。

　だが皐月が社長室で待っている姿を見て、「もし社長室という場に緊張されているなら、隠れ部屋で過ごされてはどうですか？」と提案してきたのは彼だった。

　以降、皐月は社長室に入って挨拶をしてから、隠し部屋に入って頼人の仕事が終わるのを待つようになった。

　中にはこぢんまりとしたリビングやキッチンもあるので、自分でお湯を沸かしてお茶やコーヒーを淹れる事もできる。

　勿論テレビもあり、ワイヤレスヘッドフォンでテレビや、隠し部屋にまである頼人の映画コレクションを見る事もあった。

　どうやら頼人はお気に入りのブルーレイディスクを複数買って、そのうちの一つをここに置いているようだ。話を聞けば、ストレス発散のために気に入りのシーンだけ見て、元気をもらってまた仕事に戻っているらしい。

　コート類を脱いだ皐月は、落ち着くためにキッチンでお湯を沸かし、先ほどカフェでコーヒーを飲んだばかりだが、ティーパックの紅茶を淹れた。頼人は皐月のために、ここの冷蔵庫に牛乳を置いてくれている。なのでミルクティーにした。

「ふぅ……」

　ソファに座って熱い紅茶を飲むと、徐々に気持ちが落ち着いてきた気がする。

　あれほど激しく鳴っていた鼓動も、少しずつ鎮静してきている。なにより、この部屋に入って頼人の匂いと彼の存在を感じると、本人がおらずとも安心できた。

「……会いたいな」

　ポツンと呟き、いつのまにか彼に依存してしまっている自分に苦笑する。

　紅茶を飲み終わってようやく人心地ついてから、皐月は気分転換にリビングにある頼人の映画コレクションを見る事にした。

（本当に映画好きなんだなぁ。この映画、私も好きだけど）

　皐月が手にしているパッケージは、筋骨隆々とした男達が現れるペルシア戦争のテルモピュライの戦いを描いたものだ。

　ロマンス映画や感動作も好きだが、皐月は歴史を題材にしたアクション映画も好きだ。その過程で人が死ぬシーンがあっても、それは歴史をテーマにしたものなので、すんなりと受け入れられる。

　そこがまた頼人と解釈が一致しているところで、つくづく自分たちは相性がいいと思う。

　ヘッドフォンをつけて再生ボタンを押し、映画が流れ始める。それでも皐月の頭の中は、井之内に脅された恐怖や、佳奈と話していた時の事を思い出していた。

（私の気持ちは頼人さんに伝わらなくてもいい……。そこまで望んだら、欲が深すぎる。婚約者役をさせてもらえて、井之内さんの事も何とかしてくれると言ってくれるだけで十分。これ以上の事は望まず、ただ頼人さんの事を信じよう……）

　皐月は靴を脱いでソファの上で膝を抱え、少しうつろな目を画面に向け続ける。

　自分が好きだと思うシーンや、俳優や女優の演技、そして音楽や映像効果。そのすべてが頼人の好みと重なっているのかもしれないと思うと、堪らなく嬉しい。

　——はずなのに、気持ちはどこか沈んでいる。

（でも……。私は彼とは結ばれないんだ）

　どれだけ「まるで両想いみたい」と思っても、自分は雇われ平社員で一般人。頼人は大企業の社長。二人は頼人の結婚話を躱すために契約をした、紙切れ一枚の関係だ。

（勘違いしたら駄目）

　自分に言い聞かせていた時、ポンと肩を叩かれて皐月は「きゃっ」と悲鳴を上げた。

「よ、より……社長!?」

　ヘッドフォンをしていて気づかなかったが、すぐ後ろにはスーツ姿の頼人が立っていた。

「お疲れ様です。お仕事は終わったんですか？」

「ああ、秘書たちも帰した。運転手には帰る時に連絡をして、帰り道にレストランに寄ろうと思っている」

「そうですか。私も帰り支度をしますね」

　コート類は脱いでいるので、皐月は映画を止めて帰り支度をしようとする。

　だがその手を頼人が握った。

「……え？」

　顔を上げると、頼人は何か言いたげな目で皐月を見つめている。

　手を握ったまま体を引き寄せられたかと思うと、皐月は頼人に抱き締められていた。

「何かあったか？」

　鋭く尋ねられ、皐月はギクッと体を強張らせる。

「い、いえ。何も……」

「本当？」

「本当、です……」

　ジッと見つめられたが、根が正直な皐月は自然と視線を逸らしてしまう。

「ふぅん？　本当かどうか確認しないと」

「ん……っ？」

　いきなりキスをされ、スカート越しに尻肉を揉まれた。

「んぅ……っ、ン……」

　口内を舌で舐められ、頼人の手がスカートの中に潜り込む感触に、皐月はブルッと体を震わせた。

　すぐにストッキング越しに頼人は皐月の尻たぶを揉む。柔らかな肉を弄ぶ不埒な手に、皐月の体は敏感に反応する。下腹部がはしたなく疼き、クロッチに蜜が滴った気がした。

「よ、頼人さん……っ、ここ、会社……」

　キスの合間にそう訴えたが、頼人はネクタイの結び目に指を掛け、低く唸る。

「もう今日の仕事は終わった。それにここは自社ビルで、この部屋は防音も効いている。秘書も帰したし、誰も来ない。じっくり話を聞こう」

「で、でも……」

　なおも言いよどむ皐月のブラウスのボタンを、頼人は性急に外していった。

「一日中ずっと、皐月の事を考えていた。やっと会えると思ったら、君は浮かない顔をしている。何があったと尋ねても、目を逸らしてはぐらかす。……今の俺の気持ちが分かるか？」

「そっ、それは……っ」

「何があった？」

　もう一度頼人が尋ねてくるが、彼を心配させるような事は言いたくない。

　フルフルと首を振った皐月を見て、頼人は溜め息をついた。

「契約書に『乙は甲に隠し事をしてはいけない』とでも書いておけば良かったな。これでも今、結構傷ついているんだけど」

「……あ、あの……。い、井之内さんとばったり会ってしまって」

「傷ついている」と言われ、皐月は焦ってそう口走ってしまう。

「それで？」

「な、何もなかったんです。けど……。井之内さんの脅しに対抗するために、『会社の上層部の人とお付き合いしている』という事だけ、口にしてしまいました。もしそれでご迷惑が掛かる事があったら……すみません……」

「それは構わない。〝上層部〟と言っても他社の事などさして分からないだろう。〝上層部〟が中間管理職を指すのか、役員なのかも分からない。皐月が井之内さんに言った事で、俺に迷惑が及ぶ事は決してない」

　頼人が断言してくれ、皐月は安堵の息を漏らす。

「皐月は井之内さんに会って大丈夫だったのか？　会ってから時間が経っているみたいだけど、俺がすぐに様子がおかしいって気付くぐらい、動揺してるじゃないか」

「……大丈夫です」

　いつものように脅されはしたが、本当に彼とは何もないし、指一本触られていない。

　だが頼人は心配のあまりか、信じてくれなかった。

「〝何もない〟訳がないだろう。何もなければ、どうしてそんな今にも倒れそうな顔色をしている？　『不安で堪らない』という顔をしている？」

　頼人に言われ、皐月はペタリと自分の頬に触れる。

　それが図星だと伝わったのか、頼人は真剣な目で皐月を見つめてきた。

「何があったのか、ちゃんと話してくれ。皐月の事はすべて知っておきたい」

「……本当に、何もありません」

　皐月にとっては、本当に何もなかった。

　皐月にとっての〝何か〟は、井之内にホテルに連れて行かれ、むりやり性行為を迫られる事だ。恫喝される事には慣れてしまい、〝何か〟の範疇に入っていない。

　だが頼人は皐月の身に起こったすべてを神経質に気にしていて、二人の間に感覚の差違がある。

　やがて頼人は皐月を組み敷いたままの格好で、ハァ……と溜め息をついた。

「……じゃあ、俺に隠し事をしたくなくなるように、聞いてみようか？」

　いつもの温厚な表情の下に苛立ちを押し隠した頼人は、酷薄に笑ってから皐月の背中に手を回し、ぷつんとブラジャーのホックを外した。

　皐月は真っ赤になるものの、抵抗はしない。

　自分は頼人に嘘をついていないし、隠し事をしているつもりもない。

　頼人はもっと大きな事件があったと思い込んでいる。それなのに現実に〝起こっていない事〟を話せない。それを頼人に「本当は話すべき事があるのに、黙っている」と思われているのが歯がゆく、けれど説明のしようがない。

　最終的に彼が自分を抱く事で納得するなら、それを受け入れようと思った。

　頼人が今ムシャクシャしているのも分かるつもりだが、彼ならこういう時でも自分を乱暴に抱くなどないと信じている。

　加えて、単純に頼人に触れられるのだと思うと嬉しかった。

　井之内に会って動揺し、頼人の熱に攫われてすべてを忘れて安心したいという気持ちもある。

「……それで、気が済むなら」 

　なので、こう答えた。

「分かった」

　低く呟いた頼人は、皐月をヒョイッと抱きかかえて例のベッドルームに連れて行った。

「……ずっと思っていたんですが、社長。隠し部屋にベッドルームがあるって、ちょっとエッチですよね」

　ベッドの上に下ろされて押し倒され、皐月は雰囲気を和ませるために冗談めかして言う。

　頼人は皐月の服が皺にならないように、クローゼットのハンガーに掛けてくれた。

「分かってくれてると思うけど、エッチな用途のためじゃないからな？　会社が大きいだけあって、社長っていっても割と重労働で、結構疲れる。秘書に言って十五分ぐらい寝かせてもらう事があるけど、デスクに突っ伏すよりはちゃんと仰向けになったほうが、あとのパフォーマンスが良くなると思って、数年前にリフォームをした」

「ふふ、そうだろうとは思っていましたけど」

　あっという間に一糸まとわぬ姿にされた皐月は、相変わらず重量感のある胸を両手で隠し、頼人が服を脱ぐのを待つ。

　頼人の顔を見て彼の声を聞き、唇を味わって、もう先ほどまでの恐怖は消え去っている気がした。

　あのあと井之内がどう考えたか分からない。だが皐月がはったりをかました内容はまったくの嘘ではない。頼人だって何らかの手を打ってくれているはずだし、頼りっきりなのは申し訳ないが、このままではないと信じている。

　幸福感を思い出した皐月は、反動でいつもより無意識に頼人に甘えていた。

「テレビや映画を見る設備があるのは理解しましたが、まるでもう一つの家みたいですね」

「仕事が終わったあとに少し放心する事が多くて、寛げるようにした。最近はないけど、一日の重労働が終わったあとに、あの家に一人で帰るのが少し嫌だったんだ」

「あぁ……」

　広々としたマンションを思い出し、確かに誰も居ないあの家に一人で帰るのは寂しいかもしれない、と皐月は同意する。

　服を脱いだ頼人はベッドの上に膝を載せ、皐月の体の横に避妊具を置く。

「今は皐月がいてくれるから、家に帰るのが楽しみだよ」

　手でスルリと皐月の頬を撫で、頼人は優しいキスを落としてきた。

「ん……。なら、嬉しい……です」

「皐月が作ってくれる家庭料理の味も、とても好きだ」

「ありがとうございます」

「生活の中に皐月の香りがするのも嬉しい。君が側にいてくれるって、匂いだけでも実感する事ができる」

「嬉しいです」

　言葉通り嬉しく思いながらも、皐月は切なさに胸の奥を疼かせる。

　表向きどれだけ頼人が好意を寄せてくれても、しょせんは〝ごっこ〟だ。その空しさを分かっているからこそ、甘い言葉の端々に苦みを覚える。

「皐月が使っている香水、好きだよ。仕事の時はボディクリームだけにしているけど、こうやって肌から直に香りを嗅ぐと、甘い果実の香りがする」

　皐月の胸の谷間に顔を寄せ、頼人はスンッと匂いを嗅ぐ。

　胸を隠している皐月の手を優しくどけ、頼人は彼女のまろやかな双丘に頬ずりをした。

　そして執拗に乳首を舐め始めた頼人は、両手の指を皐月の乳房に埋め、その柔らかさと肉感を堪能している。

「頼人さんって巨乳好きなんですか？」

　小さく喘ぎながら尋ねると、彼は顔を上げてクシャッと笑った。

「皐月の胸だから好きだ。皐月に出会って目覚めたかな」

（～～～～っ、もう……）

　その笑顔が心臓に悪く、皐月はドギマギとしながら頼人の愛撫を受ける。

　入念に胸を愛撫されたあと、もうたっぷりと潤った場所に彼の指が這う。

「ぁ……、ん……」

　何度か泥濘で指先を遊ばせたあと、頼人は迷わずに蜜口に指を挿し入れてきた。

「んぅーっ、ぁあ……、あ……っ」

　頼人に抱かれる悦びを覚えている体は、いやらしい蜜を垂らしながらすぐに彼の指を頬張る。グチュッグチュッと蜜を攪拌させる音を立て、皐月のそこはぴったりと頼人の指に吸い付いていた。

「皐月って濡れやすいのか？　すぐトロトロになって……凄くいやらしい」

　チュッチュッと首筋にキスをしていた頼人が、耳元で低く囁いてくる。

「っやぁ、ン！　……っそんな……っ、ない、……ですっ。頼人さんが……っ、上手、だから……っ」

　細く途切れそうになる声を堪え、皐月はなんとか彼に伝える。

「初めて抱いた時は丁寧に愛撫したけど、最近はキスをしただけですぐ濡らしてるじゃないか。俺のキスや愛撫がいいって、……自惚れてもいいのか？」

　ちゅぴ、と耳たぶをしゃぶられ、耳孔に彼の吐息が吹き掛かって皐月は身悶えする。

「あぁあん……っ、ん！　よ、頼人さんじゃないとこんなに、……っ、ならな、ぃ、です……っ。よりとさん、だから……っ、ぁ、————あぁっ」

　彼が求めた答えを口にしているというのに、すでに下りてきている子宮口をグッと押され、一際甘い声が漏れた。

　そのままヌチュグチュと弱点を擦られ、皐月はもう言葉を発せなくなる。

「んぅっ、あぁああぁ……っ、やぁああ……っ、きもち、きもち、の……っ」

　両手で頼人の手首を掴んでいやいやと首を振っていたが、不意に親指で肉芽を弾かれ、皐月は思いきり息を吸い込むと激しくいきんで絶頂した。

「もう一本指を入れるよ」

　完全にスイッチの入った頼人は、支配者の笑みを浮かべ、ぐぷっと皐月の蜜口に太い指をねじ込む。

「あぁああ……っ」

　指を入れるという行為を、皐月は割と軽く考えていた。

　井之内は愛撫にそれほど時間をかけなかったし、彼の行為はすべて痛かった。

　自分で指を入れてみた事はあっても、細くて短い指ではさして快楽を拾えず、皐月はいつも肉芽のみで軽い波を覚えて満足していた。

　だが頼人に愛されるようになり、彼の太くて長い指を覚えてしまった。

　パッと見はスラリとした美しい指をしているのに、皐月の手と並べてみると指の一本一本が太く長い。頼人は一般的な男性より手が大きめなのだと思う。

　それが一本でも蜜口に入ればお腹一杯と思うのに、二本も入ってナカで自由に暴れられた日には、気持ちよさのあまり正気を失ってしまう。

「はぁ……っ、はぁ、————ン！　あぁああ……っ、あぁーっ、んぁあ……っ」

　頼人は井之内のように、指を派手に前後させればいいという愛撫はしない。

　指を奥まで挿し入れたまま、皐月の感じる場所をじっくり探り、そこを執拗に、けれど優しく擦ってはトントンと打ってくる。

　気が付けば体の深部に熱と深い悦楽が蓄積され、限界を超えた時に大きな波となって皐月を襲う。

　時に男根のようにズップズップと挿し入れされる事もあり、忘れた頃に敏感な肉芽を親指で弾かれ、蜜まみれになったそこをヌチュヌチュと指の腹でいじめられれば、もう堪らない。

「達く……っ、達く、達っちゃう……っ、の、ぁ、……っあぁっ」

　皐月は秘部を蜜でびしょ濡れにし、両手で頼人の手首を押さえたまま、のたうち回る。

「皐月？　話してくれる？」

　頼人は何回も皐月の胸にキスをし、いやらしく舌を出してレロォ……と乳輪の周りを舐め回しながら、一度は断られた問いを繰り返してくる。

「や……っ、——なんも、ない……っ、ですっ」

　今まで何度かのセックスで、頼人は皐月の胸を執拗に愛し、乳首だけでも敏感に感じるように躾けてきた。

　これまで胸は大きいだけで感じる場所ではないと思っていたのに、頼人の指や舌が乳房を這うだけで体がゾクゾクし、乳暈付近に触れられると焦れて堪らなくなる。

「そうか。じゃあ、もっとお仕置きをしないとな？」

　勃起した乳首を舐め、吸われて、または爪で優しく先端をカリカリと引っかかれると、もしかしたら乳首だけでも達する事ができるのでは、と思うほど感じ入ってしまう。

「あぁああ、あぁああ……っ、きもち、の……っ、頼人さん……っ」

　皐月は涙を零しながらガクガクと体を震わせる。

　そのまま膣肉でキュウッと頼人の指を締め付け、ここが会社である事も忘れてそれは淫らに達してみせた。

「……はぁ……、あぁ……あ……」

　脱力した皐月はぼんやりと天井を見上げ、頼人が避妊具をつける気配に耳を澄ませる。

「皐月、立てるか？」

　頼人に顔を覗き込まれ、皐月は気だるいながらも何とか体を起こす。

「お尻を上げて」

　取らされたポーズは、ベッドマットに両手をついてのバックスタイルだ。

　恥ずかしくて腰が引けたまま背中を丸めていると、頼人が亀頭を蜜口に押し当ててきた。

「ぅん……っ」

　愛しい形を感じて思わずお尻を押しつけると、頼人が笑う気配がし、尻たぶを両手で撫で回された。

「入れるよ」

「は……ぃ」

　ドキドキと胸を高鳴らせ待っていると、ヌプッと頼人の亀頭が蜜口を押し入り、すぐに浅い場所を擦り立てられた。

「あ……っ、あ！　ぅ、あ……っ」

　奥まで突いてほしいのにもどかしい挿入を繰り返され、皐月は不満げな声を上げながら自ら腰を前後に動かす。

　けれどグッとお尻を突き出しても、頼人はわざと腰を引き奥まで挿入してくれない。

「皐月？　どうしても言ってくれない？」

「うぅーっ……。だ……だから……っ、何も、ない……」

　望むものが得られずにもだもだと体を揺すると、頼人は溜め息混じりに笑い、皐月の頭を撫でてきた。

「分かったよ。もう聞かない」

（ごめんなさい……）

　後ろを向いているからこそ、皐月は眉を寄せ切ない表情をする。

　彼が心配してくれているのは分かるのだが、起こった出来事すべてを話すほどの事ではない。会話の一言一句まで伝えては、逆に頼人の迷惑になると思っていた。

　唇だけで「よりとさん、すき。ごめんなさい」と呟き、涙を堪えるようにギュッと目を閉じた。

　が、頼人が皐月の腰をしっかり掴んだかと思うと、いきなりズプンッと奥まで突き上げてきて、皐月は甘ったるい悲鳴を上げた。

「んぁああぁん……っ！」

　頼人はグッグッと何度も子宮口を突き上げたあと、ズルル……と肉棒を引き抜いて、バチュンッと、またお尻と腰がぶつかるまで深く屹立を突き入れた。

「あぁあああぁ……っ、んあぁあああぁ……っ」

　本能の声を上げ、皐月は自ら貪婪に腰を振り立てる。

「気持ちいい」が心のすべてを支配し、あとはもう何も考えられなくなってしまった。

　バチュバチュと凄まじい音を立てて頼人が腰を叩きつけ、その振動に皐月の大ぶりな乳房が激しく揺れる。

「あぁ……。やらしい……」

　頼人がうめくように言い、背後から皐月の乳房を鷲掴みにしてきた。

「んンっ！　あぁあああ……っ」

　指でコリコリと乳首をこよられ、先端の少しへこんだ場所を爪で引っかかれる。胸からの刺激は掻痒感となり、それを発散すべく皐月は腰をくねらせ、結果的に頼人の肉棒を深くまで受け入れる事になった。

　ズンズンと体の奥深くまで肉の楔を突き入れられ、内臓すらも押し上げられそうな行為だというのに、皐月はひどく感じ入る。

「んぁああ……っ、より、と、……っさん……っ」

　両方の乳首をギューッと引っ張られたあとに乳房の中に押し込められ、左右の乳房を鷲掴みにされて互い違いに暴れさせられる。

　乳房を乱暴に扱われ苦しくなるのに、胸の奥では心臓がドキドキと鳴り、さらに虐められる事を望んでいる。

　そして皐月は激しく興奮し、頼人をさらに蜜壷で締め付けるのだった。

「はぁ……っ、皐月。凄い締まるよ。こんなに乱暴にされて感じているのか？　いやらしいな。可愛くて堪らない」

　頼人は踵を上げて皐月の膣奥を突き上げ、子宮口と亀頭をキスさせたままブチュブチュと音を立てて小刻みに腰を押しつける。

「はぁあああぁ……っ、あぁあああ……っ、ふか、深い……っ、んあぁあああっ」

　口端からタラリと涎が垂れそうになるのを必死に堪えていると、頼人の手がスッと移動して皐月の弱点——肉芽をヌチュヌチュと擦ってきた。

「いやぁあああ……っ、だめっ、だめっ、そこ駄目……っ！」

　あまりの快楽に皐月は腕で体を支えられず、ベッドに突っ伏した。

　腰だけを高く上げたポーズになった皐月を、頼人は背後から縦横無尽に突き上げる。

「っっ……!!　んーっ！　んぅぅうううぅ……っ！」

　くぐもった声で悲鳴を上げ、皐月は脚をガクガクと震わせた。

　腰を上げているのも辛くなり、皐月は中途半端に膝を折った姿でシーツに涎を垂らす。

　きちんとベッドメイクされてピンと張っていたシーツも、今ではグチャグチャに皺が寄っている。

「んぅーっ、あぁあああ……っ、より、と……さん……っ」

　悩ましく唸る皐月に覆い被さり、頼人は体を密着させ耳元に囁いてきた。

「好きだよ、皐月」

「っ…………！」

　——あり得ない！

　その瞬間、皐月は〝自分たちは契約をしている〟という〝現実〟を思い出し、冷水を浴びせられたかのような心地になった。

　ショックと言ってもいい状態で蜜壷がキュッと締まり、頼人が「あぁ……」と気持ちよさそうに呻くのが聞こえる。

（私……は……）

　ポトッとシーツに涙が落ち、上質な布地に吸い込まれていく。

　その涙を知らず、頼人は最後の仕上げと言わんばかりにガツガツと腰を叩き込んできた。

「あんっ！　あ、あ、あ、あ、……っんっ、あぁああっ」

　体を激しく揺さぶられて声が漏れ、皐月は泣き出しそうな顔をシーツに伏せて喘ぐ。

（好き……っ、頼人さん、私は本当にあなたが好きなの……っ）

　灼熱の肉棒に体の深部まで掻き回され、皐月は白い肢体を震わせて感じ抜く。

「っあぁ……っ」

　やがて頼人は耐えきれず声を漏らしたかと思うと、ずんっと皐月を最奥まで貫いてから体を密着させ、耳元で荒い呼吸を繰り返す。

（あ……。達ってる……）

　体内で頼人の肉棒が大きく膨らみ、ビクッビクッと震えては跳ねている。

　皐月は目を閉じて、避妊具がなければ……と考えてみる。

（その時は、頼人さんは責任を感じて結婚してくれるのかな）

「あん……っ、あ……」

　何度かしつこく腰を押しつけられて声を漏らしつつ、皐月はポトポトとシーツに涙を零す。

（こんな事、考えたら駄目。契約なんでしょう？　頼人さんは最初からそのつもりで私に頼んでくれたんだから。彼の事が好きとか、結婚してほしいとか、そういう事を考えたら、頼人さんが苦手とする他の女性と同じになるじゃない）

　自分を叱り飛ばし、頼人と一緒にベッドに倒れ込んだ皐月は荒い呼吸を繰り返す。

「皐月……」

　繋がったまま頼人が皐月の乳房を揉み、「気持ちいいな。ずっと触っていたい」と呟く。

「……私の胸でいいなら、ずっと触っていてもいいですよ」

　いつものように優しく応え、その言葉の中にも自分の願望が込められているようで、皐月は微かに顔をしかめる。

（頼人さんを好きだって気づいてから、自己嫌悪ばっかりだ。人を好きになるって、もっとキラキラした感情になると思っていたけど思っていたけど……）

　頼人からのメッセージを読み返してニヤつく事はあるし、彼を想ってジタバタ身悶えしたくなる時もある。だがその根底にあるのは不純な気持ちだ。

　肌を重ねた時の事を思い出しても、頼人の寵愛を欲している自分の身勝手さを実感する。

（ずっと〝ごっこ〟をしていたいなんて、無理なのに……）

　頼人の体温を感じながら、目を閉じる。

　幼稚園時代にしていたおままごとは楽しかったけれど、友達と遊ぶ時間が終わるのが心底嫌だった。

　ずっと大好きな友達と遊んで、かりそめの役を演じていたかった。

　けれど遊びの時間は必ず終わり、〝現実〟がくる。

「皐月、大丈夫か？」

　相変わらず皐月の胸をポヨポヨと手で弄んだまま、頼人が尋ねてくる。

　皐月は目を開き、「現実に戻らなくては」と自分に言い聞かせた。

「はい、すぐ立てるかは分かりませんが、少し休めば食事に行けると思います」

　なるべく冷静に応えると、頼人は頬にチュッとキスをしてきた。

「そうか。奥に狭いけどユニットバスがあるから、シャワーを浴びておいで」

「タオルはありますか？」

「洗面所に洗濯機とか一通り揃っているから、自由に使っていいよ」

「分かりました」

　そこまで会話が終わると、頼人はぐぷっと屹立を引き抜いた。

「…………っ」

　体内にみっちりと詰まっていた物を失い、皐月は体を震わせる。

　緩慢に起き上がろうとしたが、頼人が「待って」と言ってベッドサイドにあったティッシュを数枚引き抜き、皐月の秘部を拭ってきた。

「やっ……、ちょ、そ、そんなの一人でできますから……っ」

　まるで子供の面倒をみるようにされ、皐月は恥ずかしくて脚を閉じる。

「汚したのは俺だから、責任を持って綺麗にしないと。皐月の面倒なら、喜んでみるよ？」

「……もう……」

　むくれた皐月を見て頼人は悪戯っぽく笑い、クローゼットからバスローブを出して皐月の体にかけた。

「行っておいで。洗面所には皐月がいつも家で使ってる、基礎化粧品やボディケア用品も用意してあるから」

「いつの間に!?」

　あまりに用意が良すぎるので思わず突っ込むと、頼人は人の喰えない笑みを浮かべる。

「いつ何があってもいいように、って用意しておいただけだよ」

「……そうですか……」

（前々から、ここでする事も考えていたのかな？）

　まだ腰は怠いが、歩けないというほどではない。

　ゆっくり歩いてバスルームまで行くと、皐月はありがたく汗と秘部のぬるつきを流した。

　

　支度を終えて会社を出ると、そのまま二人は銀座にあるすき焼き割烹に向かった。

　全個室で高級感溢れる店に入り、皐月は皿の上に綺麗に並べられたサシ入りの肉を見て緊張していた。だが女将がすき焼きを作ってくれる手際に見入り、三人で会話を弾ませているうちに緊張も薄れていった。

「あんな大きくて立派なお肉ですき焼きを食べるの、初めてでした」

　食後に果実酒をちびちび舐めながら微笑むと、頼人も嬉しそうにしてくれる。

「良かった。これから皐月には、もっと色んな美味い物を食べさせてあげよう」

「……嬉しいです」

〝これから〟が〝いつまで〟の話なのか分からず、皐月は表向き普通に微笑んだまま、心の中では溜め息をつく。

「それで話なんだけど、再来週の週末に両親に合わせたいと思っている。俺からはすでに『お付き合いをしている人がいる』と伝えてあって、『ぜひ会いたい』と言われているんだ」

　いきなり重要な事を言われ、皐月は急に緊張する。

「は、はい。肝心のお役目ですね？」

　掘りごたつに座っていた背筋をピッと伸ばした皐月を見て、頼人は穏やかに笑う。

「そんなに緊張しなくていいよ。うちの両親は社会的地位のある人かもしれないけど、一個人としては普通に優しい人だ。母は娘がいない人だし、皐月を気に入ったら本当の娘みたいに扱ってくれるんじゃないかな」

「……婚約者役として気に入って頂けたらいいのですが……」

　皐月の言葉に彼は「そうだな……」と微笑んで日本酒を口にした。

「会うためのレストランは、和食会席の店を予約してある」

「あの、着る物はどうしたらいいでしょうか？　着物……とかちゃんと着たほうがいいんでしょうか？」

「ああ、以前に呉服屋で着物や帯とか色々買っただろう？　連絡をしたら人が来てくれると思うから、場に相応しい着物や帯を組み合わせてもらって、着付けてもらえばいい」

「分かりました。着物は着慣れていませんが、精一杯おしとやかに振る舞ってみます」

　気合いを入れて頷いた皐月を見て、頼人は笑いながら首を左右に振る。

「だからそんなに緊張しなくていいよ。両親だって、俺の相手を〝普段から着物を着慣れているお嬢さん〟と思っていない。羽目さえ外さず普通にしていれば、十分だよ」

　そう言われるものの、頼人のように大企業の社長をしている人の婚約者なら、相応に上品でお淑やかでなければ、認めてもらえないのでは……と心配になる。

　そんな皐月をよそに、頼人は穏やかに微笑みながら猪口を傾けていた。
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　頼人の両親と会ったのは、十二月半ばの土曜日だ。

　日本橋にある和食会席の店の個室で、宝尽くしの附け下げに亀甲紋の帯を締めた皐月は、ガチガチに緊張して頼人によく似た、柔和で美形の両親を前にしていた。

「本当に皐月さんは可愛いお嬢さんね。今日はご両親はいらっしゃらないの？」

　相応の年齢なのだろうが、美魔女と言っていい美貌を誇る母・美み春はるに尋ねられ、皐月は泣き出しそうになる。

　両親もなにも、自分は偽の婚約者なのでそこまで話が行き届いていない。

　それをカバーすべく頼人がにこやかに対応した。

「母さんが『早く会わせろ』とうるさいから、場を用意したんじゃないですか。本来ならもっと正式に、彼女のご両親にもご挨拶をした上で食事をするはずだったのに」

（そこまでは対応できません！　頼人さん）

　皐月は内心悲鳴を上げ、高価そうな着物を汚さないように先付を上品に食べる。

　目の前にあるのは見るも楽しい趣向を凝らした、芸術品のような先付たちで、美味しいはずなのに皐月は味を全然感じられないほど緊張している。

　饅頭菊の江戸小紋に唐草模様の帯を締めた美春は、「そんな言い方をしなくてもいいじゃない」と息子を軽く睨む。

「でも頼人がやっと女の子を好きになってくれたようで、安心したわ。ね、あなた」

「そうだな。有名企業のお嬢さんを紹介すると言っても、『用事がある』『忙しい』で避け続けた頼人が、よく自分で女性を見つけてきたものだ。忙しいなら出会う間もないはずなのにな？　ずいぶん意気投合したようだ」

　まるでこちらの事情を分かっているような口ぶりで言われ、皐月の心臓がドッキーン！　と跳ね上がる。

　皐月はシャインマスカットと干し無花果、白和えと松の実が入った、一口大の最中を囓ったまま固まる。それを見て頼人が「んンっ」と咳払いをして皐月に注意を促した。

「映画という共通の趣味があって意気投合したんです。出会いは社内パーティーでした。な？　皐月」

「は、はい。私もとても映画が好きで、頼人さんと好きな映画の傾向も似ていたんです」

　事前に打ち合わせをした設定半分、事実を半分にした話に、皐月はにっこりと微笑んだ。

　ある程度の事は捏造できたとしても、共通項も作っておかなければ、どこかで話が破綻する。その点が、頼人いわく「すべてが〝嘘〟の女優を雇うより、〝半分本当〟の皐月を相手にする理由」らしい。

　頼人は多忙な人で、外に出て接待で女性と接する事があっても、それ以上の仲にならない。

　仲を深めようとしても頼人にあまり時間がなく、興味を持った女性をより深く知る事ができないらしい。

　皐月のように同棲してしまえば相手を知る事もできるが、下心を持っているかもしれない女性を安易に家に招き入れられない。

　頼人の警戒心が高いからこそ、彼は今まで女性に対して清廉な身であったらしい。

「そうなのね。確かに頼人は部屋にたくさん映画のコレクションがあったわね。マンションにもまた増やしてるの？」

　美春の言葉を聞いて、皐月は頼人の実家にも大量の映画コレクションがあるだろう事を察した。

「そんなに増えてませんよ。増えすぎた分は自分で倉庫を借りているので、あまりその件については触れないでください」

　母親に対して少しうんざりしたように言う頼人は、いつも見せない〝息子〟としての顔を見せてくれる。それが新鮮で皐月は少し嬉しくなった。

（頼人さんでも、好きな物のコレクションが増えて、親にうるさく言われていたとかあったんだな……）

　完璧な理想の男性だと思っていたので、親近感が湧く。

「皐月さんも映画のパンフレットとかグッズを集めているの？」

　美春に尋ねられ、皐月は控えめに笑う。

「私はコレクションしたいと思っても……その、家にスペースがなかったので、厳選した物を手元に置いてあります」

「まぁ、そうなの？　ならこれから頼人の家に、皐月さんの好きな映画もどんどん置けばいいわ。二人とも好きな物が似ているなら幸いだし、被っていない所があっても、新しい刺激になるかもしれないわ」

　好意的な美春の意見に感謝し、皐月は「そうですね」と頷く。

（思っていたよりずっと好意的で助かったな。本当はもっとこう……、『よくもうちの息子をたぶらかしたわね！』って言われるかと思ってた）

　その後も楽しい会話をしつつ会席料理が進み、豪華な造りの盛り合わせや煮物、焼き物と食べたあとに、白餡や胡麻など和風の食材で作った洋風デザートを楽しみ、食事会はお開きになった。

「じゃあ、今度会う時は皐月さんのご両親も一緒の時ね」

　帰り際、美春は嬉しそうに言い、両手で皐月の手を握ってくる。

「は……はい……。今日、両親は地方にいるため、大変失礼致しました」

　笑顔で答えるも、その声は半ば強張っている。

　ここまで話を進めておいて、後戻りできるのだろうか？　という所まできている。

（本当に大丈夫なのかな？　こんなにお話してもらって好感触で、裏切る事になったら……さすがに私もつらい……）

　未来の嫁という目で見られ、皐月は罪悪感に駆られながらも精一杯笑顔で対応する。

「頼人。なるべくうるさい事は言いたくないけど、結婚するつもりなら、指輪でも早く贈ってあげなさいな。『結婚するつもりです』って紹介されたお嬢さんの指に、婚約指輪がないのは頂けないわよ」

　美春に言われ、頼人は「すみません、その通りです」と笑う。

「皐月さん。頼人は少しぐらい大きなダイヤを買っても、大丈夫なお財布を持っています。二人でこれからジュエリーショップに行って、とびっきりいいダイヤをおねだりなさい。次に会う時はその石を私に見せてちょうだいね」

「は……い……」

　微笑んだまま固まり、皐月はプルプルと震えている。

（ダイヤモンドなんて、恐ろしくて受け取れません……っ。本当にどこまで演技を続ければいいのかな……。お二人の前でイチャイチャしていればいいと思ってたら大間違いだった）

「じゃあ、車が来たから失礼するわ。皐月さん、またね」

　美春は着物の袖を片手で押さえて手を振り、今は神月製薬工業の会長である夫と一緒に黒塗りの車に乗り、走り去っていった。

「………………つ、疲れました…………」

　車が見えなくなるまで見送った皐月は、肺から空気がなくなるのではというほど大きな溜め息をつき、頼人に助けを求める目を向ける。

「お疲れ様。じゃあ、疲れているところを悪いけど、母の言う通り宝石店に行こうか。好みのブランドとかはあるか？　俺としては誰が見ても納得するレベルの物を贈りたいと思っているけど」

「ちょ……！　ちょ、待ってくださ……!?　ゆ、指輪！　指輪ですよ？　ダイヤモンドの。宝石のついた指輪です。安くない！　高いお買い物！」

　混乱のあまり、皐月の言葉は最後の方は片言になってしまう。

　それを聞いて頼人は「ぶふっ」と噴き出し、クツクツと笑いながら自分たちの車を呼ぶ。

　運転手への連絡が終わったあと、頼人は目線を皐月に合わせて言い聞かせてくる。

「婚約者役は最後までしてくれるんだろう？」

「は、はい」

「それには指輪も必要だ。だから買う。いいね？」

　さして理由になっていない説明をされ、皐月の頭の中はいまだ「？」で一杯になっている。

　そのまま、理解していないままの皐月は車に乗って銀座にあるジュエリーショップまで連れて行かれた。

　食事をした場所からそれほど離れていないのだが、頼人は「着物だし、履き慣れない草履で大変だから」と言って車で移動したのだ。

（ひええ……）

　ガラス張りの店構えに白い大きなアーチ。そしてアーチの中には黒い西洋風の装飾があり、門構えからして高級感が漂っている。

　アメリカに本社を置くバリー・ウェインライトと言えば、セレブ御用達のジュエリーブランドだ。

　ドアの側にスーツを着たドアボーイが立ち、二人のためにドアを開いてくれる。

　白黒タイルの床にショーケースのあるフロアが広がり、入り口すぐには二階へ上がる階段があった。

「予約をしました神月です」

　いつのまに電話をしたのか、頼人はにこやかに近付いてきた女性に挨拶をし、すぐに個室に案内される。

（指輪を買うのに個室……？）

　呆気にとられている間に個室に通され、シャンパンやチョコレートを出される。

　チョコレートが載った皿も繊細な透かし彫りのされたガラスの皿で、細部にまで一流店という雰囲気が醸し出ている。

　対応してくれたのはキリッとした顔つきの美人な女性で、主に頼人が話を進めていく。

　女性は結婚式の日取りやオーダーしてからの納期などを細かにヒアリングする。

「皐月の好きなデザインにしようと思うけど、好みのカットとかはあるか？」

「え？　カット？」

　悲しいかな、カットと言われて頭に浮かぶのは、美容室ぐらいだ。

　困り切って泣きそうな顔で首を横に振ると、頼人は「分かった」と言って女性に「スタンダードな物から、変わったデザインまで一通りお願いします」と告げた。

　そして目の前に燦然と輝くダイヤの指輪が並び、あまりの輝きに目がつぶれそうになる。

「どれが好きだ？」

「わ……分かりません……」

　まるで未知の物体を前にした猫のように怯える皐月を、頼人は「まぁまぁ」と宥めてくる。

「値段なんて考えなくていい。皐月が見て『好きだ』と思える物を選んでくれればいい」

　そう言われるものの、ダイヤモンドのカットにより輝きがどう違うなど、専門的な事は何も知らないし、皐月にとって身近な指輪と言えば、ちょっと奮発して買ったハンドメイドアクセサリーぐらいだ。

　友人が「宝石は嵌まったら奥が深いよ」と言っていたのを知っているし、買えば値段が高いのも分かっている。わざわざそんなものに嵌まらずとも、皐月は新作の映画を劇場まで見に行くだけで十分幸せな人間だった。

　それが指輪一つにつき幾らするのか分からないダイヤを前にし、怯えるなというほうが無理な話だ。

「ほ、本当に分からないんですって……」

　じり……と草履を履いた足をにじらせ、下手をすれば席を立ってしまいそうな皐月を見て、頼人は溜め息をつく。

「じゃあ、俺の好みで決めるぞ？　指に嵌めてみて慣れた頃合いになって、また新しく気に入る物を買うようにしてもいいから」

「な、なるべくお安い物で……！」

　どうせ婚約者役だし、指輪を買っても意味をなさないのは分かっている。

（お金持ちの考える事が分からない……。どうせ契約が終わったら指輪も意味がなくなってしまうのに） 

　幾ら役に指輪が必要と言っても、ダイヤの指輪が一時的に必要なら、せめてレンタルにするとか、安いダイヤにするとか、色々手がある気がする。

（〝ごっこ〟なのに全力で買い物するのかな……。さすがに価値観が違う……）

　皐月が混乱しきっている間に、頼人は彼女の手を握り、肌の色や指の細さと指輪を見比べ、選択肢を狭めていく。

　やがて三十分ほど経たずにメインとなる石と、大まかなデザインが決まった。

　今日現物を買うのではなく、これからメールのやり取りなどをして、複数のデザイン案の中から最終的な物を決め、入金してから制作し納品する……という形らしい。

　女性はさすが一流ジュエリーショップの店員だけあって、説明も理論的で頼人は感心して話を聞いていた。宝石に対する知識と情熱も強く、押しつけがましくなく、けれど丁寧に色々な事を教えてくれる。

　世界最高峰と呼ばれているバリー・ウェインライトは、最高級の石を扱っていて、ネームバリューもある事から、他のブランドより高価なようだ。

　だがそれを押してでも頼人は皐月にここの指輪を贈りたいらしい。

（いっそ〝ふり〟なら、それっぽく見えるガラスでもいいのに……。それだったら美春さんは目利きっぽいから、バレちゃうのかな）

　店を出る頃には気疲れでクタクタになり、また車に乗ってマンションに戻った皐月は、頼人に手伝われて着物を脱ぎ、倒れるように眠ってしまった。









第四章　鉄槌








　その数日後、頼人はサワキ製薬の社長と会う予定を入れていた。

　神月薬品工業が製薬業界の老舗ならば、サワキ製薬は新鋭だ。

　神月が業界の王者として君臨している関係もあり、一年に一度ほど、こうして他社の社長と挨拶がてら食事をする事がある。

　お互いライバル会社だし、製薬会社と言えば新薬の開発もあり、馴れ合いはできない。

　それでも根っこの所には医療に関係する者として、よりよい薬を提供して人々の薬に立てれば……という思いがあるのは同じだ。

　時期はまちまちだが、新年や盆、年末近くが多い。

　年の瀬も近付いて社内の忙しさも一旦収まりつつあるため、そのタイミングで最後に挨拶を……という感じで、頼人はサワキの社長に寿司懐石に誘われた。

　頼人は秘書を伴って向かうが、サワキ側は副社長とやり手のＭＲを連れてくるらしい。

　——というのも、以前サワキの社長から今回の話を持ち出された時、社長の息子である副社長と、その未来の義息子の話をされ、「それほど有能な人材なら、ぜひご紹介ください」と頼人から頼んだのだ。

　それが誰であるのか、頼人にはもう見当がついている。

　だからこそ今夜すべてを終わらせるために、本当なら顔も見たくない男に会いに行くのだ。

　それもこれも、すべて皐月のためだ。

　契約のため……と言いながらも、頼人はすっかり皐月に溺れている。

　頼人にとってはどんな女性よりも可愛い。しかも体の相性もバッチリだと思っている。

　二十六歳という年齢から、彼女の過去に男が存在したのは仕方がない。だが可能ならば皐月の記憶をどうかして、自分が彼女の初めての男になりたいとすら思っていた。

　趣味の映画の話では何時間でも話ができるし、気遣いのできる性格に助けられる事もあるし、何より皐月の笑顔を見ると疲れが飛んでいく。

　彼女が作ってくれる料理はどんな高級料理より美味しく、これからもずっと食べ続けたいと思っている。

　今後の自分に彼女の存在は欠かせない。

　だから今夜の会食で、邪魔者を消す事を決めていた。

　

　夜になり約束した銀座の寿司屋に向かうと、すでに先方が待機していた。

「どうも、神月社長。今日はお運びありがとうございます」

　サワキの社長は頼人から見れば祖父ぐらいの年齢に当たる人で、タヌキのような印象の、柔和でありながら喰えない人だ。

　その息子も穏やかそうな顔つきでありつつも、社内では時により厳しい面を見せるという噂も聞く。

（それで……。噂の〝井之内さん〟がこの彼か）

　頼人は社長から順番に握手をし、自分と同じくらいの年齢の男性に微笑む。

　緊張した顔をしている彼は、確かに背が高く顔つきも整っている部類だ。ＭＲとしての成績がいいというのも、その笑顔と話術も関係しているのかもしれない。

「初めまして、神月社長。井之内武たけしと申します」

　握手を求められ、頼人は「初めまして」と微笑み井之内の手を握った。

　個室に入ってあらかじめ予約していた懐石コースを頼み、料理をつつきながらの会話が始まる。

　ウニの食べ比べや、看板メニューとも言える高級魚の煮付けなどを食べ、最後に上等な寿司を頂く。

　話題は今年の製薬業界に関する話題から始まり、徐々にプライベートな話に移行していく。年末年始も迫りクリスマスもあともう少しという会話になったところで、食後の日本酒を飲んでいい気分になった副社長が井之内を推してきた。

「井之内くんはうちのエースなんですよ。難しいと噂の病院でも、結果を取ってきてくれる頼もしい人材でして。聞けば大学時代から成績も良く人望もあったようで、そういう人は社会に出ても結果を残すんでしょうかね」

　酒で赤くなった顔でご機嫌に笑った副社長は、隣に座っている井之内の背中を叩いて笑う。井之内もまんざらではない顔をし、彼に新たに酌をしていた。

（関係性が分かりやすくてありがたい）

　同じペースで酒を飲んでいても一向に顔色を変えていない頼人は、上品に微笑んだまま口を開く。

「それはそうと、今日連れて来てくださった井之内くんについて、重大な発表があると聞き及びましたが？」

　頼人の問いに、社長も副社長もいい笑顔になった。

「実はうちの孫娘を、この井之内くんの嫁に……と考えておりまして。今日は老舗である神月さんにも、将来的にサワキの顔になるかもしれない井之内くんの顔を覚えておいて頂いたら……と思いまして」

「ほう、それはいいお話を聞きました。井之内くんはさぞ魅力的な人のようですね？」

　ご機嫌に言う社長に相槌を打ち、頼人は話の続きを促す。

「そうですとも。今も言いました通り優秀な人材ですし、好青年で正直な上に気が利きます。娘にも誠意を持って付き合ってくれているようで、今どき珍しく結婚するまではそういう事もしないと約束しているのだとか。いやぁ、うちの娘ほど美人な子に対してそこまで我慢がきくというのも、今どき見上げた根性だと思いまして」

「そうですか、それは素敵な絆ですね。結婚式の日取りももうお決まりですか？」

「ええ。うちの娘も乙女チックな所がありまして、ジューンブライドがいいと言っていますから、来年の六月には……と思っております」

　にこやかに笑う社長と副社長は、本当に嬉しそうだ。

　そんな二人に対し、頼人は自分の事を話題にした。

「実は私も現在、結婚を考えている女性がいるんです」

「ほう!?　それは初耳です。神月社長のように美男子で社会的地位もあって……というお方なら、女性も放っておかないだろうと我々も言っていたところなんです。しかし女性関係の噂をまったく耳にせず、一時はうちの孫を……とも思っていましたが」

　社長の言葉に頼人は緩く首を左右に振り、井之内を見つめてこれ以上なく完璧に微笑んだ。

「私の婚約者の名前は、雨宮皐月さんと言います」

「！」

　一瞬にして井之内は顔色を変え、表情を強張らせた。だが横並びに座っている社長と副社長は気づいていない。

　頼人は目の奥に冷たい光を宿し、井之内をひたと見据えて唇だけで綺麗に笑ってみせた。

「偶然にも、皐月から聞いたところ、彼女の元彼が井之内くんだったとか」

「ち……っ、ちが……っ」

「え……？」

「それは……」

　ポカンとした顔の二人は、そこで改めて井之内を見た。

　ピクピクと下目蓋を痙攣させ、顔を歪めている井之内は、好青年の仮面を剥がれたかのように思える。

「それで……。これはサワキさんにはまったく恨みなどなく、個人的な感情から申し上げたい事なのですが、お二人とも井之内くんはおやめになったほうが宜しい」

　冷静な声で言い、頼人はポケットからスマホを取り出す。

「な、何ですって？　神月さん……」

　状況が分かっていない二人の前で、頼人はまったく感情の窺えない表情になり、液晶画面をタップした。

『俺、今会社の社長令嬢と付き合ってるんだけどさぁ、正直美人と言いがたい上に体が貧相で、満足できないんだよ。たっぷり舐めて奉仕してやっても、俺のが大きすぎるのか、突っ込んでも満足に動かせやしねぇ。他にも合コンでお持ち帰りしたキープの女が複数いるけど、お前ほどの巨乳はいない。お前は俺に弱みを握られる隙だらけの馬鹿だ。でもそのいやらしい巨乳だけは、長所だと思うぞ？　俺とも体の相性がいいよな？　さんざん啼かせてやっただろう？』

　スマホから再生されたのは、多少のノイズは入っているがハッキリと井之内の声と分かるものだ。

「ちっ……違います！　社長！　僕は！」

「黙りたまえ！　……神月さん、この音声は？」

　蒼白になった井之内を、サワキの社長が今までの雰囲気を一変させて怒鳴りつける。 

　押し殺した問いかけに、頼人はうっすら微笑んだまま答えた。

「これは皐月に持たせてあるレコーダーが拾った音声です。彼女が井之内くんに会った時、録音したものです」

　そう言ってから、頼人はもう一件の音声を再生させる。

『俺に弱みを握られてる頭の弱い女は大勢いるし、ネタになるデータは沢山あるけど、俺が一番ヤリたいって思ってるのはお前なんだよ。俺に気に入られて光栄だろ？　お前だって俺の事を『好き』って言ってたよな？』

　そこまで再生された音声は、頼人がまたスマホをタップした事でプツッと切れる。

　——あとに残されたのは、どうにもならない沈黙だ。

　井之内はガタガタと震えて俯き、サワキの社長も副社長も酒だけでなく顔を真っ赤にさせて激怒していた。

「……井之内くん。君は私の娘の事を〝不細工で貧相な体〟だと？」

「い……っ、いえ……っ」

「『結婚するまでは清い関係でいたいです』と言ったのも嘘だったんだな？」

　低く震えた声は、信じていた者に裏切られ、何より大切に育てた娘を侮辱され、汚された父親の怒りが滲んでいる。

「君は嘘をついて孫を騙しただけではない。どうやら複数の女性と肉体関係を結んだ上で、女性の弱みとなる〝データ〟で脅してるようだな？」

　静かすぎる社長の言葉を聞いて、とうとう井之内はバッと椅子から転がり落ちて床の上で土下座をした。

「違いますっ！　違うんですっ！　どうか僕を信じてくださいっ！」

　情けない悲鳴を耳にした頼人は、静かに息をつく。

（謝罪を求めていたが、どうもスッキリしないな。こんな小物が地べたに這いつくばる様を見ても、何も心に響かない）

　頼人は乾ききった目を井之内に向け、冷笑した。

「皐月は井之内くんからリベンジポルノで脅迫されていました。私は皐月の婚約者として、井之内くんを訴えさせて頂きます」

「な……っ、なん……っ。そ、その音声が百歩譲って僕の声に似た男のものだとして、皐月に向けられたものだってなぜ言えるんですか！」

　この時点で井之内は音声の声が自分に似ていると認め、皐月の事も呼び捨てにし、彼女と知り合いだと自白している。

　自分がボロを出しているのも気づかず、井之内はなんとか逃げようとしていた。

「これに見覚えは？」

　微笑んだ頼人がポケットから取りだしたのは、ボルドーのフワフワとしたチャームだ。

「あ……っ」

　見覚えがあったのか、井之内は驚愕した表情のまま固まる。

「このチャームは私が皐月にプレゼントした物です。〝何か〟があった時、この金色のリボンを押すよう言っています。そうすると、チャームの中に仕込んだボイスレコーダーの録音ボタンが押される仕組みになっています。あとは私が理由をつけて皐月から回収し、中の音声データからノイズを取り、スマホに転送するのみ」

「…………っ」

　まさか井之内も、ただのチャームと思っていた物の中にボイスレコーダーが入っていたとは思わないだろう。

「この音声を聞いて、私は精神的ショックを受けました。結婚しようと思い、心から愛している婚約者がいまだ別れきれていない男に強請られ、人前で辱めを受けていたとは……。その分、しっかりと金額に上乗せさせて頂きます」

　頼人は瞳の奥に強い光を湛え、震えが走るほどの美貌で凄艶に笑ってみせる。

　床に膝を付けたままの井之内は、助けを求めるようにサワキの社長と副社長を見た。

　だが二人の怒りの表情を見て、井之内はガクガクと大きく震えたあとに、「うわぁあああぁあっ!!」と悲鳴を上げ、個室の外へ逃げ出した。

　だが——。

「ぐえっ！」

　個室の引き戸を開けて外に出た瞬間、待機していた高住に胸ぐらを掴まれ、脚を払われて投げ飛ばされた。

　硬い床に叩きつけられて潰れた蛙のような声を出した井之内を見て、頼人は嘘っぽい笑みを浮かべて拍手をする。

「今綺麗に投げられましたね。体の軌道が綺麗でした。まるで獅子の太い前足に殴られた、哀れな小動物のようでしたよ」

　パンパンと乾いた音が響き、井之内は自分を見下ろす絶対的な王者の美麗な顔を見て——、絶望した表情のまま〝終わり〟を悟った。

　

　その後、もちろん会食はお開きになり、自社の社員の不始末は自社で……という事で、井之内の身柄はサワキの二人が引き取った。

　サワキの社長は、井之内を自分と副社長、孫娘に謝罪をさせたあと、頼人と皐月にも謝罪させると約束した。その後、残る女性たちの問題を解決させるために、警察に突き出すつもりだと言っていた。

　それに対し頼人は、「井之内くんの汚い顔はもう二度と見たくありませんので、あとは弁護士任せます」と伝えておいた。

　これで井之内のスマホや会社のパソコン、自宅にある機器も調べられ、皐月がデータの心配をする事もなくなる。

　だがそうなる前にはデータを検められなければいけない。頼人は警察関係の知り合いに話をし、データを検める警察職員は女性に担当してもらうよう頼んだ。

　クリスマスをあと数日にした日の事だったが、頼人の心には胸くそ悪い事件が残る。

　最初から井之内と皐月の関係は知っていたが、汚いものを直接目にし、自分の耳で聞くと不快感が募る。

　会社の隠し部屋で皐月と愛し合った時も、彼女は井之内に街中で恫喝されたあとだった。

　何かがあったのを必死に隠していたのは分かっていたが、皐月に嫌われたくないがために頼人は深くまで追求しなかった。

（すべて片付いたと安心させてあげて、たっぷり甘やかしてあげないと）

　そう思い、頼人は皐月の喜ぶ顔を見たいがため、家路を急いだ。

　だがどうしても胸の内を黒い感情が渦巻くので、ボクシングジムに行って一汗掻いてから、いつものように皐月に優しく接しようと思った。







終章　はじまりは彼の涙








「皐月。井之内さんの事はすべて片付いたから、もう何にも怯えなくていいよ」

　会食に向かった頼人が夜遅くに帰ってきて、リビングでうとうとしながら待っていた皐月に開口一番言ったのが、その言葉だった。

「どういう事ですか？」

　パジャマにロングカーディガンを羽織り、寝るのは頼人が帰ってきてからと決めていた皐月は、少し眠気の覚めた顔で尋ねる。

「大人の事情で詳しくは言えないけど。本当にもう大丈夫。うちの優秀な弁護士が動いてくれているし、井之内さんの手元にあるデータも消去された。もう怯えなくていいんだよ」

　コートを着たままの頼人はポンポンと皐月の頭を撫で、微笑んでくる。

「だって……。あの……。い、言えてなかったですが、井之内さん……。わ、私以外の女の人も脅してる可能性があって……」

　唇を震わせて訴える皐月に、頼人は長身を屈めてチュッとキスをしてきた。

「それも含め、〝全部〟だ。皐月はもう安心していいんだ。何も不安に思わなくていい」

「…………」

　一年近くずっと一人で抱えていた重たい荷物が、いきなり取り払われてフワッと身も心も軽くなった気がした。

　それが信じられなくて、皐月はポーッとしたまま頼人の完璧すぎる美貌を見つめる。

「嬉しくない？」

「う……嬉しい……ですけど」

「じゃあ、褒めて」  

　頼人がいきなり甘ったれた事を言うので、皐月は思わず笑い出した。

「んっ……っふふ……っ。……ありがとうございます。こう、ですか？」

　背伸びをして頼人の髪をいい子、いい子と撫でると、彼が苦笑いする。

「俺は悪い大人だから、そういうピュアな褒め方は効かないんだ。……嬉しいと言えば嬉しいけど」

「対価を求めるなんて、このあいだ見た映画のヴィランみたいですね？」

「この世は善のみではあり得ない。皐月みたいないい子なら、善い心のみで成り立っていそうだけどな？」

　頼人は腕の中に皐月を閉じ込めて彼女のつむじに鼻先を埋め、シャンプーの香りがするのかクンクンと匂いを嗅いでくる。

「私は〝いい子〟じゃありませんよ。井之内さんに『バチが当たればいい』と願っていました。それに普通に狡い事だって考えますし……頼人さんが思うような綺麗な心は持っていません」

　自分が本当に頼人の婚約者になれたなら……など考えていると、皐月は気づかれないように日々を送っている。

　一、二か月もすれば例の指輪ができる。

　それを身につけた時、自分はどんな心地になっているだろう。今までよりも、もっと「自分は頼人の特別な人なのだ」という図々しい思いに囚われていないだろうかと、心配になる。

（契約で一番大切なのは、お役目が終わったあと、頼人さんに迷惑を掛けずにすんなり別れる事なのに……）

　覚えてしまった甘い味——頼人のキスや体、彼の優しい目線や撫でてくれる手の感触。それに彼と共有できるこのマンションでの生活。〝好き〟を共有した映画の数々。それらのものが、すべてを終わったあとも皐月を苦しめるような気がしてならない。

「皐月が〝悪い女〟なら、ぜひどういう所がそうなのか教えてほしいけどな？　皐月の意外な一面なら、ぜひ知ってみたい」

「駄目です。そんなの教えたら化けの皮が剥がれてしまうでしょう？」

　まだ自由の身になった自覚のない皐月は、おどけてみせながら頼人のコートのボタンを外してゆく。そしてこういう風に頼人と会話をするのもあと少しで終わりなのだろうか？　と悲しい予感を覚えていた。

「……皐月？　本当に大丈夫か？」

　ぼんやりとした顔をしていたからか、頼人は身を屈めて目線を合わせ、顔を覗き込んでくる。

「……大丈夫、です。……嬉しいんですけど、どうにも実感が沸かなくて……」

　嬉しいはずなのに、井之内の呪縛から解放されたのに、皐月の手は震えていた。その手を握り、頼人が手の甲に口づけてくる。

「鎮めようか？」

　その言葉の意味する事を察し、皐月は声もなく赤面する。

「で……でも……。お疲れで帰ってきましたし」

「好きな女を抱く体力なら、いつでもあるよ？」

　冗談めかして言われ、皐月の胸にまた甘く苦い感情が疼く。

（こうやって優しくしてくれるのも、婚約者役だから？　〝好きな女〟って言ってくれるのもそう……？）

　切ない表情のまま頼人に抱きつくと、その行動の意味を理解した彼は「行こう」と皐月の肩を抱き、寝室に連れて行った。

　

「ン……っ、はぁ、あ……っ」

　お互いに服を脱ぎ、キスをして肌に触れればすぐに余計な感情がほどけてゆく。

（……欲しい）

　目の前の美しいオスに対してそう思い、皐月は彼の舌を吸っては舐め、とろりとした陶酔を味わう。

「皐月、綺麗だよ。この世の誰よりも可愛いし、綺麗だ。この肌の白さも滑らかさも、俺だけの物だ。これからずっと、俺以外の男に見せてはいけない。いいね？」

　ベッドに押し倒した皐月の肌をつぅっと長い指でたどり、頼人が囁く。耳の輪郭を温かな舌で舐められ、耳孔に直接頼人の美声が入り込み、皐月は悦びのあまりゾクゾクと体を震わせた。

（でも……っ、 私は〝本物〟じゃないのに……っ）

　同時に、涙が零れる。

　頼人の事が好きだからこそ、心底惚れて恩も感じているからこそ、皐月は彼に優しくされるのが辛かった。

　井之内からの脅迫にもう怯えなくていいという、ある意味でのショックが、皐月の心を動揺させていた。

　今までなら「これも契約の一つ」と思い、諦めながら受け入れていた。

　だが動揺して心の脆い部分が表層に出ている今、慣れていたはずの〝優しい嘘〟すら我慢できなくなる。

（優しくしてくれても、最後には私とは別れるのに……っ）

　感情がグラグラと揺れ動いて大人の対応ができず、皐月は嬉しいはずの言葉にすら反感を覚え、子供のように駄々をこねた。

「そんな事……っ、言わないでください！」

　トンッと拳で頼人の胸板を叩くと、彼は驚いたような顔をして瞠目する。

「皐月？」

「わた……っ、私っ！　頼人さんが好きなんです！　婚約者役って思っていたのに、自分にもずっとそう言い聞かせていたのに、優しくされればされるほど、どんどんあなたを好きになってしまうんです！　このままじゃ……っ、あなたのいいお相手役をまっとうできませんっ」

　大粒の涙を零し、皐月は顔をクシャクシャにして泣きじゃくる。

　今まで押さえていた頼人への気持ち、そして井之内の呪縛から解放された安堵から、皐月の感情は混乱しきり、大きく波打ったまま落ち着いてくれない。

「頼人さんのお義父さんも美春さんも、とてもいい方々で、あんないい人をこれ以上騙せません……っ！　指輪だって、あんな高い店の物を〝役〟のために買わなくていいんです！　もうこれ以上……っ、後戻りできなくなる前に、……っお、お役目から……っ、解放してくださいっ。倒れていたのを助けてくださったお礼や、井之内さんの事のお礼は、働いて必ずお返ししますから……っ」

　グスグスと鼻を鳴らして両手で涙を拭い、皐月は「これでもう終わりだ」と絶望する。

「解放してほしいのか？　今の関係を終わりにしたい？」

　優しく頭を撫でられ、その手が頬を滑る。皐月を甘やかすようにスリスリと撫でたあと、頼人の親指が皐月の唇の輪郭をなぞった。

　その愛しげな手つきすら、今は辛い。

　コクンと頷いた皐月は、目を閉じて終わりの瞬間を待った。

　——が、訪れたのは柔らかな唇だ。

「……ン？」

　驚いて目を開けると、頼人が優しく笑っている。

「やっと俺の事を『好きだ』って言ってくれたな？　思ったより強情で、指輪ができるまで言ってくれなかったらどうしようかと思っていた」

「……は？　……え？　え？」

　訳が分からずキョトンとしている皐月に、頼人はクシャッと破顔した。

「俺は皐月の事を、婚約者役を頼むよりもずっと前から知っていた。君が偶然外で倒れたのをきっかけに、やっと一緒に住めるようになるまでこぎ着けられた。皐月は〝婚約者役〟という話を信じて、一生懸命演じてくれていたな？　俺の計画が完成するには、あとは皐月の気持ち一つだけだった。だから……良かった」

　仰向けになった皐月は頼人が言っている〝計画〟とやらを理解できず、頭の中を「？」で一杯にしていた。

「ま、待ってください？　は、話が見えなくて……」

　皐月は呆然とするあまり、涙も引っ込みかけている。

　そんな皐月に頼人はもう一度キスをし、「愛し合う前に少し話そうか」と横に寝転んだ。

「俺、映画が好きだろう？」

「はい」

　並んで仰向けになり、頼人は手を握ってくる。が、すぐに体を横向きにするともう片方の手でぱふっと皐月の乳房を手で包み、揉んできた。

「以前言ったように、俺は一人で映画館に通うタチだ。どれだけ忙しくても、新作で気になったものは映画館で見たい」

「毎回ああいう、個室を利用しているんですか？」

　デートで利用した、利用金額が万単位の個室を思い出し、皐月は尋ねる。

「いや？　普通にＴシャツとジーパンっていう格好で一般席を利用している。確かに忙しいから、映画を見終わったらすぐ車で帰るけど」

「よ、頼人さんがジーパン姿で一般シートに!?」

　信じられないと声を上げた皐月は、一生懸命その姿を想像する。

「それで、去年の春に劇場公開された『君と迎えるもう一度の春』を見た時、皐月の隣に座っていたのが俺だったんだ」

「えぇっ!?」

　驚いた皐月はガバッと半身を起こして頼人を見る。

『君と迎えるもう一度の春』というのは、若い妻を亡くした夫が自暴自棄になり、生死の淵を彷徨ったところで不思議な世界に迷い込み、死んだはずの妻と一緒に美しい世界で旅をし、すべてが終わる頃には妻への未練を浄化させ、もう一度自分の人生を歩き始める勇気を得るというストーリーだった。

　公開された季節が春で、タイトルにも春が入っている。主人公と妻の思い出に四季の美しい風景があり、クライマックスには桜吹雪が舞う映像美が見事な作品だ。

　死んでしまった者は戻らないが、主人公が最後には生きる気力を得て終わりを迎えるというストーリーが、皐月は本当に好きだった。

　死んでしまうから泣くのではなく、死や悲しみ、絶望を乗り越えて生きようとする人間の強さ、美しさに感動してボロボロと泣いた。

「先日のデートで、俺は泣いてしまっただろう？　皐月と出会った時も俺は泣いてしまって、ハンカチとかそういう物をすっかり忘れていたんだ。最高のクライマックスの中、一人で洟を啜っていて凄く恥ずかしかった。でもそんな俺に、隣に座っていた皐月は何も言わずティッシュを差し出してくれたんだ」

「あ……」

　言われてやっと思い出した。

　映画を見て感動して泣くというのは多々ある事で、皐月は万が一のためにいつもポケットティッシュを余分に持ち歩いている。加えて、街を歩いていてどこかで困っている人がいれば、ティッシュぐらいなら「どうぞ」と差し出せれば素敵だなと思っていたからだ。

「あの時の……？」

　かなり前の事だし、皐月にとってはどうという事のない行動だったので、特に記憶していなかった。

　けれど確かに、あの映画を見ている途中で皐月は隣の人にティッシュをあげた。

　それがまさか神月薬品工業の社長とは思わなかったが……。

「あの時、俺は皐月の事を『いいな』って思っていた。映画の途中だったから暗くて顔は分からないが、上映前からスマホを開いたりせずスクリーンに集中して、見ている途中も静かに鑑賞している姿は、当たり前のものだけど俺にとっては好ましい態度だった。加えてティッシュをもらえて、『なんてさり気ない気遣いのできる、優しい人なんだろう』って思った」

「大げさですよ。ティッシュぐらい、誰だってあげると思います」

　謙遜しても頼人は「いいや」と首を振る。

「本当はあの時、映画が終わったあとに食事にでも誘いたかった。でも皐月は場内が明るくなってお礼を言っても、『大した事ではないので、気にしないでください』と言ってそのまま行ってしまった」

「普通……の事だと思いますけど……」

「新鮮だったんだ。こう言うと嫌な奴と思われるかもしれないが、俺は今まで女性を誘って断られた事がなかった。スーツを着て神月の社長として振る舞えば、九割以上の女性が俺を好意的な目で見てくれる。普通の格好をしていても、『格好いいですね』とナンパされる事は多くあった」

「確かに……頼人さんならどんな格好をしていても素敵だと思います」

「こんな俺を振った……なんて言い方はしたくない。ただ、皐月はあまりに自然体で、素のままでも親切な女性で、打算や〝裏〟のない素敵な人に思えた。それから俺は皐月の事が気になって仕方がなくなった。どうしてももう一度皐月に会って話をしたい。君を俺のものにしたいと思い続けていた。その時、皐月のバッグにコンくんのキーホルダーがついているのを思い出した」

「あ……！」

　皐月は何気に自社マスコットのコンくんを気に入っていて、元から狐という動物もとても好きだった。コンくんに愛着があり、仕事用のバッグだけでなく、持ち歩くバッグが変わればコンくんのキーホルダーも付け替えていた。

「コンくんのグッズは、神月という大手企業の物とはいえ、一般にはあまり流通していない。風邪が流行する時期に、対象商品を購入したらキャンペーンでプレゼントする事はある。でも、それも物による。一般に出すグッズと社内向けオリジナルノベルティは違う。皐月がつけていたコンくんは、社内ノベルティだった」

「……そこまで……」

　頼人の観察力に舌を巻き、皐月は呆然とする。

「そこからの俺の行動は、少し引かれてしまっても仕方がない。権力を使って秘密裏に中間管理職に連絡をして、コンくんのキーホルダーを持っている二十代半ばの女性を探してもらった。それで割とすぐに皐月の事を見つけ出していたんだ」

「じゃあ……声を掛けてくれれば……」

「そうもいかないだろう？　『あの時ティッシュをもらった男です』って言って自社の社長が君と『付き合いたい』って言ったら、君は断るだろう？」

　苦笑いする頼人に尋ねられ、皐月は頷く。

「た、確かに……。『ティッシュ如きで社長とお付き合いできません』って言ったかもしれません」

「部下から情報を集めているうちに、君の趣味が映画鑑賞だと知って嬉しくなった。働きぶりも真面目で、仕事が早くミスも少なく、上司からの覚えもいい。君に会えないかと思って、皐月がよく行く劇場に通っていたら、何度か街中で姿を見掛ける事もあった。人に道を訊かれたりしていても、皐月は映画の時間が迫っていても親切に対応し、時に一緒に歩いていってしまう事もあった。俺にはまず考えられない、お人好しと言ってもいい優しさに、どんどん惹かれていった。そのうち、もっと近い距離で会話をしたらどんな面を見せるのか、気になって仕方がなくなった」

　思っていたよりもずっと見られていた事を知り、皐月は照れくさくて赤面する。

「……すまない。これじゃあストーカーだな」

　頼人が恥じ入った声で呟くので、皐月は慌てて否定する。

「いいえ！　好意を持ってくださっていたのでしょう？　私は嬉しいです。そこで声を掛けたりしていたら、また別かもしれませんが、少なくとも頼人さんは遠くから見守るに留めてくださいましたもの」

　皐月の答えを聞いて頼人は安心して息をつき、言葉を続ける。

「だから、君と知り合えるきっかけを窺っていた。それでこっそり見守っていたら、君が井之内さんと時々会って、どうやら良くない関係を築いているのを知った。本当は君の口から聞かされる前に、彼との事を探っていたんだ。不快に思ったらすまない」

「……それは、私こそすみません。私の事を好意的に思ってくださっていたのに、井之内さんに言われるがまま、要望に応えていて……、失望しましたよね」

　視線を落とす皐月を、頼人はギュッと抱き締めてきた。

「皐月は何も悪くない！　そういう、自虐する気持ちはもうやめるんだ。悪いのは君を脅していた井之内さんだ。リベンジポルノで相手を脅し、言う事を聞かせるなんて、あってはならない卑劣な行いだ。その事について、皐月は被害者として悲しみ、憤る事はあっても、自分を卑下して責めるのはやめるんだ」

「……はい」

　頼人の力強い腕に抱かれ、皐月は忘れかけていた涙で瞳を潤ませる。

「俺の方こそ非がある。皐月が苦しんでいると分かっていながら、君との接点がないばかりにどう事態を解決すればいいか判断をくだせずにいた。無理矢理にでも現場を押さえれば、どうしてそこに俺がいる？　という話になり、俺が君に執着してストーカーまがいに見守っていた事もバレてしまう……。俺は自分の保身を考え、手を出せずにいた。……俺の方こそ、すまない」

　逆に頼人に謝られ、皐月は「いいえ！」と大きな声を出す。

「頼人さんは私を救ってくれて、楽しい毎日を教えてくれました。頼人さんと知り合えてから、私は本当に毎日が楽しかったんです。だから、そんな風に言わないでください」

　縋り付くような目で訴える皐月を見て、頼人は悲しそうに微笑むと抱き締めてきた。

「……分かった。もうお互い、この件については後ろ向きにならないと約束しよう」

「はい。私も努力します」

「それで、だけど。俺は婚約者〝役〟と言ったけど、皐月への気持ちはずっと偽っていなかった。ずっと好きだった人と一緒に生活ができて、本当に結婚も考えている。あの指輪だって本気だ」

　両手を握り、頼人がまっすぐに目を見つめてくる。

「え……っ、と……」

　突然本題に入り、皐月は言うべき言葉を探す。

　こうなる事はずっと望んでいたはずなのに、いざ幸せが手の中に転がり込んでくると、信じられない自分がいる。

「両親も、皐月の事は〝俺が惚れて結婚したいと思っている人〟だと分かってくれている。両親は皐月の演技に騙されたんじゃなく、すべて分かって歓迎してくれたんだ。両親のこの間の態度が、すべてを物語っている」

「そ……っ、そうなんですか!?　私、てっきり……」

　あの人の良さそうな美春を騙してしまったのかと思っていたので、安堵のあまり体から力が抜けてゆく。

「本当にこれについては謝る。すまない」

　頼人は胸の前で手を合わせ、拝むように皐月に謝る。

「……それはいいんですけど……。本当に私なんかでいいんですか？　自分を卑下するつもりではないですが、頼人さんは大企業の社長さんですし、最初に言ったようにもっと相応しい相手がいると思うんです。それこそ、ご両親が喜ぶような名家のお嬢さんや社長令嬢とか」

「問題ないよ。両親はとても仲が良かっただろう？　二人はもともと恋愛結婚だったんだ。神月の跡取りといい所のお嬢さんという立場ではあったが、二人が出会ったのはお見合いや紹介ではなく、普通に……その。……父のナンパだった」

「えぇ？」

　頼人の父は穏やかそうな紳士で、若い頃は息子のように美形だった事を窺わせる。だが今は会長職にいる人がかつてはナンパ……と聞いて意外な気持ちになった。

「ナンパと言っても街角ではなく、旅行先のニースでの事だったらしい」

「ああ、なるほど。それならイメージがつきます」

「だから両親も、俺に対してお見合いを強く勧める事はなかった。俺が『絶対に好きな人を見つけるから、それまで待ってほしい』と言うと、理解を示してくれた。さすがに三十も近くなってくると、『まだ見つからないのか』と聞かれる事が多くなったけど」

「それで……婚約者のふりをして紹介ですか？」

「皐月に話した『婚約者のふりをしてほしい』っていう理由の半分は、本当だ。倒れていた皐月を助けるすぐ数日前も、母に少し強めに言われたばかりだった。俺はずっと『好きな人はいる』と言っても、一方的に見守っているだけだったから、紹介したくてもできなかった」

「確かに……」

「だからあの日、皐月が目の前で倒れたのを見て『チャンスだ』と思ってしまった。隠し部屋に君を運んだ時も、君と個人的に話せるきっかけを得るためだった。この機会を失ったら、今後の一生を棒に振るとすら思っていた。だから遠回しでありながらも、皐月が断れない環境を作り、君に婚約者役をしてもらって同棲せざるを得ないようにした」

　頼人の完璧な包囲網を今さらながら知り、皐月は息をつく。

　自分はずっと頼人の愛がほしくて苦しんでいたのに、本当はそれよりもずっと前から彼に想われていたなど、想像もつかなかった。

　呆然としている皐月の顔を覗き込み、頼人が心配そうな顔をする。

「呆れたか？　怖い？」

　その捨て犬のような顔に見覚えがあり、皐月はクスクス笑い出した。

「いいえ、嬉しいです。やり方が遠回りでびっくりしましたけど、やっと気持ちが通じて私は本当に嬉しいです。じゃあ、もう頼人さんを本音で『好き』って言ってもいいんですね」

「俺はずっと、本音のままだったよ」

　甘く微笑んだ頼人は皐月に優しくキスをし、起き上がって皐月の上に覆い被さる。

「今度こそ抱いていいか？　もう気になる事はない？」

「色々……頼人さんの大きすぎる愛で、吹っ飛んでいきました」

　本当はもっと考える事があったのだろうが、心配事も消え、頼人の事を本気で愛していいと分かった。今は満ち足りた気持ちで一杯になり、彼に触れてほしいという願望が期待となって皐月の目を煌めかせている。

「好きだよ。愛してる、皐月。俺の奥さんになってください」

　突然頼人はプロポーズをし、皐月の手の甲にキスをしてきた。

「ふぁ……っ」

　もうすべて解決したと思っていたのに、頼人にまた驚かされて皐月の口から変な声が漏れる。

「返事は？」

　けれど甘い目で見つめられ、トクトクと鳴る胸を押さえて頷いた。

「よ、……喜んで、お受けします」

「良かった」

　頼人は嬉しそうに破顔し、ギュッと皐月を抱き締めてきた。

「好きだ。愛してる。皐月となら、一緒に温かくて幸せな家庭を築けていけるって、直感しているんだ」

　頼人は大型犬がじゃれつくように、皐月の顔中にチュッチュッとキスを落とした。

「わ……私も好きです！　ずっと……本当の言葉で言いたかった……っ」

　両手で頼人を抱き締めた皐月は、胸の中に幸せが満ちてゆくのを感じる。

「もう二度と、皐月には隠し事も嘘も言わない。俺の事を信じて、俺を愛してくれ」

　皐月の胸に手を這わせ、ゆっくりと乳房を揉みながら頼人は何度も唇をついばんでくる。

　やがて皐月がうっとりと唇を開くと、その合間にスルリと頼人の舌が入り込む。互いに探り合い、滑らかで温かい舌を擦り合わせていると、体の奥に熱が宿りジリジリとした疼きに変わってゆく。

「ン……、愛して……ます……」

　濡れた唇で愛を告げる皐月は、夫になる人の髪を指で梳いた。

（こんな素敵な人が、私を好きになってくれるなんて嘘みたい）

　いまだポーッとしたまま頼人を見つめていると、優しく微笑んだ彼が顔の角度を変えてまた口づけてくる。

　ねっとりとした手つきで胸を捏ねられ、まだ柔らかい乳首を指先がかすめる。その微かな刺激だけで、皐月の乳首はプクンとしこり立っていった。

「全部、俺のものだ……」

　陶然とした表情で呟いた頼人は、口を開いて舌を出すと、皐月の胸の先端に押し当ててきた。そのまま飴玉でも転がすように乳首を舐められ、そこはもっと硬く敏感になってゆく。

「ん……っ、ぁ、あ……」

　頼人の温かい舌を感じ、皐月はあえかな声を漏らす。

　知らずとくねる白い肢体を頼人の手が撫で回す。彼の両手が太腿まで至り、付け根から膝までを何度も撫でていると、皐月は自ら自然に脚を開いていった。

　頼人の左手は皐月の乳房を揉み、指でコリコリと乳首を勃起させてくる。そして不埒な右手は内腿から鼠径部へ至り、下腹部の柔らかな茂みを撫でたあと、秘所に指を滑らせた。

「あん……っ、ン……」

　まだ柔らかい肉芽を捏ねられ、甘い声が吐息と共に漏れた。

「皐月、可愛いよ。俺の奥さんになってくれたら、毎日愛してあげるからな」

　頼人が囁き、チュッと皐月にキスをしては首筋や鎖骨に強く吸い付き、「俺の物っていう証拠だよ」とキスマークを刻みつける。

「あ……っ、ぁ……、あ……っ」

　頼人の指はキスだけでたっぷりと潤った場所から蜜をすくい、肉芽に塗りつけては中の真珠を刺激してくる。何度もしつこく同じ事を繰り返されているうちに、皐月のそこはぽってりと腫れて大きな快楽を知らせるようになってきた。

「あぁん……っ、あ、……んン……っ、んぅーっ」

　皐月は悦楽を逃がすかのように緩く首を振り、口内に溜まった唾を嚥下する。

　それでもさやから顔を出した真珠を指の腹でピタピタと叩かれると、体の深部にある快楽神経を直接触れられているかのような錯覚を味わい、どうする事もできない。

「んっ、んンっ、……んぁああ……っ、あぁあ……っ、よ、頼人さん……っ」

「ん？」

　皐月が何を求めているのか分かっていながら、頼人は余裕たっぷりという表情で肉真珠を指でピタピタと叩いては、小さく円を描いて撫でてくる。

「ゆ、指……っ、い、入れて……っ、い、から……っ」

　震える手で頼人の腕を掴み、皐月は甘ったれた視線でおねだりをする。

「じゃあもっと、大きく脚を開いてごらん。指で愛しやすいように、皐月の大事な部分を俺に見せて」

「う、うぅーっ……」

　提示された恥ずかしい条件に思わず唸り、それでも皐月はおずおずと両脚を上げ、膝を胸元まで上げる。そしてＭ字開脚になったまま、何も言われずとも自ら膝の裏を手で押さえた。

「いい子だな」

　クシャリと頭を撫でられ、恥ずかしいながらも褒められて嬉しい。

　頼人は皐月の腰の下にクッションを挟み、フッと秘部に吐息を吹きかけてきた。

　ヒクッと腰が震えたのが落ち着く間もなく、頼人の舌がピチャリと花弁に押し当てられる。

「んぁああ……っ、あぁああ……っ、な、舐めてとは、言ってな……っ」

「でも気持ちいいだろ？」

　笑いの混じった声で言い、頼人は皐月の花弁に何度もキスをし、下から上へ舐めてはレロレロと舌を蠢かせる。温かく柔らかな舌で敏感な場所を舐められ、頭がボーッとしてくる。

　忘れていた頃になって蜜口に頼人の指が当たり、クプクプと入り口をほぐすように揉んでから、つぬぅっと太く長い指が入り込んできた。

「っはぁああぁ……っ、あぁあ、んぅーっ、ン……っ」

　その感触に背筋を震わせた皐月は、両手で頼人の肩を押し返し、それでいて腰をグッと彼の顔に押しつけるという二律背反な行動を取ってしまう。

　頼人は肉芽を唇で包み、チュッチュッと何度も音を立ててキスをしてくる。皐月が快楽でとろけた頃合いになって、舌先で膨らんだ真珠を舐め、弾いてきた。

「ひぁあっ、あ！　あぅ……うーっ、うぁああぁ……っ」

　膣内ではもう皐月の感じる場所を知り尽くした指が、指の腹でザラザラとした天井を優しく撫でてくる。腰が浮き上がりそうな淫悦を堪えているというのに、頼人の舌が敏感な弱点を舐めては吸引し、舌でくりゅんっと弾いてくる。

　名状しがたい悦楽にまみれ、皐月はすぐにガクガクと腰を震わせた。

「ぃ……っ、達く……っ、達っちゃう……っ」

「達っていいよ。俺に可愛い姿を見せて」

　頼人は安心させるように皐月の内腿を撫で、行為をヒートアップさせる事なく、変わらない優しい愛撫を続けていく。

　チュクチュクと指で蜜洞を擦られ、皐月は無意識に彼の指を締め上げる。メスのペニスとも言える陰核は柔らかな唇に包まれ、ちゅうっと扱くように吸われては舌先でチロチロと弄ばれ、あっという間に崩壊の時が訪れた。

「ひぅう……っ、うーっ、達くっ、ぃ……っ、————っっ、…………っぁ、あ……っ」

　ギュッと体を丸めた皐月は、いきんで硬直した体勢のまま激しく震え、絶頂する。

　達しているというのに頼人は皐月の蜜洞を擦り、舌を蠢かせ続けた。

　一瞬意識が飛んで目の前が真っ白になったかと思う程の淫激を味わい、自分の思考も体も時間すらも止まったかのように感じた。だというのに頼人の指と舌の感触だけは鮮明に分かり、皐月をさらに高みの向こうへと追い上げていく。

「あぁ……、あ…………」

　天井をぼんやりと見たまま皐月は放心し、脚を上げる事も忘れて脱力していく。

　体を起こした頼人はそんな彼女を見て満足気に笑い、濡れた口元を赤い舌でペロリと舐めた。

　そして枕の下から避妊具を取り出すと、手際よく装着する。

「皐月、上になれるか？」

「え……？」

　騎乗位ができるかと言われ、皐月は無意識に「頼人さんが望むならしたい」と起き上がろうとする。

「無理そうならいいよ」

「いえ、大丈夫です……」

　お尻をついたままジリジリと起きてなんとかベッドの上に膝をつくと、頼人が仰向けになり天を突き反り返ったモノを手で掴み揺らしたのが見えた。

「ゆっくりでいいから、入れてみて。皐月が上になる姿を見てみたい」

「……わ、かり……ました」

　頼人のいやらしいカタチを見ただけで、皐月のお腹の奥がキュウン……と疼く。

　——早くアレを頬張って、突き上げられたい。

　淫らな願望が体の奥底から滲み出ている気がし、皐月は自分の本能から目を背け、なるべく何も考えないようにして頼人の腰を跨いだ。

「ん……」

　ドキドキしながら頼人の屹立にそっと触れ、チラリと彼の顔を窺う。

「怖くないから、大丈夫」

　微笑まれ、皐月は恥ずかしいのを我慢して、彼の先端を自分の蜜口に宛がった。

「き……騎乗位って、初めてなんです。……上手くできなかったらごめんなさい」

　小さな声で謝った皐月の太腿を、頼人は優しく撫でてきた。

「皐月の〝初めて〟をもらえて嬉しい。上手にできなくていいから、そのままの皐月を見せてくれ」

「はい……」

　頼人の言葉に皐月は安心して微笑んだ。

　皐月だって初めては頼人のような人が良かった。それでも井之内との過去があったのは変えられない。

それでも井之内は自分の欲望を満たせば満足する人で、皐月に対して奉仕などを求めなかったのは、ある意味幸運だったと思う。

（いつか頼人さんのを口でさせてもらったりとか、頼人さんとの〝初めて〟をもっと体験していきたい）

　いやらしい願望を抱いているのは表に出さず、皐月はニコ……と微笑むと、頼人を見つめたまま少し腰を落とした。

　目を閉じてさらに腰を落とすと、ぐぷ……と頼人の先端が蜜口に入り込む。

「あ……っ、入っ……、ン、んぅ……」

　自重でズプズプと頼人の亀頭を蜜洞に含んだだけで感じてしまい、皐月ははしたない声が出ないように片手で口を押さえ、くぐもった声を漏らす。

「あぁ、その姿……可愛い。……すごいクる……」

　仰向けになったままの頼人が吐息混じりに言い、皐月のお尻をスベスベと撫で回してきた。

「ぁ……っ？　え……っ」

　その途端に、皐月の膣内で頼人の肉棒がグッと膨らみ、大きさと太さを増した気がした。

　驚いた皐月は目を丸くして彼を見下ろす。頼人は恥ずかしそうにしながらも、それほど照れる事なく堂々と言ってのける。

「皐月が可愛いから興奮した。単純にそれだけだよ」

「う……うぅ……」

　可愛いと言われて嬉しくない訳がない。それでも膣内で直接頼人の興奮を感じてしまい、逆に皐月のほうが恥ずかしい。

「……あ、……あれ……？」

　さらに蜜壷で屹立を含んでいこうと思ったのだが、一定の場所で皐月の腰が止まってしまった。

「どうした？」

「い、いえ。……腰が……」

　いつもはもっと深くまで繋がっていた気がするし、皐月の体感としても頼人の肉棒を感じている場所が違う気がする。

　けれど頼人は「腰が」という曖昧な言い方だけですべてを察したのか、「ああ」と得心のいった顔をし、皐月の尻たぶをギュッと掴んだ。

「突き上げるよ」

「えっ？　ぁ、きゃあっ！」

　その途端、下からずちゅんっと強く突き上げられ、最奥に頼人の亀頭が届いた。

　子宮口を押し上げるほど深くまで頼人を感じ、皐月は思わず口端から涎をタラリと零し、キューッと彼を締め上げて軽く達してしまう。

「っあ……、は、……ぁ、あ……」

　ピクピクッと膣奥を震わせて放心する皐月を見て、頼人は肉食獣のようにペロリと舌なめずりをしたあと、彼女の腰を両手で掴んで下からズグズグと細かく突き上げてきた。

「やぁっ！　ちょ、ま……っ、待って、ください……っ。わ、私が動くんじゃなかったんですか？」

　騎乗位と言われ、皐月はもちろん自分で動いて頼人を気持ち良くさせるのだと思っていた。だというのに蓋を開けてみれば、いつものように頼人が主導権を握り、皐月をいいように弄んでいる。

「上になってほしいとは言ったけど、皐月に積極的に動いてほしいとは一言も言っていないよ？」

　頼人は人の悪い笑みを浮かべ、皐月を突き上げては腰を回し、子宮口付近をねりねりといじめてくる。

「んあぁああ……っ、あぁあっ、待って……っ、より、——ま、っんんンんンんっ」

　前戯でたっぷりと感じさせられたからか、膨らんだ肉芽が頼人の下腹に擦れ、皐月は二重に感じてしまう。

　加えて頼人は皐月の乳房を、下からすくうようにタプタプと揉みしだいてきた。

「下から見ると、皐月の巨乳は威力があるな。ブルンブルン震えて、大きなマシュマロが弾んでいるようだ」

「や、やぁあっ」

　胸が大きすぎて恥ずかしく思っているのに、頼人に卑猥な事を言われて皐月は赤面する。

「乳首、吸わせて」

　頼人はあーんと口を開き、皐月が自ら胸を吸わせるポーズを取るよう望む。

「も、もう……」

　ピクピクと膣肉で頼人の肉棒を締め付けながら、皐月は自身の両手で胸を支え、頼人の口元に胸の先端を持っていった。

「ん……」

　肘をついて頭をもたげた頼人は、レロンと皐月の乳首を舐めてから口に含み、赤ん坊のようにチュパチュパとしゃぶってくる。

（なんか……、いつもより凄く気持ちいい……）

　その姿を見て、皐月の心の奥にある〝開けてはいけない扉〟が開いてしまいそうになった。

　自分に甘えてくれる頼人が可愛くて「もっと甘えさせてあげたい」と思うのに、下半身では彼とずっぷりと繋がり合い、大人の男性としての彼に犯されている。

〝ギャップ萌え〟という単語を頭にチラつかせつつも、皐月は雰囲気に呑まれたまま、自分の感情がどういうものであるか分からないまま、恍惚として頼人に胸を吸われていた。

「皐月、キス」

「はい……」

　乳首から糸を引いて唇を離した頼人は、自然に皐月に命じてきた。

　皐月も言われるがままに頼人に抱きつき、この世の誰よりも美しく格好いいと思っている彼の顔を見る。両手で頼人の頬を包んで「この人は私のもの」と思うと、信じられない幸せにフワフワとした心地になる。

　目に愛しそうな光を宿してこちらを見上げている頼人の髪を撫で、皐月は顔を傾け気持ちを込めてキスをした。

「ん……」

　ちゅ……とキスをしてから、皐月は自ら積極的に彼の唇を舐めた。ついばんで唇の輪郭を舌先で辿り、迎え出た頼人の舌先に己が舌を擦りつける。

「ぁ……、ふ。……ん、……んぅ」

　すぐに口元から淫らな水音が聞こえ、口腔に滑り込んできた頼人の舌により、皐月はいやらしいキスに溺れる。

　柔らかな唇と、温かくぬめらかな舌を感じ、頼人の香りを鼻腔いっぱいに吸い込む。

　この世の幸せを感じたまま、下腹部ではグチュ……と彼の分身を締め付けた。

（感じて。私の体で気持ち良くなって）

　皐月の願いが通じたのか、頼人はキスの合間に「気持ちいい……」と呟き、何度も皐月のキスを求めてくる。

　深い口づけを交わしたまま、頼人はゆっくりと腰を蠢かせ、亀頭で皐月の子宮口を押し上げてきた。そのたびに皐月の蜜洞はピクピクと小さく痙攣し、たっぷりと蜜を吐き出して頼人を締め付け、彼にさらなる快楽を与える。

「皐月のナカ、とっても柔らかくて熱い。溶けてしまいそうだ」

　キスの合間に耳元で囁かれ、一瞬にして皐月の体温が上がる。

　膣内に含んでいる頼人の男根の形をくっきりと感じた気がし、繋がる前に目にした卑猥な形を思い出す。

（アレが……私の中に……）

　思い出した事で余計に感じ、皐月はハァハァと息を荒げ、発情した目で頼人を見つめた。

「凄くエロい顔だ。可愛いよ。どうしてほしい？　皐月の望むままにするよ？」

　頭を撫でられながらも、頼人はグチュグチュとゆっくり腰を動かしている。

　潤みに潤んだ蜜壷は、小さな動きでも淫猥な水音を立てた。耳からも興奮した皐月は、頼人の目を見つめたまま、魔法にかかったかのようにその言葉を口にする。

「い……いっぱい……突いて。乱暴にして……」

「分かったよ。お望みのままに」

　ニコッといつものような優しい笑みを浮かべた頼人は、皐月の手の甲にキスをした。

　その直後に目に嗜虐的な光を宿したかと思うと、皐月の尻たぶをギュッと掴み、下から猛然と突き上げてきた。

「っんぁああああぁ……っ、あーっ!!」

　子宮口をずんずんと突き上げられてあっという間に絶頂が訪れ、脳天にヅンッと強すぎる悦楽が訪れた。

　手足が皐月の意志に反してビクビクと震え、力が入らないというのに膣肉のみが、より強い刺激を求めて肉棒を喰い締めた。

　ジュプジュプと烈しい水音を立てて頼人の肉棒が皐月の蜜壷に出入りし、彼女の頭の中が次第に真っ白になっていく。

「あーっ、あぁあああぁ……っ、んああぁあああぁ……っ」

　仰向けになった頼人の体の上で、皐月は膝を立てしがみつく格好で快楽に打ち震える。

　知らずとその体勢のまま、皐月の腰は頼人の動きに合わせ、いやらしく上下していた。体を弾ませるように腰が動き、より深い場所に亀頭が潜るようにお尻を押しつけてはグリグリと体をよじらせる。

「っはぁ、皐月、最高にいやらしい……っ」

　皐月が体を弾ませるたびに、大きな乳房もユサユサとたわわに揺れ、頼人が嬉しそうな顔をする。

　今までコンプレックスだったこの胸も、愛する人が喜んで愛してくれるのなら、この先、自分の長所にしていけそうな気がした。

「頼人さん……っ、すき……っ、すき……っ」

　頭の中は快楽と頼人で塗り潰され、皐月はうわごとのように「好き」を繰り返し、腰を押しつける。

「俺も好きだよ。愛してる……っ」

　頼人は力一杯皐月を抱き締め、高まりを表すかのように激しく屹立を突き入れる。

　グチャグチャと凄まじい音がし、結合部から滝のように溢れ出した蜜は皐月の肉芽をも濡らす。そして頼人の下腹に激しく擦りつけられ、皐月はまた激しい波濤に襲われたかと思うと、「達く」と自覚する事なく大きな波に呑み込まれた。

「っあぁあああ……っ！　あぁ、あぁあああぁ……っ！」

　愛する人の胸板に顔を押しつけ、自分を犯す男の心音を耳に聞きながら、皐月は本能の声を上げながら蜜洞で頼人の肉棒を締め上げた。

「っぁ、……くっ————、ぅ」

　頼人は歯を食いしばって息を止めると同時に、皐月の膣内で彼の欲芯がグッと質量を増した。膣肉を通して頼人の男根の形をくっきりと感じた皐月は、激しい淫悦にまみれたまま脳内を真っ白に染める。

　灼熱の欲棒は皐月を貫いたままビクビクと震え、その身に纏った薄膜の先端を白濁液で塗り潰していった。

（頼人さん……、達ってる……）

　彼の荒々しい呼吸をすぐ近くで感じた皐月は、薄れゆく意識のなか自分の髪を優しく撫でてくれる手を感じ、微笑んだまま目を閉じた。
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　その後、すべてに決着がついたので皐月は佳奈に頼人との事を話す事になった。

　皐月の親友で井之内の事も知っていたから……という事で、就業後に佳奈と一緒に社長室に向かい、頼人が彼女に一連の事を打ち明ける。

　最初こそ佳奈は頼人に憧れていたので、付き合っているとバレたら彼女が傷つくかもしれない、と不安に思っていた。だが佳奈の頼人への憧れは芸能人に対するものと同じだったようで、あっさりと祝福され安堵した。

　クリスマスは頼人と二人きりで甘い時間を過ごし、地方にいる皐月の両親にも「結婚したい人がいる」という報告をした。住まいは頼人のマンションでそのまま一緒に暮らす事にし、皐月が今まで住んでいた賃貸マンションは解約する流れとなった。

　改めて頼人の両親にも、正式に婚約したいという話をし、来年になって皐月の両親が上京した時に食事会をする事も決めた。

　美春は皐月の事をとても気に入ってくれたようで、心の底から歓迎してくれる。皐月が一般家庭の生まれであるという事など気にせず、息子が「好きな人を紹介したい」とやっと報告した相手を、本当に祝福してくれているらしい。

　年末に皐月は学生時代、自宅で母の手伝いをして仕込まれたおせち料理を作ろうとしたが、頼人が「色々あって疲れているだろうから、今年はいいよ」と以前から予約していたらしい高級ホテルのおせちを食べる事になった。

「来年は皐月が料理するのを手伝わせてくれ」

　大晦日、リビングには炬燵が出され、皐月は後ろから頼人に包まれてほこほこと温まっていた。年越し蕎麦も食べ、あとはカウントダウンを待つのみだ。

「頼人さんはいつも忙しいんですから、ご飯の手伝いはいいですよ？」

「皐月に任せっぱなしじゃ悪いだろう。奥さんに頼りになる旦那って思ってもらわないと」

「んふふ。誰よりも頼りになるって思ってますよ」

　頼人の手は先ほどからセーター越しに皐月の胸を揉み、皐月のお尻にも彼の股間の膨らみが感じて取れる。

　テレビの中でカウントダウンが始まり、皐月も「五、四、三……」と口に出しながら指で数を数えていく。

「二、一……頼人さん、あけましておめで————むぐっ」

　新年の挨拶をきちんと告げられないまま、皐月は顎を掴まれたかと思うとキスをされ、そのまま横に倒れるようにして押し倒されてしまった。

「……よ、頼人さん？」

　目をぱちくりとさせた皐月の背中で、プツンとブラジャーのホックが外される。

　皐月を押し倒した頼人は、にっこりとこの上なくいい笑顔を浮かべ、言った。

「じゃあ、姫はじめを始めようか」

　その後、新年早々声が嗄れるまで抱かれたのは言うまでもなかった。
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　このたびは濃蜜ラブルージュ様での三作目をお読み頂き、ありがとうございます。

　今回のヒーローの頼人は、自分の現代商業ヒーローの中でも、一番付き合いやすい感じの人なんじゃないかな、と思っています。

　書きながら、「こういう人いいなぁ」と自分で思ってしまいました。今まで書かせて頂いた、他の作品のヒーローがちょっと怖い（？）雰囲気があるからかもしれませんが……。

　……と言っても安定の（？）ちょっとストーカー気質で、二面性のあるヒーローですが（笑）。

　そして、私も映画が好きなので、メインキャラの趣味である映画をお話の軸に持ってこられて楽しかったです。

　作中の映画のタイトルは勿論オリジナルなのですが、ライト文芸枠みたいな感じでいつか書いてみたいな……と思いました。機会があれば、ですが。

　一、二作目よりもストーリー展開など頑張ってみたのですが、如何でしょうか。

　商業で書かせて頂いた当初はヒストリカルやファンタジーメインだったので、現代を書き始めるのが遅く、最初は少し苦手意識もありました。

　まだ自分でも現代ＴＬとは……という気持ちがあるので、沢山読んで勉強しながらですが、成長していきたいです。

　オフィスラブがメインかと思えば、そうじゃない話もあり、奥が深いです。

　今は今で、現代ものの面白さにも目覚めたので、楽しく書かせて頂いています。

　もし少しでも「面白い」と思って頂けましたら、レビューや、濃蜜ラブルージュ様の公式サイトのお問い合わせなどに、感想を頂けたら幸いです。

　また、濃蜜ラブルージュ様でコミカライズの企画なども新たに動き出したようです。

　創刊当時の編集長様のインタビューでも、売り上げによっては紙書籍などの展開も……とあったと思いますので、引き続き応援どうぞ宜しくお願い致します！

　イラストを描いてくださった心しん友ゆう先生、優しげな雰囲気の頼人をありがとうございました。癒やし系ですね！

　また、今回も着物についての知識をご指導くださったＪさん、ありがとうございました。

　機会がありましたら、またどこか別のお話でお目にかかれたらと思います。

　





ツルツルの雪道でようやく初詣をした日に　二〇二一年二月　臣おみ桜さくら
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